
『
名
古
屋
大
學
中
國
語
學
文
學
論
集
』
第
30
輯

二
〇
一
七
年
三
月

陸
杲
『
繋
観
世
音
応
験
記
』
訳
注
稿
（
二
）

佐

野

誠

子

前
号
に
引
き
続
き
『
観
音
応
験
記
』
の
う
ち
、
梁
・
陸
杲
『
繋
観
世

音
応
験
記
』
の
翻
刻
・
訳
注
を
掲
載
す
る
。

今
回
は
、
第
二
十
一
話
か
ら
第
五
十
話
ま
で
の
翻
刻
・
訳
注
で
あ
り
、

次
号
以
降
に
続
き
を
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
本
翻
刻
・
訳
注
は
、

第
二
十
一
話
か
ら
第
二
十
七
話
ま
で
は
、
二
〇
一
三
年
度
後
期
の
東
京

大
学
人
文
社
会
系
研
究
科
・
文
学
部
の
授
業
で
の
、
第
二
十
八
話
か
ら
第

五
十
話
ま
で
は
、
二
〇
一
五
年
度
の
名
古
屋
大
学
文
学
研
究
科
・
文
学

部
の
授
業
で
の
成
果
で
も
あ
る
。
第
二
十
一
話
か
ら
第
二
十
七
話
ま
で

の
担
当
者
は
、
居
郷
桃
子
、
市
原
靖
久
、
葛
西
慧
紀
、
千
賀
由
佳
、
藤
重

博
貴
、
松
本
健
志
、
水
岡
知
典
、
李
崢
で
あ
る
（
五
十
音
順
）。
第
二
十

八
話
以
降
に
つ
い
て
は
、
授
業
時
の
担
当
者
に
原
稿
を
作
成
し
て
も
ら

い
、
佐
野
が
校
閲
を
行
っ
た
。
補
説
は
学
生
が
執
筆
し
た
部
分
と
、
佐

野
が
執
筆
し
た
部
分
と
が
あ
る
。
各
話
学
生
が
担
当
し
た
部
分
の
末
尾

に
名
前
を
し
る
し
た
（
所
属
・
学
年
は
、
二
〇
一
五
年
度
当
時
の
も
の

で
あ
る
）。

底
本
は
、
青
蓮
院
所
蔵
の
『
観
音
応
験
記
』
を
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
紙
焼
き
し
た
も
の
を
用
い
た
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
に
出
版
さ
れ
て
い
る
以
下
の
各
校
訂
本
も
参
考
に
し
た
。

研
究
・
教
育
の
た
め
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
の
複
写
及
び
翻
刻
を

許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
青
蓮
院
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

⋆
牧
田
諦
亮
『
六
朝
古
逸
観
世
音
応
験
記
の
研
究
』
平
楽
寺
書
店
一

九
七
〇

⋆

孫
昌
武
『
観
世
音
応
験
記
三
種
』
中
華
書
局
一
九
九
四
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⋆
董
志
翹
『
観
世
音
応
験
記
三
種
訳
注
』
江
蘇
古
籍
出
版
社
二
〇
〇
二

凡
例
は
前
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。

〔
21
〕

【
本
文
】

晉
義
熙
中
、
司
馬
休
之
爲
會
稽
。
換
回

（
1
）

庫
錢
廿
萬
、
遷
荊
州
、
遂
不

還
之
。
郡
無
簿

（
2
）

書
、
庫
吏
姓
夏
、
應
死
、
明
日
見
殺

（
3
）

。
今
夜
夢
見
一
道

人
、
直
來
其
前
、
語
夏
「
催
去
」。
因
覺
起
、
見
所
住
檻
北
有
四
尺
許
開
。

又
見
所
夢
道
人
、
復
語
「
催
去
」。
夏
曰
「
縁
械
甚
重
、
何
由
得
去
」。
道

人
曰
「
汝
已
解
脱
。
但
便
速
去
。
我
是
觀

（
4
）

世
音
也
」。
夏
便
自
覺
無
復
鎖

械
、
即
穿
出
檻
。
檻
外
墻

（
5
）

上
大
有
芳
判
、
見
道
人
在
芳
上
行
。
夏
因
上

就
之
。
比
出
獄
、
已
曉
、
亦
失
向
道
人
。
處
處
藏
伏
、
瞑
投
宿
下
駕
山
。

見
有
數
道
人
共
水
邊
坐
。
夏
先
亦
知
有
觀
世
音
、
因
問
曰
「
觀
世
音
是

何
處
道
人
」。
道
人
曰
「
是
佛
、
非
世
間
人
也
」。
得
免
後
、
守
人
遇
收

（
6
）

、

因
首
、
出
爲
秘
書
令
吏
。
後
歸
家
作
金
像
、
著
頸
髪
中
。
菜
食
斷
穀
、
入

剡
山
學
道
。

【
参
考
資
料
】

　

⋆

な
し

【
校
注
】

(

1)

底
本
は
「
因
」
の
異
体
字
「
囙
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(

2)

底
本
は
「
薄
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(

3)

底
本
は
「
飯
」
に
作
る
。「
殺
」
の
異
体
字
「
煞
」
の
書
き
誤
り
か
。

文
意
に
よ
り
改
め
る

(

4)

底
本
は
「
視
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。
以
下
同
。

(

5)

底
本
は
「
墟
」
の
よ
う
に
も
読
め
る
。
牧
田
書
は
「
墟
」
と
と
る
。

(

6)

底
本
は
「
政
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。
牧
田
書
は
「
攻
」

と
と
る
。

【
書
き
下
し
】

晋
義
熙
中
、
司
馬
休
之
会
稽
と
為
る
。
庫
銭
廿
万
を
換
回
し
て
、
荊

州
に
遷
り
、
遂
に
之
を
還
さ
ず
。
郡
に
簿
書
無
く
、
庫
吏
の
姓
は
夏
な

る
も
の
、
応
に
死
す
べ
く
し
て
、
明
日
殺
さ
れ
ん
と
す
。
今
夜
夢
に
一

道
人
を
見
、
直
ち
に
其
の
前
に
来
た
り
て
、
夏
に
語
り
て
「
催
し
去
れ
」

と
。
因
り
て
覚
め
て
起
く
れ
ば
、

と
ど住

ま
る
所
の
檻
の
北
に
四
尺
許
り
開

く
有
る
を
見
る
。
又
た
夢
み
る
所
の
道
人
を
見
、
復
た
語
り
て
「
催
し

去
れ
」
と
。
夏
曰
く
「
械
の
甚
だ
重
き
に
縁
り
て
、
何
に
由
り
て
か
去

る
を
得
ん
」
と
。
道
人
曰
く
「
汝
已
に
解
脱
せ
り
。
但
だ
便
ち
速
や
か
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に
去
れ
。
我
は
是
れ
観
世
音
な
り
」
と
。
夏
便
ち
自
ら
復
た
鎖
械
無
き

を
覚
え
、
即
ち
穿
ち
て
檻
を
出
づ
。
檻
外
の
墻
上
に
大
い
に
芳
判
有
り
、

道
人
の
芳
上
に
在
り
て
行
く
を
見
る
。
夏
因
り
て
上
り
て
之
に
就
く
。

獄
を
出
づ
る
比
ひ
、
已
に
暁
に
し
て
、
亦
た

さ向
き
の
道
人
を
失
ふ
。
処

処
に
蔵
れ
伏
せ
、
瞑
に
下
駕
山
に
投
宿
す
。
数
道
人
の
共
に
水
辺
に
坐

す
る
有
る
を
見
る
。
夏
先
に
亦
た
観
世
音
有
る
を
知
れ
ば
、
因
り
て
問

ひ
て
曰
く
「
観
世
音
は
是
れ
何
処
の
道
人
な
る
か
」
と
。
道
人
曰
く
「
是

れ
仏
に
し
て
、
世
間
の
人
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。
免
る
る
を
得
て
後
、
守

人
収
に
遇
ひ
て
、
因
り
て
首
し
、
出
で
て
秘
書
令
の
吏
と
為
る
。
後
に

家
に
帰
り
て
金
像
を
作
り
、
頚
髪
中
に
著
く
。
菜
食
し
て
穀
を
断
ち
、

せ
ん剡
山
に
入
り
て
道
を
学
ぶ
。

【
訳
】

晋
の
義
熙
年
間
（
四
〇
五
―
四
一
八
）、
司
馬
休
之
は
会
稽
（
浙
江
省
）

の
内
史
と
な
っ
た
。
倉
庫
の
銭
二
十
万
を
借
り
た
ま
ま
、
荊
州
（
湖
北

省
）
に
異
動
し
て
し
ま
い
、
そ
の
お
金
を
返
さ
な
か
っ
た
。
郡
に
は
、
帳

簿
も
な
く
、
倉
庫
管
理
の
役
人
で
あ
っ
た
夏
姓
の
も
の
が
、
死
罪
に
相
当

す
る
と
し
て
、
翌
日
処
刑
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
前
日
の
夜
に
、
一

人
の
僧
侶
が
夢
に
あ
ら
わ
れ
、
ま
っ
す
ぐ
目
の
前
に
や
っ
て
き
て
、
夏
に

言
っ
た
「
す
ぐ
に
立
ち
去
れ
」。
そ
こ
で
目
が
覚
め
て
起
き
る
と
、
い
る

と
こ
ろ
の
監
獄
の
北
側
が
四
尺
ば
か
り
開
い
て
い
る
の
が
見
え
た
。
ま

た
夢
に
み
た
僧
侶
が
あ
ら
わ
れ
て
、
も
う
一
度
言
っ
た
「
す
ぐ
に
立
ち
去

れ
」。
夏
は
言
っ
た
「
足
枷
が
と
て
つ
も
な
く
重
い
の
に
、
ど
う
し
て
逃

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
」。
僧
侶
は
言
っ
た
「
お
ま
え
は
す
で
に

抜
け
出
し
て
い
る
。
た
だ
す
ぐ
さ
ま
逃
げ
な
さ
い
。
私
は
観
世
音
な
の

だ
」。
夏
は
も
う
鎖
が
な
い
こ
と
に
気
が
付
き
、
そ
こ
で
、
穴
を
開
け
て

監
獄
か
ら
抜
け
出
た
。
監
獄
の
外
の
壁
に
は
大
き
な
「
芳
判
」
が
あ
り
、

道
人
が
「
芳
判
」
の
上
を
行
く
の
を
見
た
。
夏
も
そ
こ
で
壁
に
上
っ
て

僧
侶
に
つ
い
て
い
っ
た
。
監
獄
を
出
る
と
き
に
は
、
も
う
夜
が
明
け
て

い
て
、
僧
侶
の
姿
も
見
失
っ
た
。
あ
ち
こ
ち
に
隠
れ
な
が
ら
逃
げ
、
日

暮
れ
に
下
駕
山
に
投
宿
し
た
。
数
人
の
僧
侶
が
水
辺
に
一
緒
に
座
っ
て

い
る
の
を
見
か
け
た
。
夏
は
、
観
世
音
が
先
に
進
ん
で
い
た
の
を
知
っ

て
い
た
た
め
、
そ
こ
で
尋
ね
た
「
観
世
音
は
ど
ち
ら
の
お
坊
様
で
し
ょ

う
か
」。
僧
侶
は
言
っ
た
「
そ
れ
は
仏
で
あ
っ
て
、
世
間
一
般
の
お
人
で

は
な
い
」。
逃
げ
お
お
せ
た
後
、
見
張
り
が
捕
ま
り
、
そ
こ
で
自
首
し
た

た
め
、
庫
吏
の
疑
い
は
晴
れ
、
秘
書
令
の
下
役
人
に
な
っ
た
。
そ
の
後

家
に
帰
っ
て
金
の
仏
像
を
造
り
、
頚
部
の
髪
の
毛
に
結
び
付
け
た
。
菜

食
し
て
、
穀
物
を
断
ち
、
剡
山
に
入
っ
て
修
行
を
し
た
。

【
語
注
】
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⋆
司
馬
休
之
＝
字
は
季
預
。
晋
の
王
族
の
一
人
。『
晋
書
』
巻
三
十

七
、『
魏
書
』
巻
三
十
七
、『
北
史
』
巻
二
十
九
に
伝
あ
り
。
会
稽

太
守
、
荊
州
刺
史
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
補
説
参
照
。

⋆

庫
錢
＝
倉
庫
に
あ
る
金
銭
や
財
産
。『
晋
書
』
巻
六
十
六
陶
侃
伝

「
侃
遙
謂
之
曰
『
杜
弢
爲
益
州
吏
、
盜
用
庫
錢
、
父
死
不
奔
喪
。
卿

本
佳
人
、
何
爲
隨
之
也
。
天
下
寧
有
白
頭
賊
乎
』（〔
陶
〕
侃
遥
か

に
之
に
謂
ひ
て
曰
く
『
杜
弢
益
州
の
吏
と
為
り
て
、
庫
銭
を
盜
用

し
、
父
死
す
れ
ど
も
喪
に
奔
ら
ず
。
卿
は
本
と
佳
人
な
る
に
、
何

為
れ
ぞ
之
に
隨
ふ
や
。
天
下
寧
ん
ぞ
白
頭
の
賊
有
ら
ん
や
』
と
）」。

⋆

庫
吏
＝
役
所
の
倉
庫
を
看
守
管
理
す
る
役
人
。
保
管
物
の
欠
損
が

あ
る
と
責
任
を
取
ら
さ
れ
た
。『
三
国
志
』
巻
二
十
鄧
哀
王
沖
伝

「
太
祖
馬
鞍
在
庫
、
而
爲
鼠
所
齧
。
庫
吏
懼
必
死
、
議
欲
面
縛
首
罪
、

猶
懼
不
免
（
太
祖
の
馬
鞍
庫
に
在
り
、
鼠
の
齧
る
所
と
為
る
。
庫

吏
必
ず
死
す
る
を
懼
れ
、
面
縛
し
て
罪
に
首
す
る
を
欲
せ
ん
と
議

す
る
も
、
猶
ほ
免
れ
ざ
る
を
懼
る
）」。

⋆

今
夜
＝
そ
の
日
の
夜
。
梁
代
頃
か
ら
よ
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

漢
訳
仏
典
に
も
多
く
み
ら
れ
る
語
。
梁
簡
文
帝
「
望
月
詩
」（『
藝

文
類
聚
』
巻
一
）「
今
夜
月
光
來
、
正
上
相
思
臺
（
今
夜
月
光
来
た

り
て
、
正
に
相
思
台
に
上
る
）」。

⋆

芳
判
＝
不
詳
。
足
跡
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
か
。

⋆

下
駕
山
＝
山
の
名
で
あ
ろ
う
が
詳
細
不
詳
。
あ
る
い
は
文
の
区
切

り
が
違
う
可
能
性
が
あ
る
。

⋆

守
人
＝
監
視
員
。『
増
一
阿
含
経
』「
彼
長
者
有
七
重
門
。
皆
有
守

人
不
得
使
乞
者
詣
門
（
彼
の
長
者
に
七
重
の
門
有
り
。
皆
守
人
有

り
て
乞
者
を
し
て
門
を
詣
ら
し
む
る
を
得
ず
）」。

⋆

收
＝
収
容
す
る
。
捕
ま
え
る
。

⋆

首
＝
自
首
す
る
。

⋆

秘
書
令
＝
官
職
名
。
書
記
官
。『
唐
六
典
』
巻
十
「
魏
武
爲
魏
王
、

置
秘
書
令
。
典
尚
書
奏
事
、
郎
中
書
之
任
也
、
兼
掌
圖
書
秘
記
（
魏

武
魏
王
と
為
り
、
秘
書
令
を
置
く
。
尚
書
の
奏
事
を
典
じ
、
郎
中

書
の
任
な
り
、
兼
ね
て
図
書
秘
記
を
掌
る
）」。

⋆

斷
穀
＝
穀
物
の
摂
取
を
控
え
る
こ
と
。
補
説
参
照
。

⋆

剡
山
＝
浙
江
省
紹
興
市
嵊
県
に
あ
る
山
。『
幽
明
録
』
に
は
劉
晨
・

阮
肇
が
剡
山
で
道
に
迷
い
、
仙
女
に
あ
う
話
が
あ
る
。『
高
僧
伝
』

巻
四
で
は
、
于
法
蘭
等
が
修
行
し
た
山
と
な
っ
て
い
る
。

【
補
説
】

司
馬
休
之
は
、『
晋
書
』
巻
十
安
帝
紀
義
熙
元
年
（
四
〇
五
）
三
月
の

記
事
に
、「
桓
振
復
襲
江
陵
、
荊
州
刺
史
司
馬
休
之
奔
于
襄
陽
（
桓
振
復

た
江
陵
を
襲
ひ
、
荊
州
刺
史
司
馬
休
之
襄
陽
に
奔
す
）」
と
あ
り
、
荊
州
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刺
史
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
晋
書
』
巻
三
十
七
の
伝
に
よ
れ
ば
、

こ
の
敗
退
に
よ
っ
て
、
み
や
こ
に
戻
さ
れ
た
後
に
会
稽
内
史
と
さ
れ
た

と
あ
り
、
そ
の
後
再
び
荊
州
刺
史
と
な
っ
て
い
る
。
義
熙
十
一
年
（
四

一
五
）
劉
裕
に
攻
め
ら
れ
る
と
、
後
秦
に
く
だ
り
、
劉
裕
に
後
秦
が
滅

ぼ
さ
れ
る
と
、
北
魏
に
投
降
し
た
。

庫
吏
が
行
っ
た
断
穀
は
、
本
来
道
教
に
お
い
て
行
わ
れ
る
修
行
法
の

一
で
あ
る
。
村
上
嘉
実
「
高
僧
伝
の
神
異
」（『
六
朝
思
想
史
研
究
』
平

楽
寺
書
店
一
九
七
四
）
で
は
、
道
教
の
影
響
を
受
け
た
仏
教
の
神
異
と

し
て
、
断
穀
を
取
り
あ
げ
、
敦
煌
出
身
の
単
道
開
の
こ
と
を
紹
介
す
る
。

〔
22
〕

【
本
文
】

道
人
釋
僧
洪

（
1
）

者
、
住
都
下
瓦
官
寺
。
作
丈
六
銅
像
、
始
得
作

（
2
）

畢
。
于

時
晉
義
熙
十
二
年
、
大
禁
鑄
銅
。
僧
洪
未
得
開
模
見
像
、
便
爲
官
所
收

（
3
）

、

繋
在
相
府
。
判
奸
、
罪
應

（
4
）

入
死
。
僧
洪
便
誦
念
『
觀
世
音
經
』。
得
一
月

日
、
忽
夢
見
其
所
作
像
來
至
獄
中
。
以
手
摩
其
頸
、
問

（
5
）「

汝
怖
不
」。
僧

洪
具
以
事
答
。
像
曰
「
無
所
憂
也
」。
夢
中
見
像
胸
前
方
一
尺
許
、
銅
色

燋
沸
。
後
遂
至
出
市
見
殺

（
6
）

。
爾
日
、
府

（
7
）

參
軍
應
監
刑

（
8
）

。
初
喚
駕
車
、
而

牛
絶
不
肯
入
、
既
入
便
奔
、
車
即
粉
砕
、
遂
至
暝

（
9
）

無
監
。
更
復
剋
日
。
因

有
判
從
彭
城
還
、
道
「
若
未
殺
僧
洪
者
、
可
原
」。
既
出
、
破
模
看
像
、

果
胸
前
如
夢
。
此
像
今
在
瓦
官
寺
、
數
禮
拝
也
。

【
参
考
資
料
】

　

⋆

金
剛
寺
本
「
佚
名
諸
菩
薩
感
応
抄
」（
16
）

⋆

『
名
僧
伝
』
巻
二
十
七

⋆

『
高
僧
伝
』
巻
十
三
僧
洪
伝

⋆

『
弁
正
論
』
巻
七
注
所
引
『
冥
祥
記
』

⋆

『
法
華
伝
記
』
巻
五
出
『
高
僧
伝
』

⋄

『
冥
祥
記
』
第
一
二
九
条

【
校
注
】

(

1)

底
本
は
「
供
」
に
作
る
。
金
剛
寺
本
等
に
よ
り
改
め
る
。
以
下
同
。

ま
た
語
注
僧
洪
参
照
。

(

2)

底
本
は
「
住
」
に
作
る
。
金
剛
寺
本
に
よ
り
改
め
る
。

(
3)

底
本
は
「
故
」
に
作
る
。
金
剛
寺
本
等
に
よ
り
改
め
る
。

(
4)
底
本
は
「
危
」
に
作
る
。
金
剛
寺
本
等
に
よ
り
改
め
る
。

(

5)
底
本
は
「
間
」
に
作
る
。
金
剛
寺
本
等
に
よ
り
改
め
る
。

(

6)

底
本
は
「
飯
」
に
作
る
。「
殺
」
の
異
体
字
「
刹
」
の
書
き
誤
り
か
。

金
剛
寺
本
等
に
よ
り
改
め
る
。
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(

7)
底
本
は
「
夜
」
に
作
る
。
金
剛
寺
本
等
に
よ
り
改
め
る
。

(

8)

底
本
は
「
形
」
に
作
る
。
金
剛
寺
本
に
よ
り
改
め
る
。

(

9)

底
本
は
「
冥
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

　【
書
き
下
し
】

道
人
釈
僧
洪
は
、
都
下
の
瓦
官
寺
に
住
め
り
。
丈
六
の
銅
像
を
作
ら

ん
と
し
、
始
め
て
作
り
畢
は
る
を
得
た
り
。
時
に
于
て
晋
義
熙
十
二
年
、

大
い
に
銅
を
鋳
る
を
禁
ず
。
僧
洪
未
だ
模
を
開
き
て
像
を
見
る
を
得
ず

し
て
、
便
ち
官
の
収
む
る
所
と
為
り
、
繋
が
れ
て
相
府
に
在
り
。
奸
と

判
ぜ
ら
れ
、
罪
応
に
死
に
入
る
べ
し
。
僧
洪
便
ち
『
観
世
音
経
』
を

誦
念
す
。
一
月
日
を
得
て
、
忽
ち
夢
に
其
の
作
る
所
の
像
の
来
た
り
て

獄
中
に
至
る
を
見
る
。
手
を
以
て
其
の
頚
を
摩
し
、
問
ふ
「
汝
怖
る
る

や
い
な不

や
」
と
。
僧
洪
具
さ
に
事
を
以
て
答
ふ
。
像
曰
く
「
憂
ふ
所
無
き

な
り
」
と
。
夢
中
に
像
の
胸
前
方
一
尺
許
り
、
銅
色
に
し
て
燋
沸
す
る

を
見
る
。
後
遂
に
市
に
出
で
て
殺
さ
る
る
に
至
る
。

そ爾
の
日
、
府
の
参

軍
応
に
刑
を
監
る
べ
し
。
初
め
駕
車
を
喚
べ
ど
も
、
牛

た絶
え
て
入
る
こ

と
を
肯
ぜ
ず
、
既
に
入
れ
ば
便
ち
奔
し
て
、
車
即
ち
粉
砕
し
、
遂
に

く
ら
き

暝

に
至
る
ま
で
監
る
こ
と
無
し
。
更
め
て
復
た
日
を
剋
す
。
判
の
彭
城
従

り
還
る
有
る
に
因
り
て
、
道
ふ
「
若
し
未
だ
僧
洪
を
殺
さ
ざ
れ
ば
、

ゆ
る原

す
べ
し
」
と
。
既
に
出
で
て
、
模
を
破
り
て
像
を
看
れ
ば
、
果
し
て
胸

前
夢
の
如
し
。
此
の
像
今
瓦
官
寺
に
在
り
、

し
ば
し

数
ば
礼
拝
す
る
な
り
。

【
訳
】

僧
侶
の
釈
僧
洪
は
、
都
の
瓦
官
寺
に
住
ん
で
い
た
。
一
丈
六
尺
の
銅

像
を
作
ろ
う
と
し
て
い
て
、
や
っ
と
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
と
き
は
晋
の

義
熙
十
二
年
（
四
一
六
）、
銅
の
鋳
造
が
厳
し
く
禁
止
さ
れ
た
。
僧
洪
は

ま
だ
鋳
型
を
壊
し
て
像
を
見
な
い
で
い
た
と
こ
ろ
、
役
人
に
捕
ま
り
、
相

府
に
て
係
留
さ
れ
た
。
犯
罪
だ
と
み
な
さ
れ
、
死
刑
に
処
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
僧
洪
は
『
観
世
音
経
』
を
読
み
上
げ
た
。
一
ヶ
月
が
た
ち
、

急
に
夢
に
自
分
が
作
っ
た
像
が
獄
中
に
や
っ
て
く
る
の
を
見
た
。
仏
像

は
手
で
僧
洪
の
喉
を
な
ぜ
て
、
問
わ
れ
た
「
お
ま
え
は
こ
わ
い
か
」。
僧

洪
は
す
べ
て
事
実
を
答
え
た
。
仏
像
は
「
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
」
と

言
っ
た
。
夢
の
中
で
内
側
に
仏
像
の
胸
の
前
一
尺
四
方
ば
か
り
の
と
こ

ろ
が
、
銅
色
で
煮
え
た
ぎ
っ
て
い
る
の
を
見
た
。
そ
の
後
、
市
場
に
出
さ

れ
て
処
刑
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
日
は
、
府
の
参
軍
が
刑
に
立

ち
会
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
は
じ
め
車
を
呼
ん
だ
が
、
牛
が
ど
う
し

て
も
入
っ
て
こ
ず
、
入
っ
て
き
た
か
と
思
え
ば
走
り
回
り
、
車
は
粉
々
に

な
っ
て
し
ま
い
、
日
暮
れ
に
な
る
ま
で
監
督
者
が
不
在
だ
っ
た
。
そ
こ

で
、
改
め
て
処
刑
の
日
を
決
め
た
。
判
事
が
彭
城
（
江
蘇
省
徐
州
市
）
か
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ら
帰
っ
て
き
て
言
っ
た
「
も
し
ま
だ
僧
洪
を
殺
し
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、

赦
免
す
べ
き
で
あ
る
」。
す
で
に
釈
放
さ
れ
て
、
鋳
型
を
壊
し
て
仏
像
を

見
た
と
こ
ろ
、
思
っ
た
通
り
胸
の
前
が
夢
で
み
た
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
仏
像
は
今
現
在
瓦
官
寺
に
あ
り
、
何
度
も
礼
拝
を
し
て
い
る
。

【
語
注
】

　

⋆

僧
洪
＝
僧
侶
の
名
。『
高
僧
伝
』
巻
十
三
に
伝
あ
り
。『
名
僧
伝
』
で

は
、
底
本
と
同
じ
く
「
僧
供
」
に
作
る
。
金
剛
寺
本
で
は
、「
洪
」

に
作
る
。
し
か
し
、
梁
・
釈
僧
祐
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
十
二
が
目

次
を
引
用
す
る
『
法
苑
雑
縁
集
』
雑
図
像
上
巻
第
八
に
は
「
瓦
官

寺
釈
僧
、　供
造
丈
六
金
像
記
第
三
」
と
あ
り
、『
高
僧
伝
』
よ
り
も
前

の
資
料
で
は
「
僧
供
」
に
作
る
方
が
多
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
紀
贇

『
高
僧
伝
研
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社
二
〇
〇
九
）
一
五
一
頁
は
「
僧

供
」
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
す
る
。

⋆

都
下
＝
み
や
こ
建
康
を
指
す
。〔
7
〕
語
注
参
照
。

⋆

瓦
官
寺
＝
建
康
に
あ
る
寺
の
名
。『
高
僧
伝
』
巻
五
竺
法
汰
伝
「
瓦

官
寺
本
是
河
内
山
玩
公
墓
、
爲
陶
處
。
晉
興
寧
中
、
沙
門
慧
力
啓

乞
爲
寺
、
止
有
堂
塔
而
已
。
及
汰
居
之
、
更
拓
房
宇
、
修
立
衆
業

（
瓦
官
寺
は
本
は
是
れ
河
内
山
玩
公
の
墓
な
り
て
、
陶
処
と
為
る
。

晋
の
興
寧
中
〔
三
六
三
―
三
六
五
〕、
沙
門
慧
力
啓
し
て
乞
ひ
て
寺

と
為
す
も
、

た止
だ
堂
塔
有
る
の
み
。
汰
の
之
に
居
る
に
及
び
、
更

め
て
房
宇
を
拓
げ
、
衆
業
を
修
立
す
）」。

⋆

丈
六
＝
一
丈
六
尺
。
こ
れ
は
仏
陀
の
背
丈
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

現
在
の
長
さ
に
換
算
す
る
と
四
メ
ー
ト
ル
八
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ル

に
な
る
。

⋆

模
＝
模
板
。
鋳
造
を
行
う
と
き
の
型
。

⋆

相
府
＝
相
国
（
宰
相
）
の
官
邸
。
宋
の
武
帝
劉
裕
を
指
す
。
劉
裕

は
、
こ
の
時
点
で
ま
だ
禅
譲
を
受
け
て
お
ら
ず
、
晋
の
相
国
の
位

に
あ
っ
た
。
補
説
参
照
。

⋆

奸
罪
＝
罪
を
犯
す
。
奸
（
読
音gan

）
は
侵
犯
す
る
の
意
。『
春
秋

左
氏
伝
』
昭
公
二
十
年
「
使
而
失
命
、
召
而
不
來
、
是
再
奸
也
。
杜

預
注
＝
奸
、
犯
也
（
使
し
て
命
を
失
ひ
、
召
し
て
来
た
ら
ざ
る
は
、

是
れ
再
び
奸
す
る
な
り
。
杜
預
注
＝
奸
は
、
犯
な
り
）」。

⋆

入
死
＝
死
刑
と
審
判
さ
れ
る
。『
法
苑
珠
林
』
巻
七
十
七
「
贓
賄
狼

藉
、
罪
當
入
死
（
贓
賄
狼
藉
、
罪
当
に
死
に
入
る
べ
し
）」。

⋆

一
月
日
＝
一
ヶ
月
分
の
時
間
。『
宋
書
』
巻
六
十
一
江
夏
文
献
王
義

恭
伝
「
汝
一
月
日
自
用
不
可
過
三
十
萬
（
汝
一
月
日
自
ら
用
ふ
る

こ
と
三
十
万
を
過
ぐ
べ
か
ら
ず
）」。

⋆

駕
車
＝
家
畜
に
ひ
か
せ
る
車
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
車
を
走
ら
せ

る
こ
と
。『
漢
書
』
巻
二
十
七
中
之
下
五
行
志
「
日
日
駕
車
而
出
（
日
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日
車
に
駕
し
て
出
づ
）」。

⋆

絶
＝
否
定
の
副
詞
の
前
に
用
い
て
否
定
の
語
気
を
強
め
る
副
詞
。

ま
っ
た
く
。
全
然
。

⋆

判
從
彭
城
還
＝
『
高
僧
伝
』
の
同
話
で
は
、
こ
の
場
面
で
劉
裕
の
名

前
が
で
て
く
る
。
判
は
、
判
事
の
意
で
あ
ろ
う
。
岩
波
文
庫
『
高

僧
伝
』
の
注
は
、
当
時
劉
裕
が
彭
城
に
駐
留
し
て
い
た
と
す
る
。

【
補
説
】

『
高
僧
伝
』
の
釈
僧
洪
伝
は
、
こ
の
話
の
み
が
し
る
さ
れ
る
。
語
注
で

も
述
べ
た
よ
う
に
、『
高
僧
伝
』
で
は
、「
宋
武
于
時
相
國
（
宋
武
時
に

相
国
た
り
）」
と
あ
り
、
劉
裕
が
登
場
し
て
い
る
。

こ
の
鋳
造
の
禁
止
は
、
正
史
等
に
は
記
録
の
な
い
も
の
で
あ
る
。『
高

僧
伝
』
で
は
、
晋
末
と
の
み
書
か
れ
る
が
、『
繋
観
世
音
応
験
記
』
及
び

『
名
僧
伝
』、『
弁
正
論
』
で
は
、
い
ず
れ
も
義
熙
十
二
年
（
四
一
六
）
の

こ
と
と
す
る
。
牧
田
書
参
照
。

劉
宋
時
代
元
嘉
年
間
に
お
け
る
鋳
造
の
禁
止
に
つ
い
て
は
、『
弘
明

集
』
巻
十
一
何
尚
之
「
答
宋
文
皇
帝
讚
揚
仏
教
事
」
元
嘉
十
二
年
（
四
三

五
）
に
、
丹
陽
尹
の
蕭
摹
之
が
寺
社
の
建
立
や
、
銅
像
の
鋳
造
な
ど
は

許
可
制
に
し
て
、
無
許
可
で
や
っ
た
場
合
は
、
官
で
没
収
す
る
よ
う
に
、

と
い
う
上
奏
を
し
、
裁
可
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
載
っ
て
お
り
、『
高
僧

伝
』
釈
慧
厳
伝
に
も
「
至
元
嘉
十
二
年
、
京
尹
蕭
摹
之
上
啓
、
請
制
起

寺
及
鑄
像
（
元
嘉
十
二
年
に
至
り
、
京
尹
の
蕭
摹
之
上
啓
し
、
起
寺
及

び
鋳
像
を
制
す
る
を
請
ふ
）」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
奏
上
が
な
さ
れ
た

背
景
に
は
、
仏
教
の
興
隆
に
伴
い
、
寺
院
の
建
立
、
仏
像
の
鋳
造
が
盛

ん
に
行
わ
れ
た
た
め
、
浪
費
の
甚
だ
し
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
塚
本
善

隆
「
南
朝
「
元
嘉
治
世
」
の
仏
教
興
隆
に
つ
い
て
」（『
塚
本
善
隆
著
作

集
』
第
三
巻
、
大
東
出
版
社
一
九
七
五
）
参
照
。

末
尾
で
は
、
事
件
の
仏
像
が
瓦
官
寺
に
あ
る
こ
と
が
記
述
さ
れ
る
が
、

た
び
た
び
礼
拝
し
た
の
が
、
一
般
の
人
々
で
あ
っ
た
の
か
、
陸
杲
本
人

で
あ
っ
た
の
か
、
記
述
が
は
っ
き
り
と
し
な
い
。

〔
23
〕

【
本
文
】

王
（
1
）

球
字
叔
衒
、
太

（
2
）

原
人
也
。
宋

（
3
）

元
嘉
九
年
、
作
涪

（
4
）

陵
郡
。
坐
遭

（
5
）

賊
失

守
、
繋
江
陵
獄
。
著
一
具
大
鎖
、
釘
之
極
堅
。
球
在
獄
中
、
恒
持
齋
、
長

誦
（
6
）

『
觀
世
音
經
』。
一
夜
、
忽
夢
己
自
坐
高
座
上
、
有
道
人
與
其
一
分

經
。
題
云
『
光
明
安
樂
行
品
並
諸
菩
薩

（
7
）

名
』。
球
得
便
開
讀
。
忘
第
一
菩

薩
名
、
憶
第
二
觀
世
音
、
第
三
是
大
勢
至
。
皆
有
國
土
及
名
號
。
因
是

眠
覺
、
便

（
8
）

見
雙
鎖
已
解
。
球
知
有
感
應
、
不
復
憂
怖
。
因
自
釘
治
其

（
9
）

鎖
、
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依
常
著
之
。
渉

（
10
）

三
日
、
事
非
意
便
散
。
球
元
嘉
十
九
年
、
見
爲
衛
府
行

參
軍
、
從
鎮
廣
陵
。
精
進
甚
至
。

【
参
考
資
料
】

　

⋆

金
剛
寺
本
「
佚
名
諸
菩
薩
感
応
抄
」（
15
）

⋆

『
法
苑
珠
林
』
巻
二
十
三
所
引
『
冥
祥
記
』

⋆

『
法
華
伝
記
』
巻
五

⋆

『
太
平
広
記
』
巻
一
百
十
「
王
球
」
出
『
法
苑
珠
林
』

⋄

『
冥
祥
記
』
第
八
四
条

【
校
注
】

(

1)

底
本
は
「
玉
」
に
作
る
。
金
剛
寺
本
等
に
よ
り
改
め
る
。

(

2)

底
本
は
「
大
」
に
作
る
。『
法
苑
珠
林
』、『
太
平
広
記
』
に
よ
り
改

め
る
。

(

3)

底
本
は
「
宗
」
に
作
る
。
史
実
に
よ
り
改
め
る
。

(

4)

底
本
は
「
治
」
に
作
る
。『
法
苑
珠
林
』
等
に
よ
り
改
め
る
。

(

5)

底
本
は
「
曹
」
に
作
る
。『
法
苑
珠
林
』
等
に
よ
り
改
め
る
。

(

6)

底
本
は
「
誦
」
字
を
欠
く
。
金
剛
寺
本
及
び
『
法
華
伝
記
』
に
よ

り
補
う
。

(

7)

底
本
は
「
𦬠
」
に
作
る
。「
菩
薩
」
を
一
字
に
略
し
た
も
の
。
本
文

で
次
に
で
て
く
る
菩
薩
も
同
様
。

(

8)

底
本
は
「
便
」
字
下
に
「
是
」
字
あ
り
。
ミ
セ
ケ
チ
が
あ
る
た
め

削
除
し
た
。

(

9)

底
本
は
「
具
」
に
作
る
。『
法
苑
珠
林
』
等
に
よ
り
改
め
る
。

(

10)

底
本
は
「
沙
」
に
作
る
。『
法
華
伝
記
』
に
よ
り
改
め
る
。
牧
田
書

は
「
經
」
と
と
る
。

　【
書
き
下
し
】

王
球
字
は
叔
衒
は
、
太
原
の
人
な
り
。
宋
元
嘉
九
年
涪
陵
郡
と
な作
る
。

賊
に
遭
ひ
て
守
を
失
ふ
に
坐
し
、
江
陵
の
獄
に
繋
が
る
。
一
具
の
大
鎖

を
著
け
、
之
を
釘
う
つ
こ
と
極
め
て
堅
し
。
球
獄
中
に
在
り
て
、
恒
に

斎
を
持
し
、『
観
世
音
経
』
を
長
ら
く
誦
す
。
一
夜
、
忽
ち
夢
に
己
の
自

ら
高
座
の
上
に
坐
し
、
道
人
有
り
て
其
の
一
分
の
経
を
与
ふ
。
題
し
て

云
ふ
『
光
明
安
楽
行
品
並
び
に
諸
菩
薩
名
』
と
。
球
得
て
便
ち
開
き
て

読
む
。
第
一
は
菩
薩
名
を
忘
る
、
第
二
は
観
世
音
、
第
三
は
是
れ
大
勢

至
な
る
を
憶
ゆ
。
皆
国
土
及
び
名
号
有
り
。
是
れ
に
因
り
て
眠
り
よ
り

覚
め
、
便
ち
双
鎖
已
に
解
け
る
を
見
る
。
球
感
応
有
る
を
知
り
、
復
た

憂
怖
せ
ず
。
因
り
て
自
ら
釘
う
ち
て
其
の
鎖
を
治
め
、
常
に
依
り
て
之

を
著
く
。
三
日
に
渉
り
、
事
意
に
非
ず
し
て
便
ち
散
ず
。
球
元
嘉
十

九
年
、
衛
府
行
参
軍
と
為
さ
れ
、
広
陵
を
鎮
す
る
に
従
ふ
。
精
進
甚
だ
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至
る
。

【
訳
】

王
球
は
字
を
叔
衒
と
い
い
、
太
原
（
山
西
省
太
原
市
）
の
人
で
あ
る
。

宋
の
元
嘉
九
年
（
四
三
二
）
に
、
涪
陵
郡
（
重
慶
市
）
の
太
守
と
な
っ

た
。
賊
に
襲
わ
れ
て
守
り
切
れ
な
か
っ
た
罪
に
問
わ
れ
、
江
陵
（
湖
北
省

荊
州
市
）
の
牢
獄
に
繋
が
れ
た
。
一
揃
い
の
大
き
な
鎖
を
つ
け
ら
れ
て
、

し
っ
か
り
と
釘
が
打
た
れ
て
い
た
。
球
は
獄
中
に
あ
っ
て
、
菜
食
を
続

け
、
長
い
こ
と
『
観
世
音
経
』
を
と
な
え
て
い
た
。
あ
る
夜
、
い
き
な
り

夢
の
中
で
自
分
が
高
座
に
座
り
、
上
に
道
人
が
あ
ら
わ
れ
て
一
部
の
お

経
を
渡
し
た
。『
光
明
安
楽
行
品
並
び
に
諸
菩
薩
名
』
と
題
に
あ
っ
た
。

王
球
は
そ
の
お
経
を
手
に
し
て
開
い
て
読
ん
で
み
た
。
第
一
菩
薩
の
名

前
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
第
二
は
観
世
音
菩
薩
で
あ
り
、
第
三
は
大
勢

至
菩
薩
で
あ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
国
土
と
名
号
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
眠
り
か
ら
覚
め
た
と
こ
ろ
、
二
本
の
鎖
が
す
で
に
と

れ
て
い
る
こ
と
を
見
た
。
王
球
は
感
応
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
も
う

怖
く
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
自
分
で
釘
を
打
っ
て
鎖
を
固
定
し
、

普
段
の
よ
う
に
し
て
つ
け
た
。
三
日
後
、
意
外
に
も
釈
放
さ
れ
た
。
王

球
は
元
嘉
十
九
年
（
四
四
二
）
に
衛
府
行
参
軍
と
な
っ
て
、
広
陵
（
江

蘇
省
揚
州
市
）
を
治
め
る
の
に
し
た
が
っ
た
。
非
常
に
精
進
し
た
。

【
語
注
】

　

⋆

王
球
＝
人
名
。
詳
細
不
詳
。
字
の
叔
衒
に
つ
い
て
は
、
金
剛
寺
本

は
同
じ
く
「
叔
衒
」
と
す
る
が
、『
法
苑
珠
林
』
と
『
太
平
広
記
』

は
「
叔
達
」
に
作
り
、『
法
華
伝
記
』
は
本
名
「
王
珠
」
字
「
叔
衍
」

に
作
る
。
牧
田
書
は
、『
宋
書
』
巻
五
十
八
、『
南
史
』
巻
二
十
三

王
恵
伝
に
み
え
る
王
球
と
は
別
人
で
あ
ろ
う
と
す
る
。

⋆

持
齋
＝
菜
食
を
続
け
る
。『
梁
書
』
巻
五
十
劉
杳
伝
「
天
監
十
七
年
、

自
居
母
憂
、
便
長
斷
腥
羶
、
持
齋
蔬
食
（
天
監
十
七
年
〔
五
一
八
〕、

母
憂
に
居
り
て
自
り
、
便
ち
長
く
腥
羶
を
断
ち
、
斎
を
持
し
て
蔬

食
す
）」。

⋆

『
光
明
安
樂
行
品
並
諸
菩
薩
名
』
＝
経
典
の
名
と
解
釈
し
た
が
、
詳

細
不
詳
。
ち
な
み
に
、『
観
世
音
菩
薩
授
記
経
』
に
は
、
観
自
在
菩

薩
、
大
勢
至
菩
薩
等
が
で
て
く
る
。

⋆

大
勢
至
＝
勢
至
菩
薩
。M

ah
ā-sth

ām
a-p

rāp
ta

の
漢
訳
。

⋆

衛
府
行
參
軍
＝
〔
7
〕
の
語
注
「
衛
軍
行
佐
」
を
参
照
。

⋆

鎮
廣
陵
＝
本
文
中
に
元
嘉
十
九
年
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
王
球
は
、
劉

義
慶
の
広
陵
統
治
に
加
わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
劉
義
慶
の

広
陵
統
治
に
つ
い
て
は
、〔
7
〕
を
参
照
。
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【
補
説
】

こ
の
話
は
、〔
7
〕
の
伏
万
寿
の
話
と
、
劉
義
慶
が
広
陵
を
治
め
て
い

た
こ
と
が
書
か
れ
る
こ
と
及
び
、
両
者
が
衛
軍
に
関
わ
る
役
職
に
つ
い

て
い
た
こ
と
が
共
通
す
る
。
ど
ち
ら
も
現
在
は
『
宣
験
記
』
の
佚
文
と

は
な
っ
て
い
な
い
が
、
本
来
は
、
劉
義
慶
（
の
周
囲
の
人
物
）
が
取
材

し
て
『
宣
験
記
』
に
採
録
し
た
話
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

〔
24
〕

【
本
文
】

太
（
1
）

原
郭
宣
、
蜀
郡
文
處
茂
倶
以
義
熙
十
一
年
隨
楊
孜

（
2
）

敬
在
梁
州
。
孜

敬
（
3
）

以
輒
殺
人
十
一
、
以
此
得
罪
。
事
逮
宣
、
處
茂
、
並
繋
荊
州
獄
。
宣
乃

心
口
念
言
「
常
聞
觀
世
音
救
人
苦
。
我
今
歸
命
」。
作
此
密
念
、
便
晝
夜

專
誠
得
十
日
。
得
十
日

（
4
）

後
、
忽
夜
三
更
中
、
夢
見
觀
世
音
、
甚
相
慰
喩

道
「
汝
憂
無
所
」。
眠
覺
、
便
見
兩
脚
鎖
械
自
脱
床
上
。
恐
至
曉
人
見
、

乃
潛
還
著
之
。
處
茂
問
宣
「
何
以
得
爾
」。
宣
具
以
事
告
。
處
茂
曰
「
卿

既
能
作
感
、
即
兼
得
見
濟
。
宣
曰

（
5
）

「
卿
但
如
我
至
念
、
自
應
降
神
。
若

得
解
脱
、
當
各
出
十
萬
錢
、
與

（
6
）

上
明
西
寺
、
作
福
事
也
」。
言
此
後
、
於

興
厲
心
、
經
得
少
何
、
事
遂
並
散
。
一
説
、
宣
於
眠
未
眠
之
間
、
見
一

道
人
好
形
、
長
八
尺
許
、
當
空
立
、
向
宣
微
笑
、
不
見
菩
薩

（
7
）

也
。
人
世

已
遠
、
遺
書
兩
傳
。

【
参
考
資
料
】

　

⋆

『
弁
正
論
』
巻
七
注
所
引
『
宣
験
記
』

⋆

『
法
苑
珠
林
』
巻
十
七
所
引
『
冥
祥
記
』

⋆

『
太
平
広
記
』
巻
一
百
一
十
「
郭
宣
」
出
『
弁
正
論
』

⋄

『
宣
験
記
』
第
二
三
条

⋄

『
冥
祥
記
』
第
五
三
条

【
校
注
】

(

1)

底
本
は
「
大
」
に
作
る
。
史
実
及
び
『
弁
正
論
』
等
に
よ
り
改
め
る
。

(

2)

底
本
は
「
攻
」
に
作
る
。
史
実
に
よ
り
改
め
る
。
以
下
同
。

(

3)

底
本
は
「
敬
」
字
を
欠
く
。
文
意
に
よ
り
補
う
。

(

4)

こ
の
「
得
十
日
」
は
底
本
で
は
、「
誠
得
十
日
」
と
「
後
」
の
間
に

小
さ
い
○
が
う
た
れ
、
脇
に
書
き
足
し
て
あ
る
。

(
5)
底
本
は
「
何
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(

6)

底
本
は
「
興
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(

7)

底
本
は
「
𦬠
」
に
作
る
。「
菩
薩
」
を
一
字
に
略
し
た
も
の
。
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【
書
き
下
し
】

太
原
の
郭
宣
、
蜀
郡
の
文
処
茂
は
倶
に
義
熙
十
一
年
を
以
て
楊
孜
敬

に
随
ひ
て
梁
州
に
在
り
。
孜
敬

も
つ
ぱ

輒
ら
人
を
殺
す
こ
と
十
一
な
る
を
以

て
、
此
を
以
て
罪
を
得
た
り
。
事
宣
、
処
茂
に

お
よ逮

び
、
並
び
に
荊
州
の

獄
に
繋
が
る
。
宣
乃
ち
心
口
に
念
言
す
「
常
に
聞
く
観
世
音
の
人
の
苦

を
救
ふ
と
。
我
今

き
み
よ
う

帰
命
せ
ん
」
と
。
此
を

な作
し
て
密
か
に
念
じ
、
便
ち

昼
夜
専
ら
誠
に
し
て
十
日
を
得
た
り
。
十
日
を
得
た
る
後
、
忽
ち
夜
三

更
中
、
夢
に
観
世
音
を
見
る
。
甚
だ
相
慰
め

さ
と喩

し
て
道
ふ
「
汝
の
憂
ひ

所
無
し
」
と
。
眠
り
よ
り
覚
め
、
便
ち
両
脚
の
鎖
械
の

お
の
づ
か

自

ら
床
上
に

脱
す
る
を
見
る
。
暁
に
至
り
て
人
の
見
る
を
恐
れ
、
乃
ち

ひ
そ潜

か
に

ま還
た

之
を

つ著
く
。
処
茂
宣
に
問
ふ
「
何
を
以
て
爾
を
得
ん
」
と
。
宣
具
さ

に
事
を
以
て
告
ぐ
。
処
茂
曰
く
「
卿
既
に
能
く
感
を
作
し
、
即
ち
兼
ね

て
す
く済

は
る
る
を
得
ん
」
と
。
宣
曰
く
「
卿
但
だ
我
の
如
く
至
念
す
れ
ば
、

自
ら
応
に
降
神
あ
る
べ
し
。
若
し

か
い解
だ
つ脱

す
る
を
得
れ
ば
、
当
に
各
の
十

万
銭
を
出
だ
し
、

じ
や
う
み
や
う
さ
い
じ

上
明
西
寺
に
与
へ
て
、
福
事
を
作
す
べ
き
な
り
」
と
。

此
れ
を
言
ひ
て
後
、
こ
こ
に
於
て
厲
心
を
興
し
、
経
て
少
何
を
得
、
事
遂

に
並
び
に
散
ず
。
一
説
に
、
宣
眠
り
て
未
だ
眠
ら
ざ
る
の
間
に
、
一
道

人
の
好
き
形
な
る
を
見
、
長
さ
八
尺

ば
か許

り
、
空
に
当
た
り
て
立
ち
、
宣
に

向
ひ
て
微
笑
し
、
菩
薩
を
見
ざ
る
な
り
、
と
。
人
の
世
已
に
遠
く
、
書

に
両
伝
を
遺
す
。

【
訳
】

太
原
（
山
西
省
）
の
郭
宣
、
蜀
郡
（
四
川
省
）
の
文
処
茂
は
、
義
熙

十
一
年
（
四
一
五
）
一
緒
に
楊
孜
敬
に
随
っ
て
、
梁
州
（
四
川
省
か
ら

陜
西
省
一
帯
）
に
い
た
。
楊
孜
敬
は
独
断
で
十
一
人
を
殺
し
た
こ
と
で
、

罪
を
得
た
。
そ
の
と
が
め
は
、
郭
宣
と
文
処
茂
に
も
及
び
、
二
人
と
も

荊
州
（
湖
北
省
）
の
監
獄
に
つ
な
が
れ
た
。
郭
宣
は
、
そ
こ
で
、
心
の

中
で
念
じ
た
「
観
世
音
菩
薩
が
人
の
苦
難
を
救
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を

い
つ
も
耳
に
し
て
い
ま
す
。
私
は
今
、
観
世
音
菩
薩
を
心
か
ら
信
じ
ま

し
ょ
う
」。
こ
の
よ
う
な
誓
い
を
立
て
、
こ
っ
そ
り
と
念
じ
、
昼
も
夜
も

誠
の
心
を
捧
げ
て
十
日
を
過
ご
し
た
。
十
日
た
っ
た
の
ち
、
突
然
深
夜

三
更
（
午
後
十
一
時
―
午
前
一
時
）
に
、
夢
に
観
世
音
菩
薩
が
あ
ら
わ
れ

た
。
菩
薩
は
郭
宣
を
慰
め
て
諭
し
て
言
っ
た
「
お
ま
え
の
心
配
は
な
く

な
る
だ
ろ
う
」。
眠
り
か
ら
覚
め
る
と
、
両
脚
に
は
め
ら
れ
て
い
た
鎖
と

足
枷
が
ひ
と
り
で
に
は
ず
れ
て
ベ
ッ
ド
の
上
に
あ
る
の
を
見
た
。
明
け

方
に
な
っ
て
人
に
見
ら
れ
る
の
を
心
配
し
て
、
こ
っ
そ
り
と
ま
た
鎖
と

足
枷
を
つ
け
た
。
文
処
茂
が
郭
宣
に
聞
い
た
「
ど
う
し
て
そ
う
な
っ
た

ん
だ
い
」。
宣
は
事
細
か
に
事
情
を
説
明
し
た
。
文
処
茂
は
言
っ
た
「
君

は
も
う
感
応
を
起
こ
し
、
さ
ら
に
は
、
救
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
」。
郭

宣
は
「
君
も
私
の
よ
う
に
一
生
懸
命
念
じ
れ
ば
、
神
が
下
り
て
く
る
に

違
い
な
い
。
も
し
、
脱
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
十
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万
銭
を
出
し
て
、
上
明
西
寺
に
寄
進
し
て
、
法
事
を
し
た
ら
よ
い
」
と

言
っ
た
。
こ
れ
を
言
っ
て
か
ら
、
強
い
信
仰
心
が
湧
い
て
き
て
、
し
ば

ら
く
た
っ
た
頃
、
お
と
が
め
は
な
く
な
っ
た
。

一
説
に
よ
る
と
、
郭
宣
が
眠
る
か
眠
ら
な
い
か
の
と
き
に
、
み
め
か

た
ち
麗
し
い
道
人
を
見
て
、
背
丈
は
八
尺
ほ
ど
、
空
中
に
立
っ
て
い
て
、

郭
宣
に
向
か
っ
て
微
笑
し
た
の
で
あ
っ
て
、
郭
宣
は
菩
薩
を
見
て
い
な

い
と
も
い
う
。
事
件
の
頃
か
ら
す
で
に
時
間
が
た
っ
て
い
る
た
め
、
こ

の
書
に
は
二
説
と
も
を
し
る
し
て
お
く
。

【
語
注
】

　

⋆

郭
宣
＝
人
名
。
詳
細
不
詳
。『
法
苑
珠
林
』
巻
十
七
が
引
用
す
る

『
冥
祥
記
』
で
は
、「
郭
宣
之
」
に
作
る
。
ま
た
、
事
件
の
後
は
零

陵
郡
（
広
西
壮
族
自
治
区
桂
林
市
）、
衝
陽
郡
（
湖
南
省
衝
陽
市
）

の
太
守
と
な
っ
て
、
役
職
に
つ
い
た
ま
ま
亡
く
な
っ
た
と
あ
る
。

⋆

文
處
茂
＝
『
晋
書
』
巻
八
十
一
毛
宝
伝
及
び
巻
九
十
九
桓
玄
伝
に

「
涪
陵
太
守
文
處
茂
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
涪
陵
（
重
慶
市
）
の
太

守
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
他
の
詳
細
は
不
明
。
最
期
に

つ
い
て
は
、
補
説
参
照
。

⋆

楊
孜
敬
＝
『
弁
正
論
』、『
太
平
広
記
』
は
「
楊
收
敬
」
に
作
り
、『
法

苑
珠
林
』
は
「
楊
思
平
」
に
作
る
。『
晋
書
』
巻
八
十
四
楊
佺
期
伝

に
従
弟
と
し
て
「
楊
孜
敬
」
の
名
が
み
え
る
た
め
、「
楊
孜
敬
」
が

正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。『
晋
書
』
巻
十
安
帝
紀
義
熙
二
年
（
四
〇

六
）
の
記
事
に
「
秋
七
月
、
梁
州
刺
史
楊
孜
敬
有
罪
、
伏
誅
（
秋
七

月
、
梁
州
刺
史
楊
孜
敬
罪
有
り
て
、
誅
に
伏
す
）」
と
あ
り
、
梁
州

刺
史
で
あ
っ
た
楊
孜
敬
が
罪
を
問
わ
れ
、
誅
さ
れ
た
と
あ
る
。
そ

の
た
め
本
文
の
義
熙
十
一
年
（
四
一
五
）
の
頃
に
は
い
な
い
こ
と

に
な
る
。
補
説
参
照
。

⋆

心
口
＝
心
の
中
と
口
。『
晋
書
』
巻
九
十
一
范
弘
之
伝
「
于
時
危
懼
、

恒
不
自
保
、
仰
首
聖
朝
、
心
口
憤
歎
（
時
に
于
て
危
懼
し
、
恒
に

自
ら
保
た
ず
、
仰
ぎ
て
聖
朝
に

む
か首

ひ
、
心
口
憤
歎
す
）」。

⋆

念
言
＝
口
に
出
し
て
い
う
。
仏
典
で
常
用
さ
れ
る
語
。

⋆

歸
命
＝
心
か
ら
仏
を
信
仰
す
る
こ
と
。

⋆

憂
無
所
＝
語
順
が
不
審
。「
無
所
憂
」
で
あ
っ
た
の
を
書
き
間
違
え

た
か
。

⋆

上
明
西
寺
＝
上
明
寺
の
こ
と
。『
法
苑
珠
林
』
巻
三
十
九
に
は
、「
周

昉
『
地
圖
』
云
、（
中
略
）
有
東
西
二
寺
。
昔
符
堅
伐
晉
、
荊
州
北

岸
並
沒
屬
秦
。
時
桓
仲
爲
荊
牧
、
邀
翼
法
師
。
度
江
造
東
寺
、
安

長
沙
寺
僧
。
西
寺
安
四
層
寺
僧
。
符
堅
歿
後
、
北
岸
諸
地
還
屬
晉

家
。
長
沙
四
層
諸
僧
各
還
本
寺
。
西
東
二
寺
因
舊
廣
立
。
自
晉
宋

齊
梁
陳
氏
、
僧
徒
常
數
百
人
（
周
昉
『
地
図
』
に
云
ふ
、〔
中
略
〕
東
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西
二
寺
有
り
。
昔
符
堅
晋
を
伐
ち
、
荊
州
の
北
岸
並
び
に
秦
に
属

さ
ず
。
時
に
桓
仲
〔
筆
者
注
＝
桓
沖
の
誤
り
〕
荊
の
牧
と
為
り
て
、

翼
法
師
を
邀
ふ
。
江
を
度
り
て
東
寺
を
造
り
、
長
沙
寺
の
僧
を
安

ず
。
西
寺
に
は
四
層
寺
の
僧
を
安
ず
。
符
堅
歿
し
て
後
、
北
岸
諸

地
還
た
晋
家
に
属
す
。
長
沙
の
四
層
諸
僧
各
の
本
寺
に
還
る
。
西

東
の
二
寺
旧
に
因
り
て
広
く
立
つ
。
晋
宋
斉
梁
陳
氏
自
り
、
僧
徒

常
に
数
百
人
）」
と
の
記
述
が
あ
り
、
曇
翼
が
招
か
れ
た
寺
が
東
西

に
わ
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
桓
沖
は
、
太
元
二
年
（
三
七

七
）
冬
十
月
に
荊
州
刺
史
に
任
命
さ
れ
て
い
る
（『
晋
書
』
巻
九
孝

武
帝
紀
）。

⋆

福
事
＝
法
事
。『
高
僧
伝
』
巻
十
三
釈
慧
元
伝
「
常
習
禪
誦
經
、
勸

化
福
事
、
以
爲
恒
業
（
常
に
禅
を
習
ひ
経
を
誦
し
、
勧
化
福
事
し
、

以
て
恒
業
と
為
す
）」。

⋆

於
＝
「
於
是
」
に
同
じ
。
こ
の
よ
う
な
「
於
」
は
す
で
に
〔
20
〕
に

み
え
た
。

⋆

厲
心
＝
誠
心
誠
意
の
心
。『
論
衡
』
実
知
篇
「
夫
可
知
之
事
、
推
精

思
之
、
雖
大
無
難
。
不
可
知
之
事
、
厲
心
學
問
、
雖
小
無
易
。
故

智
能
之
士
、
不
學
不
成
、
不
問
不
知
（
夫
れ
知
る
べ
き
の
事
、
推
精

し
て
之
を
思
へ
ば
、
大
と
雖
も
難
き
こ
と
無
し
。
知
る
べ
か
ら
ざ

る
の
事
、
厲
心
し
て
学
問
す
れ
ば
、
小
と
雖
も
易
ふ
る
無
し
。
故

に
智
能
の
士
も
、
学
ば
ざ
れ
ば
成
ら
ず
、
問
は
ざ
れ
ば
知
ら
ず
）」。

⋆

少
何
＝
わ
ず
か
な
時
間
。

【
補
説
】

こ
の
話
の
テ
キ
ス
ト
は
二
系
統
あ
る
。『
弁
正
論
』
が
引
用
す
る
『
宣

験
記
』
の
も
の
（『
太
平
広
記
』
も
同
様
）
と
、『
法
苑
珠
林
』
が
引
用

す
る
『
冥
祥
記
』
の
も
の
と
で
あ
る
。

『
冥
祥
記
』
で
は
、
郭
宣
之
の
み
に
つ
い
て
の
話
と
な
っ
て
お
り
、
文

処
茂
は
登
場
し
な
い
。『
宣
験
記
』
は
、
両
人
と
も
登
場
し
、
釈
放
さ
れ

た
の
ち
、
郭
宣
は
、
寄
進
を
し
た
が
、
文
処
茂
は
、
結
局
寄
進
を
し
な

か
っ
た
た
め
に
、
盧
循
が
挙
兵
し
た
と
き
に
、
流
れ
矢
に
当
た
り
、
死

に
際
に
文
処
茂
は
「
我
に
大
罪
有
り
」
と
言
っ
た
と
あ
る
。

ま
た
、『
冥
祥
記
』
で
は
、
楊
孜
敬
の
か
わ
り
に
楊
思
平
の
名
前
が
登

場
す
る
。
こ
の
楊
思
平
は
楊
佺
期
の
弟
に
あ
た
る
人
物
で
あ
り
、『
晋

書
』
安
帝
紀
の
記
事
で
義
熙
四
年
（
四
〇
八
）
冬
十
一
月
癸
丑
に
棄
市

さ
れ
た
と
あ
る
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
義
熙
十
一
年
に
は
存
命
し
て
い

な
い
。

両
人
が
登
場
し
て
い
る
点
か
ら
し
て
、『
繋
観
世
音
応
験
記
』
は
、『
宣

験
記
』
の
方
に
近
い
が
、『
宣
験
記
』
に
あ
っ
た
結
末
を
記
さ
な
い
点
、

『
宣
験
記
』
そ
の
ま
ま
の
引
き
写
し
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
本
文
の
「
一
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説
」
以
下
は
、
他
の
書
物
に
は
み
ら
れ
な
い
部
分
で
あ
り
、
陸
杲
本
人
に

よ
る
メ
モ
と
考
え
ら
れ
る
。
陸
杲
本
人
が
収
集
で
き
た
情
報
で
も
、
郭

宣
の
と
こ
ろ
に
あ
ら
わ
れ
た
の
が
菩
薩
と
道
人
と
の
二
説
が
あ
っ
た
。

書
き
ぶ
り
か
ら
す
る
と
、
別
々
の
ル
ー
ト
で
同
じ
話
を
聞
い
た
が
、
詳

細
に
違
い
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
陸
杲
は
情
報
の

吟
味
に
お
い
て
、
か
な
り
古
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
と
の
こ
と
わ
り
を

つ
け
て
、
異
説
と
し
て
残
し
て
く
れ
た
た
め
に
、
今
こ
の
よ
う
に
情
報

が
参
照
で
き
る
。

事
件
の
人
名
や
年
号
が
混
乱
し
て
い
る
の
も
、
こ
の
よ
う
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
経
路
で
話
が
伝
わ
っ
て
い
く
過
程
で
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

〔
25
〕

【
本
文
】

超
達
道
人
、
趙
郡
人
也
。
魏
虜
禁
畜
圖
懺
、
忽
復
謗

（
1
）

有
之
、
乃
收

（
2
）

付

滎
（
3
）

陽
獄
。
虜
博
陵
公
親
檢
問
之
。
超
達
答
曰
「
實
無
」。
公
大
怒
、
以
車

輪
（
4
）

繋
頸
、
嚴
防
守
之
。
超
達
雖
自
知
必
死
、
猶
專
念
觀
世
音
。
至
夜
四

更
、
不
知
車
輪
所
在
。
守
防
人
悉
大
眠
睡
、
因
是
走
去
。
天
曉
、
虜
騎
四

出
追
之
。
超
達

（
5
）

知
行
不
免
、
因
伏
住
草
中
、
騎
來
蹋

（
6
）

草
、
並
歴
邊
不
見
。

怖
看
虜
面
、
悉
見
以
牛
皮
障
其
眼
。
一
日
住
草
中
、
至
夜
虜
去
、
得
脱
。

【
参
考
資
料
】

　

⋆

『
法
苑
珠
林
』
巻
五
十
一
。
出
『
梁
高
僧
伝
』
と
し
て
い
る
が
、『
梁

高
僧
伝
』
に
は
な
く
、『
続
高
僧
伝
』
の
誤
り
か

⋆

『
続
高
僧
伝
』
巻
二
十
五
超
達
伝

【
校
注
】

(

1)

底
本
は
「
傍
」
に
作
る
。『
続
高
僧
伝
』
に
よ
り
改
め
る
。

(

2)

底
本
は
「
牧
」
に
作
る
。『
続
高
僧
伝
』
に
よ
り
改
め
る
。

(

3)

底
本
は
「
熒
」
に
作
る
。
実
在
の
地
名
に
よ
り
改
め
る
。

(

4)

底
本
は
「
輸
」
に
作
る
。『
続
高
僧
伝
』
に
よ
り
改
め
る
。

(

5)

底
本
は
「
遠
」
に
作
る
。『
続
高
僧
伝
』
に
よ
り
改
め
る
。

(

6)

底
本
は
「
喩
」
に
作
る
。『
法
苑
珠
林
』
等
に
よ
り
改
め
る
。

　【
書
き
下
し
】

超
達
道
人
は
、
趙
郡
の
人
な
り
。
魏
虜
図
懺
を
畜
ふ
る
を
禁
じ
、
忽

ち
復
た
之
有
る
を
謗
さ
れ
、
乃
ち
滎
陽
の
獄
に
収
め
付
せ
ら
る
。
虜
の

博
陵
公
親
し
く
之
に
検
問
す
。
超
達
答
へ
て
曰
く
「
実
に
無
し
」
と
。

公
大
い
に
怒
り
、
車
輪
を
以
て
頚
に
繋
ぎ
、
厳
し
く
之
を
防
守
す
。
超

達
自
ら
必
ず
死
せ
ん
と
知
る
と
雖
も
、
猶
ほ
専
ら
観
世
音
を
念
ず
。
夜
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四
更
に
至
り
、
車
輪
の
在
る
所
を
知
ら
ず
。
守
防
の
人
悉
く
大
い
に
眠

睡
し
、
是
に
因
り
て
走
り
去
る
。
天
暁
に
な
り
て
、
虜
騎
し
て

よ四
も
に

出
で
て
之
を
追
ふ
。
超
達
行
け
ど
も
免
れ
ざ
る
を
知
り
、
因
り
て
伏
し

て
草
中
に
住
す
。
騎
来
た
り
て
草
を
蹋
み
、
並
び
に
辺
り
を
歴
す
る
も

見
え
ず
。
怖
れ
て
虜
の
面
を
看
れ
ば
、
悉
く
牛
皮
を
以
て
其
の
眼
を

ふ
さ障

ぐ
を
見
る
。
一
日
草
中
に
住
ま
り
、
夜
に
至
り
て
虜
去
り
、
脱
す
る
を

得
た
り
。

【
訳
】

超
達
道
人
は
、
趙
郡
（
河
北
省
趙
県
）
の
人
で
あ
っ
た
。
北
魏
の
統

治
者
が
図
讖
の
所
有
を
禁
じ
た
時
、
す
ぐ
さ
ま
超
達
が
図
讖
を
持
っ
て

い
る
と
誹
謗
す
る
も
の
が
あ
り
、
そ
こ
で
滎
陽
（
河
南
省
滎
陽
市
）
の

牢
獄
に
収
監
さ
れ
た
。
北
魏
の
博
陵
公
が
自
ら
超
達
道
人
を
尋
問
し
た
。

超
達
は
「
ま
っ
た
く
持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
た
。
博
陵
公
は
非

常
に
怒
り
、
車
輪
を
超
達
の
首
に
つ
な
い
で
、
厳
重
に
監
禁
し
た
。
超

達
は
必
ず
死
ぬ
こ
と
に
な
る
と
知
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
た
だ
ひ
た

す
ら
観
世
音
菩
薩
に
祈
っ
て
い
た
。
夜
四
更
（
午
前
二
時
頃
）
の
時
間

に
な
っ
た
頃
、
車
輪
が
な
く
な
っ
た
。
ま
た
看
守
も
み
な
熟
睡
し
、
そ

の
た
め
に
、
監
獄
か
ら
逃
げ
去
っ
た
。
夜
明
け
に
な
っ
て
、
北
魏
も
四

方
に
騎
馬
を
出
し
て
超
達
道
人
の
行
方
を
追
っ
た
。
超
達
は
逃
げ
て
も

逃
げ
切
れ
な
い
こ
と
を
悟
り
、
そ
の
た
め
に
草
む
ら
の
中
に
臥
せ
っ
て

と
ど
ま
っ
て
い
た
。
騎
馬
が
来
て
、
草
を
ふ
み
、
さ
ら
に
周
囲
を
み
ま

わ
っ
た
が
、
つ
い
に
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
お
そ
る
お
そ
る
北
魏
の
人

の
顔
を
見
て
し
ま
う
と
、
み
な
牛
の
皮
で
北
魏
の
人
の
眼
が
覆
わ
れ
て

い
た
。
一
日
中
草
む
ら
の
中
に
と
ど
ま
り
、
夜
に
な
っ
て
北
魏
の
兵
士

が
い
な
く
な
っ
た
た
め
、
脱
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
語
注
】

　

⋆

超
達
道
人
＝
『
続
高
僧
伝
』
巻
二
十
五
の
伝
は
、
冒
頭
に
「
釋
超

達
、
未
詳
其
氏
。
元
魏
中
行
業
僧
也
。
多
學
問
、
有
知
解
（
釈
超

達
、
未
だ
其
の
氏
を
詳
か
に
せ
ず
。
元
魏
中
の
行
業
僧
な
り
。
学

問
を
多
と
し
、
知
解
有
り
）」
と
あ
る
あ
と
は
、
本
話
と
同
じ
内
容

の
み
を
載
せ
る
。
北
魏
拓
跋
氏
が
元
氏
と
改
姓
し
た
こ
と
か
ら
、

北
魏
を
元
魏
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。

⋆

虜
＝
北
魏
を
指
す
。

⋆

圖
讖
＝
う
ら
な
い
の
道
具
。
禁
絶
令
に
つ
い
て
は
、
補
説
参
照
。

⋆
博
陵
公
＝
博
陵
は
地
名
。
河
北
省
饒
陽
県
に
位
置
す
る
。
公
は
、

長
官
の
意
。
太
守
に
同
じ
。
牧
田
書
は
誰
で
あ
る
か
未
詳
と
す
る
。

『
魏
書
』
に
博
陵
公
と
し
て
確
認
で
き
る
人
物
に
、
苟
頹
及
び
尉

元
が
い
る
が
、
補
説
に
載
せ
た
事
件
発
生
年
の
推
定
が
正
し
け
れ
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ば
、
事
件
以
前
に
任
に
つ
い
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

⋆

守
防
人
＝
看
守
。〔
20
〕
に
既
出
の
語
。

【
補
説
】

『
魏
書
』
巻
七
上
孝
文
帝
本
紀
に
「
九
年
春
正
月
戊
寅
、
詔
曰
『
圖
讖

之
興
、
起
於
三
季
。
既
非
經
國
之
典
、
徒
爲
妖
邪
所
憑
。
自
今
圖
讖
、
祕

緯
及
名
爲
『
孔
子
閉
房
記
』
者
、
一
皆
焚
之
。
留
者
以
大
辟
論
。
又
諸

巫
覡
假
稱
神
鬼
、
妄
説
吉
凶
、
及
委
巷
諸
卜
非
墳
典
所
載
者
、
嚴
加
禁

斷
』（〔
太
和
〕
九
年
〔
四
八
五
〕
春
正
月
戊
寅
、
詔
し
て
曰
く
『
図
讖
の

興
、
三
季
に
起
く
。
既
に
経
国
の
典
に
非
ず
し
て
、
徒
ら
に
妖
邪
の
憑

く
所
と
為
る
。
今
自
り
図
讖
、
秘
緯
及
び
名
づ
け
て
『
孔
子
閉
房
記
』
と

為
す
者
は
、
一
に
皆
之
を
焚
す
。
留
む
る
者
は
大
辟
を
以
て
論
ず
。
又

た
諸
巫
覡
の
神
鬼
を
仮
称
し
、
妄
り
に
吉
凶
を
説
き
、
及
び
巷
諸
卜
の

墳
典
の
載
す
る
所
に
非
ざ
る
者
に
委
ぬ
る
は
、
厳
し
く
禁
断
を
加
ふ
』）」

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
陸
杲
の
生
存
中
の
事
の
た
め
、
こ
の
と
き
の
出
来

事
が
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

〔
26
〕

【
本
文
】

魏
虜
主
嘗
疑
沙
門
作
賊
、
有
數
百
人
道
人
悉
被
收
。
取
一
寺
主
、
以
繩

急
纏
頸
至
脚
。
剋
取
明
日
先
斬
之
。
寺
主
怖
急
、
一
心
念
觀
世
音
。
夜

半
即
覺
繩
寛

（
1
）

。
及
曉
、
索
然
都
斷
。
既
得
解
脱
、
即
便
走
。
明
日
監
司

來
、
不
見
之
。
是
知
神
力
所
助
。
即
白
虜
主
、
明
諸
僧
不
反

（
2
）

、
遂
得
一

時
放
散
。

【
参
考
資
料
】

　

⋆

『
法
苑
珠
林
』
巻
五
十
一

⋆

『
続
高
僧
伝
』
巻
二
十
五
釈
超
達
伝
附
釈
僧
明
道
人

【
校
注
】

(

1)

底
本
は
「

」
字
に
作
る
。『
続
高
僧
伝
』
に
よ
り
改
め
る
。

(

2)

底
本
は
「
及
」
字
の
よ
う
に
も
読
め
る

　【
書
き
下
し
】

魏
の
虜
主
嘗
て
沙
門
の
賊
を
作
す
を
疑
ひ
、
数
百
人
の
道
人
悉
く
収

め
ら
る
る
有
り
。
一
寺
主
を
取
り
て
、
縄
を
以
て

き
つ急

く
頚
よ
り
脚
に
至
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る
ま
で

ま
つ纏

は
る
。
明
日
を
剋
取
し
先
に
之
を
斬
ら
ん
と
す
。
寺
主
怖
れ

急
ぎ
、
一
心
に
観
世
音
を
念
ず
。
夜
半
即
ち
覚
む
れ
ば
縄
寛
し
。
暁
に

及
び
、
索
然
と
し
て
都
て
断
つ
。
既
に
解
脱
す
る
を
得
て
、

す
な
は

即
便
ち
走

る
。
明
日
監
司
来
た
り
て
、
之
を
見
ず
、
是
れ
神
力
の
助
く
る
所
な
る

を
知
る
。
即
ち
虜
主
に
白
し
、
諸
僧
の
反
せ
ざ
る
を
明
ら
か
に
し
、
遂

に
一
時
の
放
散
を
得
た
り
。

【
訳
】

魏
の
虜
主
は
過
去
に
、
僧
侶
が
盗
賊
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

疑
い
、
数
百
人
の
僧
侶
が
全
員
収
監
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

あ
る
寺
の
貫
首
が
捕
ま
り
、
縄
で
首
か
ら
脚
ま
で
グ
ル
グ
ル
巻
き
に
さ

れ
た
。
翌
日
ま
ず
貫
首
を
斬
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
貫
首
は
こ
わ
く

な
り
、
あ
わ
て
て
、
心
の
中
で
観
世
音
を
念
じ
た
。
夜
中
に
目
が
覚
め

る
と
縄
が
ゆ
る
く
な
っ
て
い
る
。
夜
明
け
に
な
る
と
、
バ
ラ
バ
ラ
と
す

べ
て
切
れ
落
ち
た
。
脱
出
で
き
た
た
め
、
そ
こ
で
す
ぐ
さ
ま
逃
げ
出
し

た
。
翌
日
看
守
が
や
っ
て
き
て
、
姿
を
見
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
神
が
助

け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
こ
で
虜
主
に
報
告
し
、
僧
侶
達

が
反
乱
を
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
明
し
、
一
挙
に
釈
放
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

【
語
注
】

　
⋆

魏
虜
主
＝
北
魏
孝
文
帝
（
在
位
四
七
一
―
四
九
九
）
を
指
す
。

⋆

急
＝
き
つ
い
。『
斉
民
要
術
』
巻
三
雑
説
第
三
十
「
凡
開
卷
讀
書
、

卷
頭
首
紙
、
不
宜
急
卷
。
急
則
破
折
、
折
則
裂
（
凡
そ
巻
を
開
き
て

書
を
読
む
に
、
巻
頭
首
紙
は
、
宜
し
く
急
に
巻
く
べ
か
ら
ず
。
急

な
れ
ば
則
ち
破
れ
て
折
れ
、
折
る
れ
ば
則
ち
裂
け
る
）」。

⋆

索
然
＝
バ
ラ
バ
ラ
と
わ
か
れ
離
れ
る
さ
ま
。『
晋
書
』
巻
三
十
四
羊

祜
伝
「
至
劉
禪
降
服
、
諸
營
堡
者
索
然
俱
散
（
劉
禅
の
降
服
す
る

に
至
り
、
諸
の
堡
を
営
む
者
索
然
と
し
て
俱
に
散
ず
）」。

⋆

放
散
＝
物
を
放
出
す
る
の
意
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
語
。
人
な
ど
に

つ
い
て
の
用
例
と
し
て
は
、『
三
国
志
』
巻
八
公
孫
瓚
伝
裴
松
之
注

所
引
『
魏
氏
春
秋
』「
瓚
部
曲
放
散
在
外
（〔
公
孫
〕
瓚
の
部
曲
放

散
す
る
こ
と
外
に
在
り
）」
が
あ
る
。

【
補
説
】

こ
の
話
で
は
、
主
人
公
の
僧
侶
の
名
前
が
し
る
さ
れ
て
い
な
い
。
た

だ
、
同
じ
話
を
載
せ
る
『
法
苑
珠
林
』
及
び
『
続
高
僧
伝
』
で
は
、
僧

明
道
人
と
い
う
名
が
あ
り
、
北
台
石
窟
寺
主
で
あ
る
と
書
か
れ
る
。
北

台
石
窟
寺
は
、
北
石
窟
寺
と
同
じ
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
北
魏
永
平
二

年
（
五
〇
九
）
の
建
立
に
な
る
寺
で
あ
る
が
、
そ
う
な
る
と
、
本
書
の

成
立
よ
り
も
あ
と
の
話
に
な
っ
て
し
ま
う
。
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〔
25
〕〔
26
〕
は
、『
続
高
僧
伝
』、『
法
苑
珠
林
』
で
も
連
続
し
て
引
用

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
『
繋
観
世
音
応
験
記
』
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
可

能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。『
続
高
僧
伝
』
は
、『
応
験
記
』
か
ら
内
容
を
収

録
す
る
際
に
、
僧
侶
を
す
べ
て
魏
の
人
と
す
る
傾
向
が
あ
り
、『
続
光
世

音
光
世
音
応
験
記
』
第
五
話
道
泰
道
人
で
も
同
様
に
な
っ
て
い
る
。
衣

川
賢
二
「
張
演
『
續
光
世
音
応
験
記
』
訳
注
（
上
）」（『
花
園
大
学
文
学

部
研
究
紀
要
』
三
一
、
一
九
九
九
）、
一
五
頁
参
照
。

〔
27
〕

【
本
文
】

王
葵

（
1
）

、
陽
平
人
也
。
魏
虜
當
欲
殺
是

（
2
）

、
鎖
械
内
土

（
3
）

硎
裏
。
硎
深
廿
餘

丈
、
或
有
飲
食
、
皆
懸
與
之
。
葵
本
事
佛
、
先
諳
『
觀
世
音
經
』。
於
是

至
念
誦
、
得
滿
千
遍
。
夜
忽
然
覺
身
自
出
硎
外
、
而
無
故
鎖
械
。
因
是

走
遁
、
即
便
得
免
。
此
是
道
聰
聰

（
4
）

所
説
。

【
参
考
資
料
】

　

⋆

金
剛
寺
本
『
佚
名
諸
菩
薩
観
音
抄
』（
17
）

【
校
注
】

(

1)

底
本
は
判
読
困
難
な
字
に
作
る
。
本
文
中
で
あ
と
に
「
葵
」
と
で

て
く
る
た
め
、「
葵
」
と
す
る
。

(

2)

「
是
」
字
、
判
読
し
が
た
い
。
牧
田
書
は
「
先
」、
孫
書
は
「
足
」、

董
書
は
「
之
」
と
と
る
。

(

3)

底
本
は
「
云
」
に
作
る
。
金
剛
寺
本
に
よ
り
改
め
る
。

(

4)

「
聰
」
の
一
字
は
衍
字
の
可
能
性
が
高
い
が
、
根
拠
資
料
が
な
い
た

め
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
。
牧
田
書
、
孫
書
は
「
聽
聡
」
と
と
る
。

　【
書
き
下
し
】

王
葵
は
、
陽
平
の
人
な
り
。
魏
虜
是
を
殺
さ
ん
と
欲
す
る
に
当
た
り

て
、
鎖
械
し
て
土
硎
の
裏
に
　い内　
る
。
硎
の
深
き
こ
と
廿
餘
丈
、
或
と
き
飲

食
有
れ
ば
、
皆
懸
け
て
之
に
与
ふ
。
葵
本
よ
り
仏
に
事
へ
、
先
に
『
観

世
音
経
』
を
諳
ん
ず
。
是
に
於
て
至
念
に
誦
じ
、
千
遍
に
満
つ
る
を
得

た
り
。
夜
忽
然
と
し
て
身
の
自
ら
硎
外
に
出
で
、

も
と故

の
鎖
械
無
き
を
覚

ゆ
。
是
に
因
り
て
走
り
遁
れ
、
す
な
は

即
便
ち
免
る
る
を
得
た
り
。
此
れ
は
是

れ
道
聡
聡
の
説
く
所
な
り
。
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【
訳
】

王
葵
は
、
陽
平
郡
（
山
東
省
）
の
人
で
あ
っ
た
。
魏
が
王
葵
を
殺
そ
う

と
し
て
、
鎖
と
枷
を
は
め
て
地
下
牢
の
中
に
入
れ
た
。
地
下
牢
の
深
さ

は
二
十
丈
あ
ま
り
、
飲
食
物
が
あ
る
と
、
紐
に
つ
る
さ
れ
て
与
え
ら
れ

た
。
王
葵
は
も
と
も
と
仏
に
仕
え
て
お
り
、
前
か
ら
『
観
世
音
経
』
を

そ
ら
ん
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
心
の
底
か
ら
経
を
唱
え
、
千
回
と
な
っ

た
。
夜
た
ち
ま
ち
自
分
の
身
が
地
下
牢
の
外
に
で
て
、
鎖
や
枷
が
な
い

こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
そ
こ
で
、
逃
走
し
て
、
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
話
は
、
道
聡
聡
が
話
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
語
注
】

　

⋆

王
葵
＝
人
名
。
詳
細
不
詳
。
金
剛
寺
本
の
翻
刻
は
「
王
蔡
」
に
作
る
。

⋆

陽
平
＝
魏
に
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
人
物
と
い
う
こ
と
で
、
北
魏

に
あ
っ
た
山
東
省
の
地
名
と
し
た
が
、
も
し
南
斉
の
人
物
で
あ
っ

た
場
合
に
は
、
江
蘇
徐
州
の
陽
平
郡
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

牧
田
書
は
、
江
蘇
徐
州
附
近
と
す
る
。

⋆

内
＝
「
納
」
に
通
じ
る
。
入
れ
る
。

⋆

土
硎
＝
地
下
牢
。

⋆

道
聰
聰
＝
僧
侶
の
名
と
思
わ
れ
る
が
不
詳
。

〔
28
〕

【
本
文
】

高
度
勃
海
人
也
。
志
立
塔
寺
、
而
頃

（
1
）

恒
（
2
）

傭
（
3
）

力
、
勞
之
。
後
爲
趙

（
4
）

郡
人

債
、
送
官
絹
至
索
虜
朝

（
5
）

。
都
不
解
罪
福
、
遂
欲
偸
絹
擬
寺
、
因
取
三
百

匹
、
即
爲
檢
校
所
得
、
於
是
見
閉
、
置
大
函

（
6
）

中
、
唯
出
其
頸
、
夜
輒
取

髪
懸
之
。
如
是
三
夕
。
度
絶
喚
觀
世
音
、
未
嘗
暫
住
。
後
夜
向
曉
、
忽

不
復

（
7
）

見
函
、
而
身
散
在
地
。
視
所
在
、
處
乃
去
昨
處
五
里
、
因
而
自
去
、

安
徐
得
逸
。

【
参
考
資
料
】

　

⋆

な
し

【
校
注
】

(

1)

底
本
は
「
領
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(
2)

底
本
は
「
垣
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(
3)
底
本
は
「

」
に
作
る
が
、
異
体
字
で
も
そ
の
よ
う
な
字
が
な
い

た
め
、「
傭
」
に
改
め
る
。

(

4)

底
本
は
「
超
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(

5)

底
本
は
「
虜
索
乾
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。
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(

6)
底
本
は
「
幽
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。「
函
」
を
「
幽
」

と
書
く
の
は
〔
14
〕
に
も
み
ら
れ
る
。
以
下
同
。

(

7)

底
本
は
「
後
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

　【
書
き
下
し
】

高
度
は
勃
海
の
人
な
り
。
塔
寺
を
立
て
ん
と
志
す
も
、

こ
の
ご
ろ

頃

恒
に
力

に
傭
は
れ
、
之
に
勞
す
。
後
に
趙
郡
の
人
の
債
と
為
り
、
官
絹
を
送
り

て
索
虜
朝
に
至
る
。
都
て
罪
福
を
解
せ
ず
、
遂
に
絹
を
偸
み
て
寺
を
擬

せ
ん
と
欲
し
、
因
り
て
三
百
匹
を
取
る
。
即
ち
検
校
の
得
る
所
と
為
り
、

是
に
於
い
て
閉
ぢ
ら
る
。
大
函
の
中
に
置
か
れ
、
唯
だ
其
の
頚
の
み
を

出
だ
し
、
夜
は
輒
ち
髪
を
取
り
て
之
に
懸
く
。
是
の
如
く
す
る
こ
と
三

夕
、
度

は
な
は

絶
だ
觀
世
音
を
喚
ぶ
こ
と
、
未
だ
嘗
て
暫
く

や住
ま
ず
。
後
夜
暁

に
向
か
ひ
、
忽
ち
復
た
函
を
見
ず
、
身

は
な散

た
れ
て
地
に
在
り
。
所
在
を

視
る
に
、
処
乃
ち
昨
処
よ
り
去
る
こ
と
五
里
、
因
り
て
自
ら
去
り
、
安

ん
じ
て
徐
ろ
に

は
し逸

る
を
得
た
り
。

【
訳
】

高
度
は
渤
海
郡
（
山
東
省
高
苑
県
）
の
人
で
あ
る
。
塔
の
あ
る
寺
を

建
て
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
が
、
こ
の
頃
は
常
に
夫
役
に
雇
わ
れ
、
疲

労
し
て
い
た
。
後
に
趙
郡
（
河
北
省
）
の
人
に
頼
ま
れ
て
役
所
の
絹
を

送
っ
て
北
魏
王
朝
へ
到
着
し
た
。
全
く
悪
行
と
善
行
と
を
理
解
し
な
い

で
、
は
て
は
絹
を
盗
ん
で
寺
を
建
て
よ
う
と
思
い
、
絹
を
三
百
匹
取
っ

た
。
す
ぐ
に
検
校
に
捕
ま
り
調
べ
ら
れ
て
、
こ
こ
で
監
獄
に
入
れ
ら
れ

た
。
高
度
は
、
大
き
な
櫃
の
中
に
据
え
付
け
ら
れ
、
た
だ
彼
の
頭
の
み

が
出
さ
れ
、
夜
に
な
る
度
に
髪
を
取
っ
て
つ
り
下
げ
ら
れ
た
。
こ
の
よ

う
な
状
態
で
三
日
三
晩
に
わ
た
っ
て
彼
は
観
世
音
を
呼
び
、
少
し
の
間

も
観
世
音
を
呼
ぶ
の
が
止
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
夜
が
明
け
る
と
き
に

か
け
て
、
突
然
全
く
櫃
が
見
え
な
く
な
り
、
高
度
の
身
体
は
外
へ
放
た

れ
て
地
面
に
あ
っ
た
。
自
分
の
居
る
場
所
を
見
る
と
、
そ
の
場
所
は
昨

日
い
た
場
所
か
ら
五
里
離
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
自
分
で
離
れ
、
安
心
し

て
ゆ
っ
く
り
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
語
注
】

　

⋆

頃
＝
こ
の
ご
ろ
、
近
ご
ろ
。
曹
丕
「
与
呉
質
書
」（『
文
選
』
巻
四

十
二
）「
頃
何
以
自
娯
。
頗
復
有
所
述
造
不
（
頃
何
を
以
て
か
自
ら

娯
し
む
。
頗
る
復
た
述
造
す
る
所
有
り
や
不
や
）」。

⋆
傭
力
＝
労
役
に
つ
く
、
夫
役
に
雇
わ
れ
る
。『
宋
書
』
巻
九
十
一
孝

義
列
伝
・
郭
世
道
伝
「
家
貧
無
産
業
、
傭
力
以
養
繼
母
（
家
貧
し

く
て
産
業
無
く
、
力
に
傭
は
れ
て
以
て
継
母
を
養
ふ
）」。
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⋆
債
＝
「
債
」
は
「
責
」
に
通
じ
る
。

⋆

索
虜
＝
南
北
朝
時
代
に
、
南
朝
が
北
魏
を
軽
ん
じ
て
呼
ん
だ
語
。

ま
た
、
索
頭
虜
と
も
い
う
。
髪
を
縄
で
結
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
そ

う
呼
ば
れ
た
。
漢
の
降
将
・
李
陵
の
子
孫
と
い
う
。『
宋
書
』
巻
九

十
五
に
列
伝
あ
り
。
牧
田
書
は
乞
伏
乾
帰
の
こ
と
で
は
な
い
か
と

す
る
が
、
乞
伏
氏
の
こ
と
を
索
虜
と
呼
ぶ
こ
と
は
な
い
た
め
、
不

適
切
で
あ
ろ
う
。

⋆

官
絹
＝
役
所
の
絹
。『
晋
書
』
巻
七
十
三
庾
冰
伝
「
冰
天
性
清
慎
、

常
以
儉
約
自
居
。
中
子
襲
嘗
貸
官
絹
十
匹
、
冰
怒
、
捶
之
、
市
絹

還
官
（〔
庾
〕
冰
の
天
性
清
慎
に
し
て
、
常
に
倹
約
を
以
て
自
ら
居

る
。
中
子
の
襲
嘗
て
官
絹
十
匹
を
貸
り
、
冰
怒
り
て
、
之
を

む
ち
う

捶

ち
、
絹
を

か市
ひ
て
官
に
還
す
）」。

⋆

罪
福
＝
罪
悪
（
悪
行
）
と
福
徳
（
善
行
）。

⋆

擬
＝
文
意
か
ら
、「
〜
し
よ
う
と
す
る
、
〜
す
る
つ
も
り
で
あ
る
」

の
意
で
解
す
る
の
が
最
も
自
然
で
あ
る
と
考
え
、
こ
こ
で
は
そ
の

よ
う
に
訳
し
た
。
し
か
し
、
本
文
で
は
「
擬
」
を
動
詞
と
し
て
と
っ

て
い
る
た
め
、
再
考
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

⋆

檢
校
＝
官
名
。
物
事
を
調
べ
た
だ
す
こ
と
を
任
と
す
る
。
東
晋
、

北
朝
で
は
「
検
校
御
使
」
と
い
っ
た
。『
魏
書
』
職
官
志
で
は
第
九

品
に
置
か
れ
る
。

⋆

頸
＝
首
。
の
ど
の
あ
た
り
を
指
す
。
お
そ
ら
く
頭
部
の
み
が
函
か

ら
出
て
い
る
状
態
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
こ
こ
で
「
頸
」
と

表
記
さ
れ
る
の
は
不
審
。

⋆

安
徐
＝
ゆ
っ
た
り
と
し
た
さ
ま
。『
法
苑
珠
林
』
巻
九
「
時
太
子
見

彼
雁
帶
箭
被
傷
墮
地
、
見
已
兩
手
安
徐
捧
取
已
、
跏
趺
安
雁
膝
上

（
時
に
太
子
彼
の
雁
箭
を
帯
び
て
傷
を
被
り
て
地
に
墮
つ
る
を
見
、

見
て
已
に
両
手
も
て
安
ん
じ
て
徐
ろ
に
捧
取
し
已
み
、
跏
趺
し
て

雁
を
膝
上
に
安
ん
ず
）」。

【
補
説
】

ま
た
し
て
も
北
方
に
お
け
る
話
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
魏
虜
と
し
る

さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
索
虜
と
表
記
変
更
さ
れ
て
い
る
。
他
に
類
話
が

見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
陸
杲
が
直
接
北
方
か
ら
来
た
人
に
聞
い
た
話

と
考
え
ら
れ
る
。

（
中
国
文
学
専
攻
　
修
士
二
年
　
岩
田
麻
愛
）
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〔
29
〕

【
本
文
】

于
寘
王
女
婿
、
名
天
忍
、
爲
從
弟
所
鎖
繫
、
送
往
何
覺
國
、
殺
之
。
天

忍
先
自
造
金
像
長
二
丈
六
尺

（
1
）

、
恒
供
養
衆
僧
、
讀
誦
『
觀
世
音
經
』。
既

遭
厄
難
、
心
益
存
至
。
一
夜
、
鎖
縛
忽
自
然
解
脱
、
徑
得
叛
去
。

【
参
考
資
料
】

　

⋆

な
し

【
校
注
】

(

1)

「
二
丈
六
尺
」、
底
本
は
「
二
丈
尺
」
に
作
る
。
語
注
参
照
。

　【
書
き
下
し
】

う于
て
ん寘

王
女
の
婿
、
名
は
天
忍
、
従
弟
の
鎖
繋
す
る
所
と
為
り
、
送
ら

れ
て
何
覚
国
に
往
き
、
之
に
殺
さ
れ
ん
と
す
。
天
忍
先
に
自
ら
金
像
の

た
け長

二
丈
六
尺
な
る
を
造
り
、
恒
に
衆
僧
を
供
養
し
、『
観
世
音
経
』
を
読

誦
す
。
既
に
厄
難
に
遭
ふ
も
、
心
は
益
す

お
も存

ひ
て
至
る
。
一
夜
、
鎖
縛

忽
ち
自
然
と
解
脱
し
、

た
だ径

ち
に
叛
去
す
る
を
得
た
り
。

【
訳
】

于
寘
国
の
王
女
の
婿
に
、
天
忍
と
い
う
名
の
も
の
が
い
て
、
従
弟
に

鎖
で
繋
が
れ
、
何
覚
国
に
送
ら
れ
て
行
き
、
従
弟
に
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ

た
。
天
忍
は
以
前
か
ら
進
ん
で
高
さ
二
丈
六
尺
の
金
像
を
造
っ
た
り
、

普
段
か
ら
多
く
の
僧
侶
に
布
施
を
し
た
り
、『
観
世
音
経
』
を
声
に
出
し

て
読
ん
で
り
し
て
い
た
。
わ
ざ
わ
い
に
遭
っ
た
後
も
、
彼
の
観
世
音
へ

の
気
持
ち
は
ま
す
ま
す
極
ま
っ
た
。
す
る
と
一
晩
に
し
て
、
鎖
の
束
縛

が
、
突
然
自
然
と
ほ
ど
け
て
し
ま
っ
た
。
天
忍
は
、
す
ぐ
に
逃
げ
去
る

こ
と
が
で
き
た
。

【
語
注
】

　

⋆

于
寘
＝
于
闐
の
こ
と
。
ホ
ー
タ
ン
。
漢
の
西
域
の
国
名
。

そ
う蔥

嶺
の

北
。
現
在
の
新
疆
省
に
位
置
す
る
。『
漢
書
』
巻
九
十
六
西
域
伝
に

「
其
河
有
兩
原
、
一
出
蔥
嶺
山
、
一
出
于
闐
（
其
の
河
両
原
有
り
。

一
は
蔥
嶺
山
よ
り
出
で
、
一
は
于
闐
よ
り
出
づ
）」
と
あ
り
、
同
箇

所
の
顔
師
古
注
に
「
闐
字
與
寘
同
（
闐
の
字
寘
と
同
じ
）」
と
あ

る
。『
梁
書
』
巻
五
十
四
諸
夷
伝
、『
魏
書
』
巻
一
百
二
西
域
伝
に
も

「
于
闐
國
」
と
あ
る
。
ま
た
『
魏
書
』
西
域
伝
に
は
、「
俗
重
佛
法
、

寺
塔
僧
尼
甚
衆
、
王
尤
信
尚
。
每
設
齋
日
、
必
親
自
灑
掃
饋
食
焉

（
俗
仏
法
を
重
ん
じ
、
寺
塔
僧
尼
甚
だ
衆
く
、
王
尤
も
信
じ
尚
ぶ
。
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斎
日
を
設
け
る
毎
に
、
必
ず
親
し
く
自
ら
灑
掃
し
て
饋
食
す
）」
と

あ
り
、
于
闐
国
は
仏
教
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⋆

天
忍
＝
人
名
。
詳
細
不
詳
。

⋆

何
覺
國
＝
国
名
。
詳
細
不
詳
。

⋆

二
丈
六
尺
＝
仏
像
は
丈
六
（
一
丈
六
尺
）
で
作
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
が
（〔
22
〕
語
注
参
照
）、
と
き
に
、
二
丈
六
尺
で
作
ら
れ
た
と

い
う
記
述
も
あ
る
（『
法
苑
珠
林
』
巻
一
百
周
孝
明
帝
な
ど
）。
こ

こ
も
、
仏
像
の
丈
で
あ
る
た
め
、
丈
字
と
尺
字
の
間
に
「
六
」
が

本
来
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
金
像
で
あ

る
た
め
、
二
尺
と
い
う
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
が
、
大
き
な
金
像
も
存
在
す
る
。

⋆

厄
難
＝
災
難
。『
晋
書
』
巻
九
十
二
王
沈
伝
「
當
厄
難
則
騁
權
譎
以

良
圖
（
厄
難
に
当
た
れ
ば
則
ち
権
を
騁
し
て
譎
り
て
良
き
を
以
て

図
る
）」。

⋆

存
至
＝
「
存
」
は
心
か
ら
思
う
こ
と
。「
至
」
は
最
も
極
ま
っ
た
状

態
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
「
思
念
」
に
近
い
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
他
所
で
よ
く
も
ち
い
ら
れ
る
「
存
念
」
と
同

意
か
。

⋆

叛
去
＝
「
叛
」
は
逃
げ
隠
れ
る
の
意
。『
幽
明
録
』（『
藝
文
類
聚
』
巻

九
十
五
所
引
）「
阿
周
盗
二
十
万
錢
叛
。
後
試
開
庫
、
實
如
所
言
也
。

奴
亦
叛
去
（
阿
周
二
十
万
銭
を
盗
み
て
叛
す
。
後
に
試
み
に
庫
を

開
け
れ
ば
、
実
に
言
ふ
所
の
如
き
な
り
。
奴
も
亦
た
叛
去
す
）」。

（
中
国
文
学
専
攻
　
修
士
一
年
　
林
美
江
）

【
補
説
】

前
話
に
引
き
続
き
、
陸
杲
が
北
方
か
ら
来
た
人
物
か
ら
採
集
し
た
話

で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
他
の
話
が
山
東
省
あ
た
り
を
舞

台
に
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
本
話
の
み
、
西
域
の
国
の
、
し
か

も
支
配
者
階
層
の
人
物
に
関
わ
る
話
で
あ
る
こ
と
、
孤
立
し
て
い
る
。

（
佐
野
誠
子
）

〔
30
〕

【
本
文
】

關
中
有
一
人
、
本
信
佛
法
。
非
意
遭
事
。
郡
吏

（
1
）

懸
録
送
、
枷
械
甚
堅
。

吏
至
客
舎
住
食
、
罪
人
置
在
車
上
。
此
人
乃
苦
存
念
觀
世
音
、
念
念
相

續
、
不
覺
枷
械
一
時
自
脱
、
下
車
便
走
去
。
監
司
覓
不
能
得
、
載
械
具

告
所
在
。

【
参
考
資
料
】

　

⋆

な
し
。
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【
校
注
】

(

1)

底
本
は
「
史
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

　【
書
き
下
し
】

関
中
に
一
人
有
り
、
本
よ
り
仏
法
を
信
ず
。
意
に
非
ざ
り
て
事
に
遭

ふ
。
郡
吏
　は

る懸　
か
に
録
送
し
、
枷
械
甚
だ
堅
し
。
吏
客
舎
に
至
り
て
　と

ど住　

ま
り
て
食
ら
ふ
も
、
罪
人
置
か
れ
て
車
上
に
在
り
。
此
の
人
乃
ち
　

は
な
は

苦　
だ

観
世
音
を
存
念
す
。
念
念
し
て
相
続
く
れ
ば
、
覚
え
ず
し
て
枷
械
一
時

に
自
ら
脱
し
、
車
を
下
り
て
便
ち
走
り
去
る
。
監
司
覓
む
れ
ど
も
得
る

能
は
ず
し
て
、
械
を
載
せ
て
具
さ
に
所
在
に
告
ぐ
。

【
訳
】

関
中
（
陜
西
省
、
西
安
一
帯
を
指
す
）
に
元
来
よ
り
仏
の
教
え
を
信
じ

る
人
が
い
た
。
思
い
が
け
ず
捕
ま
っ
た
。
郡
の
役
人
は
そ
の
人
を
捕
ま

え
は
る
か
遠
く
に
護
送
し
、
そ
の
人
に
か
か
っ
た

か
せ枷

は
と
て
も
堅
か
っ

た
。
役
人
は
宿
屋
に
着
き
投
宿
し
て
食
事
を
し
た
が
、
罪
人
は
車
の
中

に
置
か
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
。
こ
の
人
は
そ
こ
で
し
き
り
に
観
世
音
を
念

じ
続
け
た
。
一
念
も
休
ま
ず
に
念
じ
続
け
た
と
こ
ろ
、
思
い
が
け
ず
棚

が
一
気
に
自
然
と
外
れ
た
の
で
、
車
を
下
り
て
す
ぐ
に
逃
げ
去
っ
た
。

役
人
は
探
し
て
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
枷
を
載
せ
て
運
び
、
事

細
か
に
当
地
の
地
方
官
に
報
告
し
た
。

【
語
注
】

　

⋆

事
＝
事
件
。『
新
書
』
過
秦
下
「
天
下
多
事
、
吏
不
能
紀
。
百
姓
困

窮
而
主
不
收
卹
（
天
下
多
事
に
し
て
、
吏

を
さ紀

む
能
は
ず
。
百
姓
は

困
窮
す
る
も
主
は
収
卹
せ
ず
）」。

⋆

懸
＝
遠
い
。
庾
信
「
擬
詠
懐
詩
」「
遙
看
塞
北
雲
、
懸
想
關
山
雪
（
遥

か
に
看
る
塞
北
の
雲
、

は
る懸

か
に
想
ふ
関
山
の
雪
）」。

⋆

録
送
＝
護
送
す
る
。『
北
斉
書
』
巻
二
十
薛
脩
義
伝
「
爾
朱
榮
以
脩

義
豪
猾
反
覆
、
録
送
晉
陽
（
爾
朱
栄
脩
義
の
豪
猾
に
し
て
反
覆
す

る
を
以
て
、
晋
陽
に
録
送
す
）」。

⋆

枷
械
＝
枷
は
首
か
せ
。
械
は
手
か
せ
足
か
せ
。

⋆

客
舎
＝
旅
行
客
用
の
宿
舎
。『
管
子
』
軽
重
乙
「
請
以
令
、
爲
諸
侯

之
商
賈
立
客
舎
。
一
乘
者
有
食
、
三
乘
者
有
芻
菽
、
五
乘
者
有
伍

養
、
天
下
之
商
賈
歸
齊
若
流
水
（
請
ふ
令
を
以
て
、
諸
侯
の
商
賈

の
為
に
客
舎
を
立
て
よ
。
一
乗
者
は
食
有
り
、
三
乗
者
は
芻
菽
有

り
、
五
乗
者
は
伍
養
有
れ
ば
、
天
下
の
商
賈
斉
に
帰
る
こ
と
流
る

る
水
の
若
し
）」。

⋆

住
食
＝
留
ま
っ
て
食
事
を
す
る
。『
霊
鬼
志
』（『
法
苑
珠
林
』
巻
六
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十
一
所
引
）「
於
先
既
行
數
十
里
。
樹
下
住
食
（〔
胡
僧
〕
先
に
於

て
既
に
行
く
こ
と
数
十
里
。
樹
下
に
て
住
食
す
）」。

⋆

念
念
相
続
＝
仏
教
語
。
常
に
念
仏
の
業
を
行
っ
て
、
一
念
も
休
ま

な
い
こ
と
。

⋆

監
司
＝
監
督
の
責
務
を
負
う
役
人
。
漢
代
以
後
の
司
隷
校
尉
と
督

察
州
県
の
刺
史
、
転
動
使
、
按
察
使
、
布
政
使
等
の
通
称
を
監
司

と
言
っ
た
。

⋆

所
在
＝
所
在
官
員
の
こ
と
。
地
方
の
官
吏
。『
後
漢
書
』
巻
六
十
六

陳
蕃
伝
「
今
二
郡
之
民
、
亦
陛
下
赤
子
也
。
致
令
赤
子
爲
害
、
豈

非
所
在
貪
虐
、
使
其
然
乎
（
今
二
郡
の
民
、
亦
た
陛
下
の
赤
子
な

り
。
赤
子
を
し
て
害
を
為
さ
し
む
る
を
致
す
は
、
豈
に
所
在
の
貪

虐
す
る
所
に
非
ざ
れ
ば
、
其
れ
を
然
ら
し
む
る
か
）」。

（
中
国
文
学
専
攻
　
学
部
三
年
　
加
藤
薫
）

〔
31
〕

【
本
文
】

僧
苞

（
1
）

道
人

（
2
）

説
。
昔
嘗
出
行
、
見
官
司
送
六
劫
囚
。
囚
見
道
人
、
告
曰

「
我
必
無
活
理
、
道
人
事
何
神
。
能
見
救
不
」。
有
一
阿
練
、
莫
知
所
從
。

語
之
曰
「
有
觀
世
音
菩
薩

（
3
）

、
能
救
衆
生
。
汝
至
心
念
之
、
便
可
脱
」。
囚

大
歡
喜
、
於
是
同
共
存
念
。
行
從
一
市
郭
、
遇

（
4
）

部
送
吏

（
5
）

共
飲
酒
。
因
爾

醉
臥
、
悉
脱
衣
仗
。
諸
囚
夜
忽
覺
枷
鎖
自
寛
、
試

（
6
）

動
即
脱
。
因
取
人
襖
、

官
仗
、
著
之
而
去
。

【
参
考
資
料
】

　

⋆

『
高
僧
伝
』
巻
七
僧
苞
伝

【
校
注
】

(

1)

底
本
は
「
色
」
に
作
る
。『
高
僧
伝
』
に
よ
り
改
め
る
。

(

2)

底
本
は
「
人
」
字
を
欠
く
。『
高
僧
伝
』
に
よ
り
補
う
。

(

3)

底
本
は
「
𦬠
」
に
作
る
。「
菩
薩
」
を
一
字
に
略
し
た
も
の
。

(

4)

底
本
の
字
、
判
別
し
難
し
。
牧
田
書
は
「
遇
」、
孫
書
、
董
書
は
「
過
」

と
と
る
。

(

5)

底
本
は
「
送
」
字
と
「
共
」
字
の
間
に
、「
史
」
字
を
挿
入
す
る
。

『
高
僧
伝
』
に
よ
り
「
吏
」
に
改
め
る
。

(

6)

底
本
は
「
誠
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

　【
書
き
下
し
】

僧
苞
道
人
説
く
。
昔
嘗
て
出
行
し
、
官
司
の
六
劫
囚
を
送
る
を
見
る
。

囚
道
人
を
見
て
、
告
げ
て
曰
く
「
我
必
ず
活
く
る
理
無
し
。
道
人
何
の
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神
に
か
事
へ
ん
。
能
く
救
は
る
る
や
　い

な不　
や
」
と
。
一
阿
練
有
る
も
、
従
ふ

所
を
知
る
莫
し
。
之
に
語
り
て
曰
く
「
観
世
音
菩
薩
有
り
、
能
く
衆
生

を
救
ふ
。
汝
至
心
に
之
を
念
ず
れ
ば
、
便
ち
脱
す
べ
し
」
と
。
囚
大
い

に
歓
喜
し
、
是
に
於
て
　と

も

同
共　
に
存
念
す
。
一
市
郭
に
行
従
す
れ
ば
、
　

た
ま
た

遇　

ま
部
送
の
吏
共
に
酒
を
飲
む
。
爾
る
に
因
り
て
酔
臥
し
、
悉
く
衣
仗
を

脱
す
。
諸
囚
夜
に
忽
ち
枷
鎖
の
自
か
ら
寛
な
る
を
覚
え
、
試
み
に
動
か

せ
ば
即
ち
脱
す
。
因
り
て
人
の
襖
、
官
仗
を
取
り
、
之
を
著
け
て
去
る
。

【
訳
】

僧
苞
道
人
が
つ
ぎ
の
よ
う
な
話
を
し
た
。
昔
か
つ
て
旅
に
出
た
と
き

に
、
役
人
が
六
人
の
強
盗
の
囚
人
を
護
送
し
て
い
る
の
を
見
か
け
た
。
囚

人
た
ち
が
道
人
を
見
て
、
訴
え
て
言
っ
た
「
私
た
ち
は
も
う
生
き
延
び
ら

れ
ま
せ
ん
。
お
坊
様
は
ど
ん
な
神
様
に
お
仕
え
し
て
い
ら
っ
し
や
る
の

で
し
ょ
う
か
。
救
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
」
と
。
一
人
の

仏
道
者
が
居
た
が
、
ど
ん
な
神
に
従
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
知
ら

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
囚
人
た
ち
に
語
っ
て
言
う
こ
と
に
は
、「
観
世
音
菩

薩
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
命
あ
る
も
の
を
お
救
い
に
な
る
こ
と
が
で

き
る
。
あ
な
た
た
ち
は
大
い
に
心
に
観
世
音
菩
薩
を
念
じ
れ
ば
、
抜
け

出
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
」
と
。
囚
人
た
ち
は
大
い
に
喜
び
、
そ
こ

で
全
員
で
同
じ
よ
う
に
ず
っ
と
心
に
念
じ
て
い
た
。
そ
し
て
、
あ
る
市

場
へ
つ
い
て
行
き
、
た
ま
た
ま
護
送
の
役
人
が
み
な
酒
を
飲
ん
だ
。
そ

の
た
め
に
酩
酊
し
て
寝
て
し
ま
い
、
衣
服
や
武
器
を
全
て
脱
ぎ
捨
て
て
し

ま
っ
た
。
夜
、
囚
人
た
ち
は
突
然
枷
や
鎖
が
自
然
に
緩
ま
っ
た
の
を
感

じ
、
試
し
に
動
か
し
て
み
る
と
は
ず
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
役
人
の

上
着
や
武
器
を
取
り
、
こ
れ
ら
を
身
に
着
け
て
立
ち
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

【
語
注
】

　

⋆

僧
苞
道
人
＝
僧
侶
の
名
。『
高
僧
伝
』
巻
七
に
伝
あ
り
。
京
兆
（
長

安
）
の
人
で
、
鳩
摩
羅
什
に
師
事
し
、
宋
の
永
初
年
間
（
四
二
〇

―
四
二
二
）
に
北
徐
州
（
江
蘇
省
徐
州
）
を
旅
し
て
黄
山
精
舎
に

入
っ
た
。
宋
の
元
嘉
年
間
（
四
二
四
―
四
五
三
）
に
亡
く
な
っ
た
。

『
名
僧
伝
』
巻
七
に
も
伝
が
収
録
さ
れ
て
い
た
。

⋆

告
＝
訴
え
る
。『
南
史
』
巻
七
十
三
孝
義
列
伝
上
「
有
晉
陵
呉
興
康

妻
趙
氏
、
父
亡
弟
幼
、
遇
歳
饑
、
母
老
病
篤
、
趙
詣
郷
里
告
乞
、
言

辭
哀
苦
（
晋
陵
呉
興
康
の
妻
趙
氏
有
り
、
父
亡
じ
弟
幼
く
、
歳
饑

に
遇
ひ
、
母
老
い
て
病
篤
く
、
趙
郷
里
に
詣
り
乞
を
告
げ
、
言
辞

哀
苦
た
り
）」。

⋆
阿
練
＝
仏
道
者
。
僧
侶
に
対
す
る
親
し
み
を
込
め
た
呼
び
方
。『
高

僧
伝
』
巻
十
曇
始
（
長
安
の
僧
侶
）
が
白
足
阿
練
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

⋆

行
從
＝
付
き
従
っ
て
行
く
。『
漢
書
』
巻
八
十
一
貨
殖
列
伝
・
宣
曲
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任
氏
伝
「
呉
楚
兵
之
起
、
長
安
中
列
侯
封
君
行
從
軍
旅
（
呉
楚
兵

の
起
つ
や
、
長
安
中
の
列
侯
封
君
軍
旅
に
行
従
す
）」。

⋆

市
郭
＝
市
井
。『
南
斉
書
』
巻
二
十
五
張
敬
児
伝
「
攸
之
於
湯
渚
村

自
經
死
、
居
民
送
首
荊
州
、
敬
兒
使
楯
擎
之
、
蓋
以
青
繖
、
徇
諸

市
郭
、
乃
送
京
師
（〔
沈
〕
収
之
湯
渚
村
に
於
て
自
ら
経
り
て
死

し
、
居
民
首
を
荊
州
に
送
り
、
敬
児
楯
を
し
て
之
を

さ
さ擎

げ
し
め
、

お
お蓋

ふ
に
青
繖
を
以
て
し
、
諸
市
郭
を

め
ぐ徇

り
、
乃
ち
京
師
に
送
る
）」。

⋆

部
＝
役
所
。

⋆

送
吏
＝
護
送
を
行
う
官
吏
。『
後
漢
書
』
巻
四
十
一
第
五
倫
伝
「
於

是
斌
將
俠
客
晨
夜
追
種
、
及
之
於
太
原
、
遮
險
格
殺
送
吏
、
因
下
馬

與
種
、
斌
自
歩
從
。
一
日
一
夜
行
四
百
餘
里
、
遂
得
脱
歸
（
是
に

於
て
斌
侠
客
を
将
ゐ
て
晨
夜
種
を
追
ひ
、
之
に
太
原
に
及
ぶ
、
遮

険
し
て
送
吏
を
格
殺
し
、
因
り
て
馬
を
下
り
て
種
に
与
へ
、
斌
自

ら
歩
き
従
ふ
。
一
日
一
夜
行
く
こ
と
四
百
餘
里
、
遂
に
脱
帰
す
る

を
得
た
り
）」。

⋆

襖
＝
裏
地
の
つ
い
た
上
着
。

⋆

仗
＝
刃
の
つ
い
た
兵
器
の
総
称
。
武
器
。『
宋
書
』
巻
六
孝
武
帝
紀

大
明
八
年
「
遠
近
販
鬻
米
粟
者
、
可
停
道
中
雑
税
。
其
以
仗
自
防
、

悉
勿
禁
（
遠
近
米
粟
を
販
鬻
す
る
者
は
、
道
中
に
停
め
て
雑
税
す

る
べ
し
。
其
の
仗
を
以
っ
て
自
ら
防
ぐ
は
、
悉
く
禁
ず
る
勿
れ
）」。

（
中
国
文
学
専
攻
　
学
部
三
年
　
五
藤
嵩
也
）

【
補
説
】

「
僧
苞
道
人
説
く
」
と
あ
る
が
、
語
注
に
あ
げ
た
よ
う
に
、
僧
苞
道
人

は
、
宋
の
元
嘉
年
間
（
四
二
四
―
四
五
三
）
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
陸

杲
が
直
接
話
を
聞
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
誰
か
が
聞
き
書
き
し
た

も
の
を
そ
の
ま
ま
採
録
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
事
件
は
『
高
僧
伝
』
僧
苞
伝
に
も
取
ら
れ
、「
苞
嘗
於
路
行
見
六
劫

被
録
。
苞
爲
説
法
勸
念
觀
世
音
。
群
劫
以
臨
危
之
際
。
念
念
懇
切
。
俄

而
送
吏
飮
酒
洪
醉
。
劫
解
枷
得
免
焉
（
苞
嘗
て
路
行
に
於
て
六
劫
の
録

ら
る
る
を
見
る
。
苞
為
に
説
法
し
観
世
音
を
念
ず
る
を
勧
む
。
群
劫
臨

危
の
際
に
以
て
、
念
念
懇
切
す
。
俄
に
し
て
送
吏
酒
を
飲
み
て
洪
酔
す
。

劫
枷
を
解
き
て
免
る
る
を
得
た
り
）」
と
簡
略
に
し
る
さ
れ
る
。

「
有
一
阿
練
、
莫
知
所
從
」
は
解
釈
が
難
し
い
。
董
書
は
、
そ
の
場
に

い
た
僧
侶
を
複
数
人
と
し
た
上
で
、「
莫
知
所
從
」
を
「
倉
促
之
間
（
あ

わ
た
だ
し
く
し
て
い
る
間
に
）」
と
訳
す
が
、
無
理
が
あ
る
だ
ろ
う
。
阿

練
は
、
僧
苞
で
は
な
い
僧
侶
を
想
定
し
た
く
な
る
が
、『
高
僧
伝
』
で
は
、

引
用
し
た
よ
う
に
「
苞
爲
説
法
」
と
僧
苞
本
人
が
説
明
し
た
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

（
佐
野
誠
子
）
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〔
32
〕

【
本
文
】

朱
齡
石
、
沛
人
也
。
爲
宋

（
1
）

高
祖
功
臣
。
晉
義
熙
初
、
作
呉
興
武
康

（
2
）

令
、

時
縣
有
凶
猾
、
齡
石
誅
殺
過
多
、
朝
廷
使
張
崇
之
檢
校
其
事
、
遂
被
收

録
、
繫
在
獄
中
、
當
死
。
家
訟
訴
、
是
非
未
辯
。
時
有
道
人
釋

（
3
）

惠
難
、
與

（
4
）

齡
石
有
舊
、
乃
往
告
、
入
獄
看
之
。
因
教
其
念
觀
世
音
、
又
留
一
人
像
與

供
養
。
齡
石
本
事
佛
、
并
窮
厄
、
意
專
、
遂
一
心
係
念
。
得
七
日
、
即
鎖

械
自
脱
。
獄
吏
驚
怪
、
以
故
白
崇
。
崇
疑
是
愁
苦
形
痩
、
故
鎖
械
得
脱
。

試
（
5
）

使
還
著
、
永
不
復
入
。
猶
謂
偶
爾
、
更
釘
著
之
。
又
經

（
6
）

少
日
、
已
得

如
前
。
凡
三
過
、
崇
即
啓
、
以
爲
異
。
爾
時
、
都
下
前
論
詳
其
事
、
已

破
申
。
會
崇
啓
至
、
即
還
復
縣
。
齡
石
亦
終
能
至
到
、
兄
弟
有
功
名
。

【
参
考
資
料
】

　

⋆

な
し

【
校
注
】

(

1)

底
本
は
「
宗
」
に
作
る
。
史
実
に
よ
り
改
め
る
。

(

2)

底
本
は
「
庚
」
に
作
る
。
史
実
に
よ
り
改
め
る
。

(

3)

底
本
は
「
尺
」
に
作
る
。「
釋
」
を
略
し
て
書
い
た
も
の
。

(

4)

底
本
は
「
興
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。
以
下
同
。

(

5)

底
本
は
「
誠
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(

6)

底
本
は
「
徑
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

　【
書
き
下
し
】

朱
齢
石
は
、
沛
人
な
り
。
宋
の
高
祖
の
功
臣
為
り
。
晋
の
義
熙
の
初

め
、
呉
興
武
康
令
と
作
る
。
時
に
県
に
凶
猾
な
る
も
の
有
り
、
齢
石
誅

殺
す
る
こ
と
過
多
な
り
。
朝
廷
張
崇
之
を
し
て
其
の
事
を
検
校
せ
し
め
、

遂
に
収
録
し
、
繋
が
れ
て
獄
中
に
在
り
、
当
に
死
す
べ
し
。
家
訟
訴
す

る
も
、
是
非
未
だ
弁
ぜ
ず
。
時
に
道
人
釈
恵
難
有
り
、
齡
石
と
旧
有
り

て
、
乃
ち
往
き
て
告
げ
、
獄
に
入
り
て
之
を
看
る
。
因
り
て
其
れ
を
し

て
観
世
音
を
念
ぜ
し
め
、
又
た
一
人
像
と
供
養
と
を
留
む
。
齢
石
本
よ

り
仏
に
事
へ
、
并
び
に
窮
厄
し
、
意
専
ら
に
し
て
、
遂
に
一
心
に
念
を

係
く
。
七
日
を
得
、
即
ち
鎖
械
自
ら
脱
す
。
獄
吏
驚
き
怪
し
み
、
以
て

故
に
崇
に
白
す
。
崇
疑
ふ
ら
く
は
是
れ
愁
苦
し
て
形
痩
し
、
故
に
鎖
械

お
の
づ
か

自

ら
脱
す
、
と
。
試
み
に
還
た
著
け
し
む
る
も
、
永
へ
に
復
た
入
ら

ず
。
猶
ほ
偶
爾
な
り
と
謂
ひ
て
、
更
め
て
釘
も
て
之
を
著
く
。
又
た
少

日
を
経
、
已
に
前
の
如
き
を
得
た
り
。
凡
そ
三
た
び
過
ぎ
て
、
崇
即
ち

啓
し
、
以
て
異
と
為
す
。
爾
の
時
、
都
下
に
前
に
其
の
事
を
論
詳
し
、
已
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に
破
申
す
。

た
ま
た

会
ま
崇
の
啓
至
り
、
即
ち
還
り
て
県
に
復
す
。
齢
石
も
亦

た
終
に
能
く
至
到
し
、
兄
弟
功
名
有
り
。

【
訳
】

朱
齢
石
は
、
沛
（
江
蘇
省
沛
県
）
の
人
で
あ
っ
た
。
宋
の
高
祖
劉
裕
の

功
臣
で
あ
る
。
晋
の
義
熙
年
間
（
四
〇
五
―
四
一
七
）
の
は
じ
め
、
呉

興
郡
武
康
県
（
浙
江
省
呉
興
県
南
部
）
の
長
官
に
な
っ
た
。
当
時
、
県

に
凶
猾
な
輩
が
お
り
、
朱
齢
石
は
、
こ
の
人
た
ち
を
誅
殺
す
る
こ
と
過

多
で
あ
っ
た
。
朝
廷
は
張
崇
之
に
そ
の
事
に
つ
い
て
調
べ
さ
せ
、
つ
い

に
朱
齢
石
は
捕
え
ら
れ
て
獄
に
繋
が
れ
、
死
罪
に
な
っ
た
。
朱
齢
石
の

家
の
者
た
ち
は
訴
え
出
た
が
、
ど
う
な
る
か
は
ま
だ
明
ら
か
に
な
ら
な

か
っ
た
。
当
時
、
僧
の
釈
恵
難
と
い
う
者
が
い
た
。
朱
齢
石
と
は
旧
知

の
仲
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
朱
齢
石
の
家
の
者
は
釈
恵
難
を
訪
ね
て
朱
齢

石
の
事
を
告
げ
、
釈
恵
難
は
獄
に
入
っ
て
朱
齢
石
に
面
会
し
た
。
そ
れ

に
よ
り
釈
恵
難
は
朱
齢
石
に
『
観
世
音
経
』
を
唱
え
さ
せ
、
ま
た
、
仏
像

一
体
と
供
養
具
を
残
し
た
。
朱
齢
石
は
も
と
も
と
仏
教
を
信
仰
し
て
お

り
、
そ
の
う
え
窮
地
に
立
っ
た
た
め
、
朱
齢
石
は
一
意
専
心
し
、
そ
し

て
一
心
に
思
い
を
観
世
音
に
か
け
た
。
七
日
目
に
な
る
と
、
と
り
も
な

お
さ
ず
鎖
と
枷
が
ひ
と
り
で
に
外
れ
た
。
獄
吏
は
驚
き
不
思
議
に
思
っ

た
。
そ
の
た
め
、
崇
之
に
告
げ
た
。
崇
之
は
、
お
そ
ら
く
朱
齢
石
が
憂

え
悩
み
、
痩
せ
細
っ
た
た
め
に
、
鎖
と
枷
が
ひ
と
り
で
に
外
れ
て
し
ま
っ

た
の
だ
ろ
う
と
考
え
た
。
崇
之
は
試
し
に
ま
た
朱
齢
石
に
鎖
と
枷
を
つ

け
さ
せ
、
鎖
と
枷
が
二
度
と
抜
け
な
い
よ
う
に
さ
せ
、
や
は
り
拘
束
具

が
外
れ
た
の
は
た
ま
た
ま
だ
っ
た
と
言
っ
て
、
さ
ら
に
釘
も
使
っ
て
齢

石
を
獄
に
繋
い
だ
。
ま
た
わ
ず
か
数
日
を
経
て
、
や
が
て
前
回
の
よ
う

に
鎖
や
枷
が
勝
手
に
外
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
お
よ
そ
三
回
あ
っ

た
の
で
、
崇
之
は
、
こ
の
件
に
つ
い
て
上
申
し
、
奇
怪
な
こ
と
だ
と
し

た
。
こ
の
時
、
都
の
中
に
お
い
て
、
先
に
朱
齢
石
の
罪
に
つ
い
て
詳
し

く
調
査
し
、
ま
も
な
く
朱
齢
石
の
身
の
潔
白
が
証
明
さ
れ
た
。
う
ま
い

具
合
に
張
崇
之
の
報
告
が
届
き
、
す
ぐ
に
朱
齢
石
は
県
令
の
地
位
を
回

復
し
た
。
朱
齢
石
は
ま
た
、
の
ち
に
は
出
世
し
、
朱
齢
石
の
兄
弟
に
も

功
名
が
あ
っ
た
。

【
語
注
】

　

⋆

朱
齢
石
＝
劉
宋
の
人
。
字
は
伯
児
。
盧
循
を
破
っ
て
西
陽
太
守
と

な
り
、
蜀
を
討
っ
て
元
帥
と
な
り
、
蜀
が
平
定
さ
れ
る
と
豊
城
侯

に
封
じ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
雍
州
刺
史
と
な
り
、
関
中
の
諸
軍
事

を
取
り
仕
切
っ
た
が
、
城
が
陥
落
し
て
死
亡
し
た
。『
宋
書
』
巻
四

十
八
、『
南
史
』
巻
十
六
に
伝
あ
り
。

⋆

宋
高
祖
＝
劉
宋
の
初
代
皇
帝
、
武
帝
劉
裕
を
指
す
。
在
位
四
二
〇
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―
四
二
二
。『
宋
書
』
巻
一
、
二
、
三
に
本
紀
あ
り
。

⋆

凶
猾
＝
凶
暴
で
狡
猾
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
者
。『
晋

書
』
巻
一
百
一
十
四
符
堅
載
記
下
「
任
臣
以
劇
邑
、
謹
爲
明
君
翦

除
凶
猾
（
臣
に
任
す
る
に
劇
邑
を
以
て
す
れ
ば
、
謹
み
て
明
君
の

為
に
凶
猾
を
翦
除
せ
ん
）」。

⋆

收
録
＝
と
ら
え
る
。『
南
史
』
巻
四
十
五
王
敬
則
伝
「
使
於
高
麗
、

與
其
國
女
子
私
通
、
因
不
肯
還
、
被
收
錄
然
後
反
（
高
麗
に
使
し
、

其
の
国
の
女
子
と
私
通
し
、
因
り
て
還
る
を
肯
ぜ
ず
、
収
録
せ
ら

れ
て
然
る
後
に
反
る
）」。

⋆

張
崇
之
＝
『
晋
書
』
巻
十
安
帝
紀
、
隆
安
五
年
（
四
〇
一
）
六
月
の

記
事
に
、「
右
衛
将
軍
張
崇
之
守
石
頭
」
と
の
記
述
が
み
え
る
が
、

同
一
人
物
で
あ
る
か
ど
う
か
は
不
詳
。
張
崇
と
い
う
人
物
名
で
あ

れ
ば
、『
晋
書
』
に
、
符
堅
の
武
将
と
し
て
名
前
が
散
見
さ
れ
る
。

ま
た
、〔
49
〕
に
は
、
張
崇
の
応
験
譚
が
あ
る
。
そ
ち
ら
を
見
よ
。

⋆

訟
訴
＝
訴
訟
を
す
る
。

⋆

惠
難
＝
僧
侶
の
名
。
詳
細
不
詳
。

⋆

人
像
＝
人
の
像
。
彫
像
あ
る
い
は
塑
像
。
こ
こ
で
は
仏
像
と
解
釈

す
る
。

⋆

供
養
＝
供
養
具
。
供
養
を
す
る
た
め
の
道
具
。

⋆

窮
厄
＝
困
難
を
窮
め
る
こ
と
。『
法
苑
珠
林
』
巻
五
十
「
一
人
臥
熟

失
輩
。
仍
遇
天
雨
雪
失
去
徑
路
。
窮
厄
山
中
、
啼
哭
呼
天
（
一
人

臥
熟
し
て
輩
を
失
ひ
、

な仍
ほ
天
の
雨
雪
に
遇
ひ
て
径
路
を
失
去
す
。

山
中
に
窮
厄
し
、
啼
哭
し
て
天
を
呼
ぶ
）」。

⋆

係
念
＝
思
い
を
阿
弥
陀
や
浄
土
に
か
け
る
こ
と
。『
法
苑
珠
林
』巻
六

十
「
淨
心
係
念
歸
依
三
寶
（
心
を
浄
め
念
を
係
け
三
宝
に
帰
依
す
）」。

⋆

論
詳
＝
論
は
物
事
の
是
非
に
つ
い
て
話
し
あ
う
こ
と
。
詳
は
明
ら

か
に
す
る
こ
と
。『
三
国
志
』
巻
四
十
三
少
帝
紀
裴
松
之
注
所
引

『
魏
氏
春
秋
』「
諸
卿
具
論
詳
之
（
諸
卿
具
さ
に
之
を
論
詳
す
）」。

⋆

破
申
＝
申
告
（
訴
え
を
）
破
る
。『
続
高
僧
伝
』
巻
三
釈
慧
賾
伝
「
斯

論
破
申
、
其
猶
此
矣
（
斯
論
を
破
申
す
る
こ
と
、
其
れ
猶
ほ
此
く

の
ご
と
き
な
り
）」。

⋆

至
到
＝
程
度
が
極
点
に
達
す
る
こ
と
。『
晋
書
』
巻
五
十
八
周
莚
伝

「
黃
門
侍
郎
周
莚
忠
烈
至
到
、
爲
一
郡
所
敬
（
黄
門
侍
郎
周
莚
忠
烈

な
る
こ
と
至
到
に
し
て
、
一
郡
の
敬
す
る
所
と
為
る
）」。

⋆

兄
弟
有
功
名
＝
『
宋
書
』
巻
四
十
八
朱
齢
石
伝
に
は
、
弟
の
朱
超

石
の
伝
が
附
さ
れ
、
高
祖
劉
裕
の
も
と
で
車
騎
参
軍
事
、
尚
書
都

官
郎
に
な
り
、
さ
ら
に
、
中
兵
参
軍
、
寧
朔
將
軍
、
沛
郡
太
守
に

な
っ
た
と
あ
る
。
関
中
が
乱
れ
た
時
、
旨
を
奉
じ
て
河
洛
を
慰
労

し
、
赫
連
勃
勃
に
殺
さ
れ
た
。

（
中
国
文
学
専
攻
　
学
部
三
年
　
梅
木
風
花
）
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【
補
説
】

『
宋
書
』
朱
齢
石
伝
は
、
朱
齢
石
が
、
武
康
令
と
な
り
、
専
横
の
県
人

姚
係
祖
及
び
そ
の
兄
弟
数
十
人
を
殺
害
し
た
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う

な
記
載
を
す
る
。「
初
爲
殿
中
將
軍
、
常
追
隨
桓
脩
兄
弟
、
爲
脩
撫
軍
參

軍
、
在
京
口
。
高
祖
克
京
城
、
以
爲
建
武
參
軍
。
從
至
江
乘
、
將
戰
、
齡

石
言
於
高
祖
曰
『
世
受
桓
氏
厚
恩
、
不
容
以
兵
刃
相
向
、
乞
在
軍
後
』。

高
祖
義
而
許
之
。
事
定
、
以
爲
鎮
軍
參
軍
、
遷
武
康
令
、
加
寧
遠
將
軍
。

喪
亂
之
後
、
武
康
人
姚
係
祖
招
聚
亡
命
、
專
為
劫
盜
、
所
居
險
阻
、
郡

縣
畏
憚
不
能
討
。
齡
石
至
縣
、
僞
與
係
祖
親
厚
、
召
為
參
軍
。
係
祖
恃

其
兄
弟
徒
黨
強
盛
、
謂
齡
石
必
不
敢
圖
己
、
乃
出
應
召
。
齡
石
潛
結
腹

心
、
知
其
居
處
塗
徑
、
乃
要
係
祖
宴
會
、
叱
左
右
斬
之
。
乃
率
吏
人
馳

至
其
家
、
掩
其
不
備
、
莫
有
得
舉
手
者
、
悉
斬
係
祖
兄
弟
、
殺
數
十
人
、

自
是
一
郡
得
清
（
初
め
殿
中
将
軍
と
為
り
、
常
に
桓
脩
兄
弟
に
追
随
し
、

脩
の
撫
軍
参
軍
と
為
り
、
京
口
に
在
り
。
高
祖
京
城
を
克
し
、
以
て
建

武
参
軍
と
為
す
。
従
ひ
て
江
乗
に
至
り
、
将
に
戦
は
ん
と
し
て
、
齢
石

高
祖
に
言
ひ
て
曰
く
『
世
桓
氏
の
厚
恩
を
受
け
、
兵
刃
を
以
て
相
ひ
向

か
ふ
を
容
れ
ず
、
乞
ふ
軍
後
に
在
る
を
』
と
。
高
祖
義
し
て
之
を
許
す
。

事
定
ま
り
て
、
以
て
鎮
軍
参
軍
と
為
し
、
武
康
令
に
遷
し
、
寧
遠
将
軍

を
加
ふ
。
喪
乱
の
後
、
武
康
の
人
姚
係
祖
亡
命
を
招
聚
し
、
専
ら
劫
盜

を
為
し
、
居
る
所
険
阻
に
し
て
、
郡
県
畏
憚
し
て
討
つ
能
は
ず
。
齢
石

県
に
至
り
、
偽
り
て
係
祖
と
親
厚
し
、
召
し
て
参
軍
と
為
す
。
係
祖
其

の
兄
弟
徒
党
の
強
盛
な
る
を
恃
み
て
、
謂
へ
ら
く
齢
石
必
ず
敢
て
己
を

図
ら
ず
と
、
乃
ち
出
で
て
召
に
応
ず
。
齢
石
潜
か
に
腹
心
と
結
び
、
其

の
居
処
塗
径
を
知
り
て
、
乃
ち
係
祖
に
宴
会
を

も
と要

め
、
左
右
を
叱
し
て

之
を
斬
る
。
乃
ち
吏
人
を
率
ゐ
て
馳
せ
て
其
の
家
に
至
り
、
其
の
不
備

な
る
を
掩
ひ
、
得
て
手
を
挙
ぐ
る
者
有
る
こ
と
莫
く
、
悉
く
係
祖
の
兄

弟
を
斬
り
、
数
十
人
を
殺
す
。
是
れ
自
り
一
郡
清
き
を
得
た
り
）」。

こ
の
話
に
あ
る
よ
う
な
張
崇
之
の
取
り
調
べ
に
つ
い
て
は
載
せ
ず
、

ま
た
仏
教
を
信
仰
し
て
い
た
こ
と
も
、
正
史
の
伝
で
は
確
認
で
き
な
い
。

（
佐
野
誠
子
）

〔
33
〕

【
本
文
】

山
陽
有
一
人
、
名
僧
儒
、
父
子
皆
事
佛
精
進
。
儒
忽
非
意
被
繫
、
唯

存
念
觀
世
音
。
得
數
十
日
、
然
鎖

（
1
）

便
寸
寸
自
折

（
2
）

。
不
敢

（
3
）

輒
去
、
以
語
主

帥
（
4
）

。
即
復
鎖
、
堅
牢
倍
前
。
又
經
少
日
、
已
復
自
斷
。
爾
時
篤
民
鎮
山

陽
、
聞
此
即
放
之
。

【
参
考
資
料
】

　

– 178 –
 

doi : 10.18999/joucll.30.147



⋆
な
し

【
校
注
】

(

1)

底
本
は
「
鎖
」
字
を
欠
く
。
文
意
に
よ
り
補
う
。

(

2)

底
本
は
「
析
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(

3)

底
本
は
「
殺
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(

4)

底
本
は
「
師
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

　【
書
き
下
し
】

山
陽
に
一
人
有
り
、
名
は
僧
儒
。
父
子
皆
仏
に
事
へ
て
精
進
す
。
儒

忽
ち
意
に
非
ず
し
て
繋
が
れ
、
唯
だ
観
世
音
を
存
念
す
る
の
み
。
数
十

日
を
得
て
、
然
し
て
鎖
便
ち
寸
寸
と
自
ら
折
れ
る
。
敢
て
輒
ち
去
ら
ず
、

以
て
主
帥
に
語
る
。
即
ち
復
た
鎖
ざ
し
て
、
堅
牢
な
る
こ
と
前
よ
り
倍

す
。
又
た
少
日
を
経
る
に
、
已
に
復
た
自
ら
断
つ
。
爾
の
時
篤
民
山
陽

を
鎮
め
、
此
れ
を
聞
き
て
即
ち
之
を
放
つ
。

【
訳
】

山
陽
（
江
蘇
省
淮
安
県
）
に
あ
る
人
が
お
り
、
僧
儒
と
い
う
名
前
で

あ
っ
た
。
父
子
と
も
、
仏
に
仕
え
て
ひ
た
す
ら
仏
道
に
打
ち
込
ん
で
い

た
。
僧
儒
は
突
然
思
い
が
け
ず
捕
ま
っ
て
繋
が
れ
て
し
ま
い
、
た
だ
観

世
音
の
こ
と
だ
け
を
心
で
思
っ
て
い
た
。
数
十
日
経
つ
と
、
鎖
が
た
ち

ま
ち
自
然
と
ず
た
ず
た
に
切
れ
た
。
僧
儒
は
あ
え
て
す
ぐ
に
逃
げ
出
さ

ず
、
主
帥
に
こ
の
こ
と
を
話
し
た
。
役
人
は
す
ぐ
に
再
び
僧
儒
を
鎖
で

つ
な
ぎ
、
以
前
の
二
倍
鎖
を
堅
固
に
し
た
。
ま
た
数
日
経
つ
と
、
既
に

ま
た
鎖
は
ひ
と
り
で
に
断
ち
切
れ
て
い
た
。
当
時
、
篤
民
が
山
陽
を
お

さ
め
て
い
た
が
、
こ
の
こ
と
を
聞
い
て
僧
儒
を
す
ぐ
に
釈
放
し
た
。

【
語
注
】

　

⋆

僧
儒
＝
僧
侶
の
名
。
詳
細
不
詳
。

⋆

寸
寸
＝
ず
た
ず
た
に
。『
世
説
新
語
』
黜
免
第
二
十
八
「
破
視
其
腹

中
、
腸
皆
寸
寸
斷
（
破
り
て
其
の
腹
中
を
視
れ
ば
、
腸
皆
寸
寸
に

斷
た
る
）」。

⋆

主
帥
＝
軍
隊
の
総
帥
。

⋆

篤
民
＝
牧
田
書
、
董
書
で
は
、
人
名
と
と
る
が
詳
細
不
詳
。

【
補
説
】

「（
観
世
音
を
念
じ
た
と
こ
ろ
）
鎖
が
切
れ
た
」
と
い
う
話
と
し
て
は
、

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
巻
五
十
三
、『
法
苑
珠
林
』
巻
十
七
、『
太
平
広
記
』

巻
一
百
一
十
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
冥
祥
記
』
の
宋
元
嘉
（
四
二
四
―

四
五
三
）
は
じ
め
の
張
興
の
話
が
あ
る
。

– 179 –
 

doi : 10.18999/joucll.30.147



（
中
国
文
学
専
攻
　
修
士
二
年
　
岩
田
麻
愛
）

牧
田
書
で
は
、〔
34
〕
の
「
杲
外
祖
」
ま
で
を
〔
33
〕
の
本
文
と
と
る
。

確
か
に
、「
杲
外
祖
」
の
下
に
空
格
が
一
字
分
あ
り
改
行
、
次
の
行
か
ら

改
め
て
話
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、〔
34
〕
の
張
暢
が

陸
杲
の
縁
戚
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
董
書
と
同
様
に
、「
杲
外
祖
」
は
〔
34

〕
の
本
文
と
み
な
し
た
。
孫
書
は
、〔
33
〕
の
本
文
と
し
つ
つ
も
〔
34
〕

の
も
の
で
あ
ろ
う
と
注
記
す
る
。

（
佐
野
誠
子
）

〔
34
〕

【
本
文
】

杲
外
祖

（
1
）

、
張
會
稽
使
君
、
諱
暢
、
字
景
微

（
2
）

、
呉
人
也
。
知
名
天
下
、
爲

當
時
民
望
。
家
奉
佛
法
、
本
自
精
進
。
宋

（
3
）

元
嘉
末
、
爲
荊
州
長
史

（
4
）

、
孝

建
初
、
微
還
作
吏
部
尚
書
、
加
散
騎
常
侍
。
於
時
譙
王
丞
相
在
荊
州
、
自

啓
解
南
蠻
府
留
使
君
、
爲
持
節
校
尉

（
5
）

。
領
己
長
史
、
帶
南
郡
如
故
。
尋

荊
州
作
逆
、
使
君
格
言
諫
之
。
丞

（
6
）

相
則
欲
見
害
、
有
求
得
免
。
丞

（
7
）

相
性

癡
。
左
右
是
用
雖
以
諫
見
全

（
8
）

、
而
隨
衆

（
9
）

口
。
毎
有
惡
意
、
即
夢
見
觀
世

音
。
輒

（
10
）

語
「
汝
不
可
殺
張
長

（
11
）

史
（
12
）

」。
由
此
不
敢
害
。
及
至
丞

（
13
）

相
伏
誅
、
誅

使
君
亦
繫
在
廷

（
14
）

尉
（
15
）

。
誦
『
觀
世
音
經
』
得
千
遍
、
鉗
鎖
遂
寸
寸
自
斷
。

於
是
喚
獄
司
、
更
易
之
。
咸
驚
歎
以
爲
異
。
少
日
便
事
散
。
此
杲
家
中

事
也
。

【
参
考
資
料
】

　

⋆

『
観
音
義
疏
』
巻
上
引
『
応
験
伝
』

⋆

『
太
平
広
記
』
巻
一
百
十
一
「
張
暢
」
出
『
談
藪
』

【
校
注
】

(

1)

底
本
は
「
袒
」
に
作
る
。
史
実
に
よ
り
改
め
る
。

(

2)

底
本
は
「

」
に
作
る
。
史
実
に
よ
り
改
め
る
。
以
下
同
。

(

3)

底
本
は
「
宗
」
に
作
る
。
史
実
に
よ
り
改
め
る
。

(

4)

底
本
は
「
吏
」
に
作
る
。
史
実
に
よ
り
改
め
る
。
以
下
同
。

(

5)

底
本
は
「
慰
」
に
作
る
。
史
実
に
よ
り
改
め
る
。

(

6)

底
本
は
「
氶
」
に
作
る
。
史
実
に
よ
り
改
め
る
。

(

7)

底
本
は
「
𣴎
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(
8)

底
本
は
「
全
」
で
あ
る
の
か
「
令
」
で
あ
る
の
か
判
別
し
が
た
い
。

(
9)
底
本
は
「
泉
」
に
作
る
。
こ
の
字
の
左
に
「
○
」
が
あ
り
、
そ
の
行

の
上
に
校
注
と
思
わ
れ
る
文
字
が
あ
る
が
、
判
読
し
が
た
い
。
牧

田
書
以
下
が
す
べ
て
「
衆
」
と
と
る
こ
と
か
ら
、
ひ
と
ま
ず
「
衆
」

と
す
る
。
語
注
参
照
。
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(

10)
底
本
は
「
輙
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(

11)

底
本
は
「
長
」
字
を
欠
く
。
文
意
に
よ
り
補
う
。

(

12)

底
本
は
「
吏
」
に
作
る
。
史
実
に
よ
り
改
め
る
。

(

13)

底
本
は
「
蒸
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(

14)

底
本
は
「
庭
」
の
異
体
字
「

」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(

15)

底
本
は
「
慰
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

　【
書
き
下
し
】

杲
の
外
祖
、
張
会
稽
使
君
、
諱
は
暢
、
字
は
景
微
、
呉
の
人
な
り
。
名

を
天
下
に
知
ら
れ
、
当
時
の
民
望
と
為
る
。
家
仏
法
を
奉
じ
、
本
よ
り
自

ら
精
進
す
。
宋
の
元
嘉
の
末
、
荊
州
長
史
と
為
る
。
孝
建
の
初
め
、
微
還

り
て
吏
部
尚
書
と
作
り
、
散
騎
常
侍
を
加
ふ
。
時
に
于
て
譙
王
丞
相
荊

州
に
在
り
、
自
ら

ま
う啓

し
南
蛮
府
を
解
き
て
使
君
を
留
め
、
持
節
校
尉
と
為

す
。
己
の
長
史
を
領
し
、
南
郡
を
帯
ぶ
る
こ
と

こ故
の
如
し
。

つ尋
い
で
荊

州
に
て
逆
を

お作
こ
し
、
使
君
言
を

た
だ格

し
之
を
諫
む
。
丞
相
則
ち

そ
こ
な

害
は

ん
と
欲
す
る
も
、
求
め
有
り
て
免
る
る
を
得
た
り
。
丞
相
の
性
癡
た
り
。

左
右
是
を
用
て
諫
を
以
て
全
う
さ
る
と
雖
も
、
衆
口
に
随
は
ん
と
す
。

悪
意
有
る
毎
に
、
即
ち
夢
に
観
世
音
を
見
る
。
輒
ち

つ語
げ
て
「
汝
張
長

史
を
殺
す
べ
か
ら
ず
」
と
。
此
れ
に
由
り
て
敢
て
害
は
ず
。
丞
相
の
誅

に
伏
す
る
に
至
る
に
及
び
、
使
君
も
亦
た
繋
が
れ
て
廷
尉
に
在
り
。『
観

世
音
経
』
を
誦
ず
る
こ
と
千
遍
を
得
た
れ
ば
、
鉗
鎖
遂
に
寸
々
と
し
て

自
ら
断
つ
。
是
に
於
て
獄
司
を
喚
び
、

あ
ら
た

更
め
て
之
を
易
ふ
。
咸
驚
歎

し
以
て
異
と
為
す
。
少
日
に
し
て
便
ち
事
散
ず
。
此
れ
杲
の
家
中
の
事

な
り
。

【
訳
】

陸
杲
の
外
祖
父
で
あ
る
張
会
稽
郡
長
官
は
、
諱
は
暢
、
字
は
景
微
、
呉

の
人
で
あ
っ
た
。
祖
父
の
評
判
は
天
下
に
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
時
の

人
望
を
得
る
人
で
あ
っ
た
。
張
家
は
仏
の
教
え
を
守
っ
て
い
て
、
も
と

も
と
自
分
か
ら
ひ
た
す
ら
仏
道
に
打
ち
込
ん
で
い
た
。
宋
の
元
嘉
年
間

（
四
二
四
―
四
五
三
）
の
末
に
、
荊
州
長
史
と
な
り
、
孝
建
年
間
（
四
五

四
―
四
五
六
）
の
は
じ
め
に
は
、
景
微
は
中
央
に
戻
っ
て
き
て
吏
部
尚

書
と
な
り
、
さ
ら
に
散
騎
常
侍
と
な
っ
た
。
そ
の
時
、
丞
相
で
あ
っ
た

譙
王
劉
義
宣
は
荊
州
に
い
て
、
自
分
か
ら
申
し
出
て
南
蛮
府
校
尉
を
解

任
し
て
も
ら
い
、
長
官
を
引
き
留
め
て
、
持
節
校
尉
と
し
た
。
張
暢
は
、

自
分
の
長
史
を
兼
任
し
、
南
郡
を
統
治
す
る
こ
と
は
前
の
ま
ま
で
あ
っ

た
。
ま
も
な
く
し
て
劉
義
宣
が
荊
州
で
謀
反
を
お
こ
し
、
長
官
は
劉
義

宣
の
発
言
を
正
し
て
、
彼
を
諫
め
た
。
丞
相
劉
義
宣
は
、
そ
こ
で
張
暢

を
殺
そ
う
と
し
た
が
、
他
か
ら
の
要
求
が
あ
っ
て
張
暢
は
殺
さ
れ
ず
に
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す
ん
だ
。
丞
相
の
性
質
は
愚
か
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
側
近
の
者
は
そ
れ

ゆ
え
に
諫
め
て
張
暢
を
助
け
た
が
、
丞
相
は
や
や
も
す
る
と
大
勢
の
張

暢
の
殺
せ
と
い
う
意
見
に
従
お
う
と
し
た
。
張
暢
を
殺
そ
う
と
い
う
悪

い
考
え
が
浮
か
ぶ
た
び
に
、
劉
義
宣
は
夢
で
観
世
音
を
見
た
。
そ
の
た

び
ご
と
に
観
世
音
が
「
お
前
は
張
長
史
を
殺
し
て
は
い
け
な
い
」
と
伝

え
た
。
こ
の
た
め
、
劉
義
宣
は
と
う
て
い
張
暢
を
殺
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
そ
の
後
丞
相
が
誅
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
に
乗
じ
て
、

咎
め
を
受
け
た
長
官
も
繋
が
れ
て
廷
尉
の
い
る
刑
獄
に
い
た
。
そ
こ
で

『
観
世
音
経
』
を
声
に
出
し
て
読
む
こ
と
千
回
に
も
な
っ
た
と
こ
ろ
、
首

か
せ
は
、
そ
の
ま
ま
自
然
と
ず
た
ず
た
に
切
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で

刑
獄
の
役
人
を
呼
ん
で
、
も
う
一
度
こ
の
首
か
せ
を
取
り
換
え
た
。
皆
、

非
常
に
感
心
し
て
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
た
。
日
わ
ず
か
に
し
て
も
う
一

連
の
事
は
も
う
解
決
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
陸
杲
の
親
戚
の
者
の

中
で
起
こ
っ
た
事
で
あ
る
。

【
語
注
】

　

⋆

張
暢
＝
人
名
。『
宋
書
』
巻
五
十
九
に
伝
あ
り
。
四
〇
八
―
四
五
七
。

ま
た
『
宋
書
』
巻
四
十
六
、『
南
斉
書
』
巻
四
十
一
、『
南
史
』
巻

三
十
二
の
張
邵
伝
中
に
も
伝
が
あ
る
。
呉
郡
（
江
蘇
省
）
呉
の
人
。

大
明
元
年
（
四
五
七
）、
五
十
歳
の
時
に
在
職
の
ま
ま
死
去
し
た
。

⋆

景
微
＝
『
宋
書
』
や
『
南
史
』
に
あ
る
伝
で
は
「
少
微
」
と
あ
る
。

⋆

會
稽
使
君
＝
「
使
君
」
は
長
官
の
尊
称
。『
宋
書
』
巻
五
十
九
張
暢

伝
に
「
孝
建
二
年
（
四
五
五
）、
出
爲
會
稽
太
守
」
と
あ
る
。

⋆

民
望
＝
人
々
か
ら
の
信
頼
。『
宋
書
』
巻
五
十
九
張
暢
伝
に
「
別
立

軍
部
、
以
收
民
望
（
別
に
軍
部
を
立
て
、
以
て
民
望
を
収
む
）」
と

あ
る
。

⋆

長
史
＝
官
名
。
魏
晋
以
降
、
王
公
府
の
属
官
。
後
世
は
刺
史
の
副

官
を
指
す
。
史
書
に
は
張
暢
が
「
荊
州
長
史
」
に
な
っ
た
と
い
う

記
述
は
み
え
な
い
。

⋆

吏
部
尚
書
＝
官
名
。『
宋
書
』、『
南
史
』
の
張
暢
伝
に
は
、
元
嘉
三

十
年
（
四
五
三
）
に
「
微
爲
吏
部
尚
書
、
封
夷
道
縣
侯
」
と
あ
る
。

本
文
で
は
元
嘉
の
次
の
年
号
で
あ
る
「
孝
建
初
」
の
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

⋆

散
騎
常
侍
＝
官
名
。
南
朝
の
時
に
は
散
騎
省
か
ら
集
書
省
と
な
り
、

主
に
図
書
公
文
書
、
撰
述
、
諫
言
の
拾
遺
、
取
り
次
ぎ
し
た
公
文

書
の
受
け
入
れ
な
ど
を
行
っ
た
。『
宋
書
』
や
『
南
史
』
の
張
暢
伝

に
は
「
散
騎
常
侍
」
に
な
っ
た
と
い
う
記
述
は
み
え
な
い
。

⋆
譙
王
丞
相
＝
南
郡
王
、
劉
義
宣
の
こ
と
。『
宋
書
』
巻
六
十
八
、『
南

史
』
巻
十
三
に
伝
あ
り
。『
宋
書
』
の
南
郡
王
義
宣
の
伝
に
は
元
嘉

二
十
一
年
（
四
四
四
）
に
は
荊
州
刺
史
に
、
元
嘉
三
十
年
（
四
五
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三
）
に
は
荊
湘
二
州
刺
史
に
な
っ
た
と
あ
る
。
ま
た
『
宋
書
』
の
張

暢
伝
に
は
「
故
以
暢
爲
南
譙
王
義
宣
司
空
長
史
、
南
郡
太
守
。（
中

略
）
義
宣
既
有
異
圖
、
蔡
超
等
以
暢
民
望
、
勸
義
宣
留
之
、
乃
解
南

蠻
校
尉
以
授
暢
、
加
冠
軍
將
軍
、
領
丞
相
長
史
（
故
に
暢
を
以
て
南

譙
王
義
宣
の
司
空
長
史
、
南
郡
太
守
と
為
す
。〔
中
略
〕
義
宣
既
に

異
図
有
り
、
蔡
超
等
暢
の
民
望
を
以
て
、
義
宣
に
之
を
留
む
る
を

勧
む
。
乃
ち
〔
義
宣
〕
南
蛮
校
尉
を
解
き
て
以
て
暢
に
授
く
、〔
張

暢
〕
冠
軍
将
軍
を
加
へ
、
丞
相
長
史
を
領
す
）」
と
あ
る
。

⋆

持
節
校
尉
＝
「
持
節
」
は
、
節
（
＝
天
子
か
ら
授
け
ら
れ
た
使
者

の
印
で
あ
る
旗
）
を
持
つ
こ
と
。「
校
尉
」
は
官
名
。
武
職
の
栄
名

と
さ
れ
た
が
、
後
に
散
官
と
な
り
将
軍
の
次
の
位
を
指
し
た
。「
持

節
校
尉
」
と
い
う
呼
称
は
他
に
み
ら
れ
ず
。

⋆

左
右
是
用
雖
以
諫
見
全
、
而
隨
衆
口
＝
こ
こ
の
箇
所
は
、
参
考
資

料
に
こ
の
部
分
に
該
当
す
る
記
述
が
な
く
、
文
字
の
決
定
も
含
め

て
難
し
い
。
前
後
の
文
脈
を
つ
な
げ
る
た
め
に
、
丞
相
劉
義
宣
は
、

前
文
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
諫
め
を
受
け
入
れ
て
、
張
暢
の
命
を
救
っ

た
が
、
殺
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
大
勢
の
意
見
に
従
い
、（
再
び
）

殺
そ
う
と
い
う
悪
い
気
持
ち
が
わ
き
上
が
っ
た
、
と
解
釈
し
て
み

た
が
待
考
。
董
書
は
、『
宋
書
』
張
暢
伝
に
あ
る
処
刑
を
免
れ
た
あ

と
、
酒
ば
か
り
飲
ん
で
書
類
を
見
な
か
っ
た
と
い
う
記
述
（
補
説

参
照
）
を
根
拠
に
「
張
暢
は
、
他
の
人
の
諫
め
に
よ
っ
て
一
命
を

取
り
留
め
た
の
ち
、
人
の
流
れ
に
ま
か
せ
、
自
分
の
意
見
を
あ
ら

わ
さ
な
か
っ
た
。」
と
訳
し
、
そ
の
あ
と
に
（
　
）
で
「
劉
義
宣
の

身
辺
の
小
人
物
が
、
張
暢
に
つ
い
て
安
心
せ
ず
、
い
つ
も
劉
義
宣

に
張
暢
を
殺
す
よ
う
に
勧
め
て
い
た
」
と
の
補
足
を
つ
け
て
い
る
。

⋆

廷
尉
＝
官
名
。
罪
の
訴
訟
を
掌
り
、
郡
国
の
疑
獄
も
担
当
し
た
。

『
晋
書
』
巻
三
十
三
何
曾
伝
に
「
芝
繫
在
廷
尉
、
顧
影
知
命
、
計
日

備
法
（〔
何
曾
の
娘
〕
芝
繋
が
れ
て
廷
尉
に
在
り
、
影
を
顧
み
て
命

を
知
り
、
日
を
計
り
て
法
を
備
ふ
）」。『
宋
書
』
巻
五
十
九
の
張
暢

伝
に
「
送
京
師
、
下
廷
尉
、
削
爵
土
（
京
師
に
送
ら
れ
、
廷
尉
に

下
り
、
爵
土
を
削
ら
る
）」
と
あ
り
史
実
と
一
致
す
る
。

【
補
説
】

「
廷
尉
に
在
り
」
の
こ
の
部
分
に
至
る
ま
で
の
話
の
流
れ
は
、『
宋
書
』

巻
五
十
九
の
伝
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
義
宣
將
爲
逆
、
遣
嬖

人
翟
靈
寶
謂
暢
『
朝
廷
簡
練
舟
甲
、
意
在
西
討
、
今
欲
發
兵
自
衞
』。
暢

曰
『
必
無
此
理
、
請
以
死
保
之
』。
靈
寶
知
暢
不
回
、
勸
義
宣
殺
以
徇
衆
。

即
遣
召
暢
、
止
于
東
齋
、
彌
日
不
與
相
見
、
賴
司
馬
竺
超
民
保
持
、
故
獲

全
免
。
既
而
進
號
撫
軍
、
別
立
軍
部
、
以
收
民
望
。
暢
雖
署
文
檄
、
而

飲
酒
常
醉
、
不
省
文
書
。
隨
義
宣
東
下
、
梁
山
戰
敗
、
義
宣
奔
走
、
暢
於
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兵
亂
自
歸
、
爲
軍
人
所
掠
、
衣
服
都
盡
。
値
右
將
軍
王
玄
謨
乘
輿
出
營
、

暢
已
得
敗
衣
、
排
玄
謨
上
轝
、
玄
謨
意
甚
不
説
、
諸
將
欲
殺
之
、
隊
主
張

世
營
救
得
免
。
送
京
師
、
下
廷
尉
、
削
爵
土
、
配
左
右
尚
方
。
尋
見
原

（〔
劉
〕
義
宣
将
に
逆
を
為
さ
ん
と
し
、
嬖
人
翟
霊
宝
を
遣
り
て
暢
に
謂

は
し
む
『
朝
廷
舟
甲
を
簡
練
す
る
は
、
意
西
討
に
在
り
、
今
兵
を
発
し

て
自
ら
衛
ら
ん
と
欲
す
』
と
。
暢
曰
く
「
必
ず
此
の
理
無
く
、
請
ふ
死

を
以
て
之
を
保
つ
を
』
と
。
霊
宝
暢
の
回
ら
ざ
る
を
知
り
、
義
宣
に
殺

し
て
以
て
衆
に

と
な徇

へ
ん
こ
と
を
勧
む
。
即
ち
暢
を
召
さ
し
め
、
東
斎
に

止
め
、
彌
日
与
に
相
見
え
ず
、
司
馬
竺
超
民
の
保
持
す
る
に
賴
り
て
、

故
に
全
く
免
る
る
を
獲
た
り
。
既
に
し
て
号
を
進
め
撫
軍
し
、
別
に
軍

部
を
立
て
、
以
て
民
望
を
収
む
。
暢
文
檄
を
署
す
と
雖
も
、
酒
を
飲
み

て
常
に
酔
ひ
、
文
書
を
省
み
ず
。
義
宣
に
随
ひ
て
東
下
し
、
梁
山
戦
敗

れ
、
義
宣
奔
走
し
、
暢
兵
乱
に
於
い
て
自
ら
帰
し
、
軍
人
の
掠
む
所
と

為
り
、
衣
服
都
て
尽
く
。
右
将
軍
王
玄
謨
の
輿
に
乗
り
て
営
を
出
づ
る

に
値
り
、
暢
已
に
敗
衣
を
得
て
、
玄
謨
を
排
し
て
轝
に
上
り
、
玄
謨
意

甚
だ
説
ば
ず
、
諸
将
之
を
殺
さ
ん
と
欲
し
、
隊
主
張
世
営
救
ひ
て
免
る

る
を
得
る
。
京
師
に
送
ら
れ
、
廷
尉
に
下
り
、
爵
土
を
削
ら
れ
、
左
右

尚
方
に
配
せ
ら
り
。
尋
い
で

ゆ
る原

さ
る
）」。

張
暢
は
劉
義
宣
に
捕
え
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
劉
義
宣
の
腹
心
の
臣

下
で
あ
っ
た
竺
超
民
に
助
け
ら
れ
、
次
に
兵
乱
に
巻
き
込
ま
れ
て
衣
服

を
取
ら
れ
た
が
、
王
玄
謨
に
助
け
ら
れ
、
ま
た
将
軍
た
ち
に
殺
さ
れ
そ

う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
張
世
に
助
け
ら
れ
て
免
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
話
が
簡
潔
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

本
話
は
、
張
暢
の
史
実
と
ほ
ぼ
合
致
し
、
さ
ら
に
元
嘉
末
に
荊
州
長

史
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
は
正
史
を
補
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
詳
し
い

考
証
が
牧
田
書
注
（
56
）
に
み
ら
れ
る
。

（
中
国
文
学
専
攻
　
修
士
一
年
　
林
美
江
）

陸
杲
の
妻
の
一
族
で
あ
る
呉
郡
張
氏
は
、
仏
教
信
仰
に
あ
つ
い
一
族

で
あ
り
、
そ
の
信
仰
の
様
相
は
、
撫
尾
正
信
「
呉
郡
張
氏
と
仏
教
」（『
龍

谷
史
壇
』
五
六
･
五
七
合
併
号
、
一
九
六
六
）、
南
部
松
雄
「
呉
郡
張
氏

に
お
け
る
精
神
活
動
」（『
相
愛
女
子
大
学
相
愛
女
子
短
期
大
学
研
究
論

集
』
一
五
、
一
九
六
八
）
に
詳
し
い
。
ま
た
、
そ
の
仏
教
信
仰
を
す
る

家
庭
内
環
境
で
、
こ
の
よ
う
な
応
験
譚
が
語
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

こ
と
は
、
小
南
一
郎
「
六
朝
隋
唐
小
説
史
の
展
開
と
仏
教
信
仰
」（
福
永

光
司
編
『
中
国
中
世
の
宗
教
と
文
化
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
一

九
八
二
）
が
あ
り
、
四
三
〇
頁
に
お
い
て
『
繫
観
世
音
応
験
記
』
に
張

氏
一
族
か
ら
話
し
が
伝
達
し
た
痕
跡
が
み
ら
れ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、

本
条
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
次
の
〔
35
〕
の
張
の
話
も
呉

郡
張
氏
の
一
人
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
〔
38
〕
で
は
呉
郡
張
氏

の
一
族
と
確
認
で
き
る
人
物
が
陸
杲
と
と
も
に
応
験
譚
を
聞
い
た
こ
と
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が
し
る
さ
れ
る
。

（
佐
野
誠
子
）

〔
35
〕

【
本
文
】

張
達
者
、
曽
繫
獄
應
死
。
既
無
復
他
冀
、
唯
誦

（
1
）『

觀
世
音
經
』。
近
得

千
遍
、
而
鉗
鎖
皆
折
。
少
日
得
出
、
遂
爲
道
人
。

【
参
考
資
料
】

　

⋆

『
弁
正
論
』
巻
七
注
所
引
『
張
氏
別
伝
』

⋆

『
太
平
広
記
』
巻
一
百
十
一
「
張
達
」
出
『
張
氏
伝
』

【
校
注
】

(

1)

底
本
は
「
誦
」
字
を
欠
く
。
文
意
に
よ
り
補
う
。

　【
書
き
下
し
】

張
達
は
、
曽
て
獄
に
繋
が
れ
て
応
に
死
す
べ
し
。
既
に
復
た
他
に
冀

ふ
無
く
、
唯
だ
『
観
世
音
経
』
を
誦
ず
る
の
み
。
近
く
千
遍
を
得
て
、
鉗

鎖
皆
折
る
。
少
日
に
し
て
出
づ
る
を
得
、
遂
に
道
人
と
為
る
。

【
訳
】

張
達
は
、
か
つ
て
投
獄
さ
れ
死
刑
と
な
っ
た
。
依
然
と
し
て
や
は
り

他
に
助
か
る
望
み
は
な
く
、
た
だ
『
観
世
音
経
』
を
と
な
え
る
だ
け
だ
っ

た
。
千
回
近
く
に
な
る
と
、
枷
と
鎖
が
す
べ
て
折
れ
た
。
日
わ
ず
か
に

し
て
、
釈
放
さ
れ
、
そ
こ
で
、
僧
侶
と
な
っ
た
。

【
語
注
】

　

⋆

張
達
＝
人
名
。
詳
細
不
詳
。『
三
国
志
』
や
『
北
史
』
に
張
達
と
い

う
名
前
の
人
物
が
み
え
る
が
、
同
一
人
物
で
あ
る
と
の
証
拠
は
な

い
。
前
話
か
ら
の
流
れ
を
考
え
る
と
、
張
氏
一
族
の
一
人
で
あ
っ

た
可
能
性
が
あ
る
。

⋆

冀
＝
希
望
。
願
い
。

（
中
国
文
学
専
攻
　
学
部
三
年
　
加
藤
薫
）

【
補
説
】

『
弁
正
論
』
及
び
『
太
平
広
記
』
に
み
え
る
文
章
は
、
両
者
ほ
ぼ
同
文

で
あ
る
。『
繋
観
世
音
応
験
記
』
同
様
短
い
が
、
少
し
内
容
が
違
う
た
め
、

こ
こ
に
載
せ
る
。「
張
達
有
罪
繋
獄
。
分
當
受
死
。
乃
專
念
觀
音
。
鎖
械

自
脱
。
因
遂
獲
免
。
終
身
齋
戒
」（『
弁
正
論
』
に
よ
る
。『
太
平
広
記
』

は
「
觀
音
」
を
「
觀
世
音
」
に
作
る
）。
こ
ち
ら
で
は
、
出
家
で
は
な
く

斎
戒
を
し
た
、
と
な
っ
て
い
る
。
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両
者
の
出
所
と
な
っ
て
い
る
『
張
氏
（
別
）
伝
』
に
つ
い
て
は
、『
隋

志
』
等
に
著
録
な
く
不
詳
。
呉
郡
張
氏
に
関
す
る
別
伝
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
ほ
か
に
同
一
と
思
わ
れ
る
書
名
が
み
え
る
の
は
、『
仏
祖
統

記
』
に
「
賈
氏
、
釋
道
安
之
門
人
。
其
英
姿
朗
韻
、
清
行
素
節
。
詳
諸

舊
碑
及
『
張
氏
傳
』（
賈
氏
、
釈
道
安
の
門
人
な
り
。
其
れ
英
姿
朗
韻
に

し
て
、
清
行
素
節
な
り
。
諸
旧
碑
及
び
『
張
氏
伝
』
に
詳
か
な
り
）」
と

あ
る
の
み
の
よ
う
で
あ
る
。

（
佐
野
誠
子
）

〔
36
〕

【
本
文
】

王
穀
、
建
德
郡
人
也
。
爲
黃
龍
國
守
庫
吏
。
器
物
耗
散
、
罪
當
至
死
。

心
念
耗
在
己
藏
、
而
罪
無
所
逃
、
即
便

（
1
）

至
心
誦
『
觀
世
音
經
』。
得
千

遍
、
身
上
鎖
械
悉
斷
絶
。
又
恒
聞
異
香
、
心
益
傾

（
2
）

至
。
少
日
、
遂
意
外

得
免
焉
。

【
参
考
資
料
】

　

⋆

『
法
華
伝
記
』
巻
六

【
校
注
】

(

1)

底
本
は
「
使
」
に
作
る
。『
法
華
伝
記
』
に
よ
り
改
め
る
。

(

2)

底
本
は
「
項
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

　【
書
き
下
し
】

王
穀
は
、
建
徳
郡
の
人
な
り
。
黄
竜
国
の
守
庫
吏
為
り
。
器
物
耗
散

し
、
罪
当
に
死
に
至
る
べ
し
。
心
念
す
る
に
耗
は
己
の
蔵
に
在
り
て
、
罪

よ
り
逃
が
る
る
所
無
し
、

す
な
は

即
便
ち
至
心
に
し
て
『
観
世
音
経
』
を
誦
す
。

千
遍
を
得
れ
ば
、
身
上
の
鎖
械
悉
く
自
ら
断
絶
す
。
又
た
恒
に
異
香
を

聞
け
ば
、
心
益
す
傾
き
至
る
。
少
日
に
し
て
、
遂
に
意
外
に
も
免
る
る

を
得
た
り
。

【
訳
】

王
穀
は
建
徳
郡
（
河
北
省
徐
水
県
）
の
人
で
あ
る
。
黄
竜
国
（
遼
寧

省
朝
陽
）
の
守
庫
吏
で
あ
っ
た
。
倉
庫
の
器
物
が
す
っ
か
り
な
く
な
っ

て
し
ま
い
、
死
罪
と
な
っ
た
。
王
穀
は
心
の
中
で
考
え
て
み
て
、
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
自
分
の
管
理
下
の
倉
庫
で
あ
っ
た
た
め
、
刑
罰

か
ら
は
逃
れ
よ
う
も
な
か
っ
た
。
た
だ
ち
に
ま
ご
こ
ろ
を
も
っ
て
『
観

世
音
経
』
を
と
な
え
千
回
に
及
ぶ
と
、
か
ら
だ
に
つ
け
ら
れ
た
鎖
や
枷
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が
す
べ
て
ひ
と
り
で
に
断
ち
切
れ
た
。
ま
た
、
い
つ
も
ど
こ
か
ら
か
不

思
議
な
匂
い
が
し
た
た
め
、
王
穀
の
気
持
ち
は
ま
す
ま
す
ひ
と
す
じ
に

極
ま
っ
た
。
日
わ
ず
か
に
し
て
、
思
い
の
ほ
か
釈
放
さ
れ
た
。

【
語
注
】

　

⋆

王
穀
＝
人
名
。
詳
細
不
詳
。

⋆

黃
龍
國
＝
五
胡
十
六
国
時
代
の
国
で
あ
る
北
燕
（
四
〇
七
―
四
三

六
）
に
対
す
る
南
朝
で
の
呼
称
。
馮
跋
が
黄
竜
府
す
な
わ
ち
竜
城

に
建
国
し
た
。『
宋
書
』
巻
九
十
七
東
夷
高
句
驪
国
伝
に
「
先
是
、

鮮
卑
慕
容
寶
治
中
山
、
爲
索
虜
所
破
、
東
走
黃
龍
。
義
熙
初
、
寶

弟
熙
爲
其
下
馮
跋
所
殺
、
跋
自
立
爲
主
、
自
號
燕
王
、
以
其
治
黃

龍
城
、
故
謂
之
黃
龍
國
（
先
に
是
れ
、
鮮
卑
慕
容
宝
中
山
を
治
め
、

索
虜
の
破
る
所
と
為
り
、
東
の
か
た
黄
竜
に
走
る
。
義
熙
の
初
め
、

宝
の
弟
熙
其
の
下
の
馮
跋
の
殺
す
所
と
為
り
、
跋
自
ら
立
ち
て

主
と
為
り
、
自
ら
燕
王
と
号
す
。
其
の
治
の
黄
竜
城
を
以
て
、
故

に
之
を
黄
竜
国
と
謂
ふ
）」
と
あ
る
。

⋆

守
庫
吏
＝
倉
庫
番
の
役
人
の
呼
称
と
考
え
ら
れ
る
。
補
説
参
照
。

⋆

耗
散
＝
す
っ
か
り
な
く
な
る
こ
と
。『
梁
書
』
巻
三
武
帝
紀
「
侵
割

耗
散
官
物
、
無
問
多
少
、
亦
悉
原
除
（
官
物
を
侵
割
耗
散
す
る
は
、

多
少
を
問
ふ
無
く
、
亦
た
悉
く
原
除
せ
よ
）」。

【
補
説
】

守
庫
吏
は
、
倉
庫
守
衛
官
吏
の
名
称
と
思
わ
れ
る
。
参
考
資
料
の
『
法

華
伝
記
』
で
は
、「
黃
龍
國
守
」
と
「
庫
吏
」
に
分
か
れ
て
お
り
、
王
穀

が
「
黃
龍
國
守
」
で
、
器
物
を
耗
散
し
た
主
体
は
「
庫
吏
」
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、〔
21
〕
に
見
ら
れ
る
類
話
で
は
「
庫
吏
」
が
登
場
す
る
た

め
、
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
「
黃
龍
國
守
」
と
「
庫
吏
」
に
分
け
て
解
釈
す

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
次
の
〔
37
〕
に
は
、
張
達
と
同
じ

建
徳
郡
の
人
で
黄
龍
国
の
典
炭
吏
で
あ
る
孫
欽
が
物
資
の
耗
散
に
よ
っ

て
死
刑
と
さ
れ
る
話
が
あ
り
、〔
36
〕
と
〔
37
〕
は
、
地
域
と
国
も
同

じ
な
類
話
で
あ
る
。
そ
こ
で
語
句
を
対
応
さ
せ
て
考
え
る
と
、「
黃
龍
國

守
庫
吏
」
に
〔
37
〕
の
「
黃
龍
國
典
炭
吏
」
が
対
応
す
る
た
め
、「
黃
龍

國
守
庫
吏
」
と
一
語
で
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
訳
は
こ
ち
ら

に
従
っ
た
。
典
炭
吏
は
木
炭
を
管
理
す
る
官
職
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ

も
同
様
に
未
詳
で
あ
る
。
こ
の
二
話
は
、
同
一
人
物
か
ら
聞
い
た
話
を

連
続
し
て
書
き
留
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
中
国
文
学
専
攻
　
学
部
三
年
　
加
藤
薫
）

『
法
華
伝
記
』
は
、「
在
己
蔵
」
を
「
非
己
蔵
」
に
作
り
、
王
穀
は
自
分

の
責
任
で
な
い
罪
を
負
わ
さ
れ
た
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ

れ
ま
で
の
応
験
譚
で
は
、
本
人
が
罪
を
犯
し
て
い
る
こ
と
さ
え
、
観
世
音

信
仰
に
よ
っ
て
死
罪
を
免
れ
た
話
が
あ
り
、
自
ら
が
犯
し
た
罪
で
あ
っ
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た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、『
法
華
伝
記
』
で
は
、「
又
恒
聞
」
以
下
の

文
が
な
く
、「
人
謂
希
有
矣
（
人
謂
へ
ら
く

ま
れ希

に
有
る
な
り
）」
と
の
言

葉
で
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

（
佐
野
誠
子
）

〔
37
〕

【
本
文
】

孫
欽
、
建
德
郡
人
也
。
爲
黃
龍
國
典
炭

（
1
）

吏
。
亦

（
2
）

減
（
3
）

耗
、
應
死
。
誦
『
觀

世
音
經
』、
得
三
百
遍
、
覺
身
意
自
好
、
不
復
愁
。
鎖
械
自
寛
、
隨

（
4
）

意
得

脱
。
自
知
無
他
、
所
以
不
走
。
少
時
遇
赦
得
散
。
欽
性
好
畋
魚
殺
害
、
從

此
（
5
）

精
進
。

【
参
考
資
料
】

　

⋆

な
し

【
校
注
】

(

1)

底
本
は
「
灰
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(

2)

底
本
欠
損
あ
り
判
読
し
難
し
。
牧
田
書
は
「
火
」
に
孫
書
は
「
失
」

に
董
書
は
「
亦
」
に
翻
字
す
る
。
ひ
と
ま
ず
「
亦
」
と
す
る
。

(

3)

底
本
は
「
咸
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(

4)

底
本
は
「
遍
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(

5)

底
本
は
「
此
」
字
を
欠
く
。
文
意
に
よ
り
補
う
。

　【
書
き
下
し
】

孫
欽
は
建
徳
郡
の
人
な
り
。
黄
竜
国
の
典
炭
吏
為
り
。
亦
た
減
耗
し
、

応
に
死
す
べ
し
。『
観
世
音
経
』
を
誦
し
て
三
百
遍
を
得
、
身
意
自
ら
好

き
を
覚
え
、
復
た
愁
へ
ず
。
鎖
械
自
ら
寛
た
り
て
、
意
に
随
ひ
て
脱
す

る
を
得
た
り
。
自
ら
他
無
き
を
知
り
、
所
以
に
走
ら
ず
。
少
時
赦
に
遇

ひ
て
　は

な散　
た
る
る
を
得
た
り
。
欽
の
性
は
畋
魚
殺
害
す
る
を
好
む
も
、
此

れ
従
り
精
進
す
。

【
訳
】

孫
欽
は
建
徳
郡
（
河
北
省
徐
水
県
）
の
人
で
あ
っ
た
。
黄
竜
国
の
典

炭
吏
で
あ
っ
た
。
王
穀
と
同
じ
く
ま
た
物
資
が
減
っ
て
、
罪
に
問
わ
れ

死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。『
観
世
音
経
』
を
と
な
え
る
こ
と
三
百

回
に
し
て
、
身
体
と
心
と
が
自
然
と
好
調
に
な
る
の
を
感
じ
、
以
前
の

よ
う
に
憂
い
を
感
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
鎖
や
枷
は
自
然
と
緩
ま
り
、

思
う
ま
ま
に
は
ず
す
こ
と
が
で
き
た
。
自
ら
逃
亡
す
る
気
は
な
か
っ
た
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の
で
、
脱
走
し
な
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
恩
赦
に
あ
っ
て
、
釈
放

さ
れ
た
。
孫
欽
の
性
格
は
狩
猟
や
漁
業
を
し
て
、
殺
生
す
る
こ
と
を
好

む
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
精
進
に
励
ん
だ
。

【
語
注
】

　

⋆

孫
欽
＝
人
名
。
詳
細
不
詳
。

⋆

黃
龍
國
＝
〔
36
〕
語
注
参
照
。

⋆

典
炭
吏
＝
こ
の
官
職
名
は
未
詳
で
あ
る
が
、
董
書
で
は
清
・
黄
本

驥
の
『
歴
代
職
官
表
』
巻
四
・
内
務
府
に
お
い
て
宋
斉
梁
陳
代
に

お
か
れ
た
「
炭
庫
柴
署
令
、
丞
」
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
う
ち
の
、
炭

庫
令
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
宮
廷
の
木
炭
を
管
理
す

る
職
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
な
お
、
表
に
は
南
朝
の
官
職
し
か
み
え

な
い
が
、
附
属
の
瞿
蛻
園
に
よ
る
『
歴
代
職
官
概
述
』
に
は
「
北
朝

の
官
職
制
度
は
代
替
の
上
に
お
い
て
南
朝
の
影
響
を
受
け
た
」
と

あ
る
。
そ
の
た
め
、
南
朝
に
お
け
る
炭
庫
令
に
相
当
す
る
官
職
が

北
朝
に
お
い
て
も
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
典
炭
吏
」
は
そ
の

呼
称
で
あ
ろ
う
。

⋆

亦
＝
校
注
（
2
）
参
照
。〔
36
〕
と
経
緯
が
似
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
か
。

⋆

減
耗
＝
一
定
数
あ
る
べ
き
物
資
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
指
す
。

『
三
国
志
』
巻
五
十
七
駱
統
伝
に
は
「
彊
鄰
大
敵
非
造
次
所
滅
、
疆

埸
常
守
非
期
月
之
戍
、
而
兵
民
減
耗
、
後
生
不
育
（
彊
鄰
大
敵
は

造
次
の
滅
ぼ
す
所
に
非
ず
、
疆
埸
常
に
守
る
は
期
月
の
戍
に
非
ず
、

而
る
に
兵
民
減
耗
し
、
後
生
育
た
ず
）」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
後

世
の
た
め
に
あ
る
程
度
の
数
が
あ
る
べ
き
兵
士
や
人
民
が
減
っ
て

い
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

⋆

畋
魚
＝
畋
漁
に
同
じ
。
狩
猟
と
漁
業
。『
北
史
』
巻
十
九
魏
咸
陽

郡
王
坦
伝
「
性
好
畋
漁
、
無
日
不
出
。
秋
冬
獵
雉
兔
、
春
夏
捕
魚

蟹
、
鷹
犬
常
數
百
頭
（
性
畋
漁
を
好
み
、
日
に
出
で
ざ
る
無
し
。

秋
冬
は
雉
兔
を
猟
し
、
春
夏
は
魚
蟹
を
捕
へ
、
鷹
犬
は
常
に
百
頭

を
数
ふ
）」。

⋆

殺
害
＝
仏
教
説
話
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
こ
こ
で
は

「
殺
生
」
の
意
味
で
あ
る
と
解
す
べ
き
だ
ろ
う
。

⋆

精
進
＝
仏
道
に
励
む
の
意
で
「
精
進
」
の
語
が
た
び
た
び
で
て
き

て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
前
に
狩
猟
を
好
ん
で
い
た
こ
と
が

書
か
れ
て
い
る
た
め
、
日
本
語
の
精
進
の
よ
う
に
、
殺
生
を
せ
ず
、

生
臭
物
を
食
べ
な
い
、
の
意
が
強
く
で
て
い
る
。

（
中
国
文
学
専
攻
　
学
部
三
年
　
五
藤
嵩
也
）
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〔
38
〕

【
本
文
】

唐
永
祖

（
1
）

、
建
康
人
也
。
宋
孝
武
時
、
作
大
市
令
、
爲
藏
盗
被
收
。
臨

收
日
、
遇
見
相
識
道
人
、
教
其
念
敬

（
2
）

觀
世
音
。
永
祖

（
3
）

雖
本
不
信
向
、
而

事
急
爲
之
。
在
建
康
獄
、
經
六
日
、
晝
夜
存
念
、
兩
脚
著
鎖
忽
然
自
脱
。

永
祖
盗
更
最
著
、
不
復
得
入
。
其
告
獄
司
、
建
康
令
爲
啓
孝
武
。
孝
武

謂
其
昔
肥
今
痩
、
勅
更
爲
作
急
鎖
。
永
祖
既
見
靈
驗
、
益
増
至
到
。
復

三
日
、
言
夜
中
、
遂
陋
屋
有
光
、
脚
鎖
一
時
寸
折
。
獄
中
大
驚
。
建
康

吏
以
事
啓
孝

（
4
）

武
、
嘆
曰
「
我
欲
殺
偸
、
不
知
佛
又
何
意
念
之
。
今
若
害
、

違
佛
」。
即
勅
放
出
。
永
祖
出
、
即
推
宅
爲
寺
。
請
道
人
齋
會
。
郢
州
僧

統
釋
僧
顯
、
爾
時
親
受
其
請
、
具
知
此
事
、
爲
杲
説
之
。
杲
舅
司
徒
左

長
史
張
融
、
從
舅
中
書
張
緒
同

（
5
）

聞
（
6
）

其
説
。

【
参
考
資
料
】

　

⋆

な
し

【
校
注
】

(

1)

底
本
は
「
君
丞
相
祖
」
に
作
る
。
目
録
部
分
に
よ
り
、「
永
祖
」
に

改
め
る
。

(

2)

底
本
は
「
散
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(

3)

「
永
祖
」、
底
本
は
「
丞
相
」
に
作
る
。
目
録
部
分
に
よ
り
改
め
る
。

以
下
同
。

(

4)

底
本
は
「
李
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(

5)

底
本
は
「
司
」
に
作
る
。
左
側
に
ミ
セ
ケ
チ
。
上
部
に
「
𠕀
」（
日

本
に
お
い
て
は
「
同
」
の
異
体
字
と
し
て
用
い
ら
れ
る
）
と
の
訂

正
あ
り
。

(

6)

底
本
は
「
間
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

　【
書
き
下
し
】

唐
永
祖
は
、
建
康
の
人
な
り
。
宋
孝
武
の
時
、
大
市
令
と
作
り
、
蔵

盗
を
為
し
て
収
め
ら
る
。
収
め
ら
る
る
日
に
臨
み
、
た
ま
た
遇
ま
相
識
る
道
人

に
見
え
、
其
の
観
世
音
を
念
じ
敬
ふ
を
教
は
る
。
永
祖
本
よ
り
信
向
せ

ざ
る
と
雖
も
、
事
急
な
り
て
之
を
為
す
。
建
康
の
獄
に
在
り
て
、
六
日

を
経
て
、
昼
夜
存
念
す
る
に
、
両
脚
の
著
き
し
鎖
忽
然
と
し
て
自
ら
脱

す
。
永
祖

ひ
そ盗

か
に
更
め
て

あ
つ最

め
著
く
る
も
、
復
た
入
る
を
得
ず
。
其
れ

獄
司
に
告
げ
、
建
康
の
令
為
に
孝
武
に
啓
す
。
孝
武
其
れ
昔
肥
え
今

痩
せ
る
を

お
も謂

ひ
、
勅
し
て
更
め
て
急
な
る
鎖
を
作
る
を
為
さ
し
む
。
永

祖
既
に
霊
験
を
見
る
に
、
益
増
し
て
至
到
す
。
復
た
三
日
し
て
、
夜
中
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に
言
ふ
に
、
遂
に
陋
屋
に
光
有
り
、
脚
鎖
一
時
に
寸
折
す
、
と
。
獄
中

大
い
に
驚
く
。
建
康
の
吏
事
を
以
て
孝
武
に
啓
し
、
嘆
じ
て
曰
く
「
我

偸
を
殺
さ
ん
と
欲
す
る
も
、
仏
は
又
た
何
の
意
あ
り
て
か
之
を
念
ふ
を

知
ら
ず
。
今
若
し
害
す
れ
ば
、
仏
に
違
は
ん
」
と
。
即
ち
勅
し
て
放
出

せ
し
む
。
永
祖
出
で
て
即
ち
宅
を
推
し
て
寺
と
為
し
、
道
人
に
請
ひ
て

斎
会
す
。
郢
州
の
僧
統
釈
僧
顕
、
爾
の
時
親
し
く
其
の
請
を
受
け
、
具

さ
に
此
の
事
を
知
り
、
杲
の
為
に
之
を
説
く
。
杲
の
舅
の
司
徒
左
長
史

張
融
、
從
舅
の
中
書
張
緒
も
同
に
其
の
説
を
聞
く
。

【
訳
】

唐
永
祖
は
、
建
康
（
江
蘇
省
南
京
）
の
人
で
あ
る
。
宋
の
孝
武
帝
（
在

位
四
五
三
―
四
六
四
）
の
と
き
に
大
市
令
と
な
り
、
蔵
か
ら
物
を
盗
ん
だ

た
め
に
収
監
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
収
監
さ
れ
る
日
に
な
っ
て
、
た

ま
た
ま
面
識
の
あ
る
道
人
に
あ
い
、
道
人
か
ら
、
観
世
音
を
念
じ
て
敬

う
こ
と
を
教
わ
っ
た
。
永
祖
は
元
々
観
世
音
を
信
仰
し
て
い
な
か
っ
た

が
、
事
が
迫
っ
て
い
る
の
で
そ
れ
を
実
行
し
た
。
建
康
の
牢
獄
で
六
日

経
ち
、
昼
夜
常
に
心
で
観
世
音
の
こ
と
を
思
っ
て
い
る
と
、
両
脚
に
つ
い

て
い
た
鎖
が
突
然
ひ
と
り
で
に
外
れ
た
。
永
祖
は
こ
っ
そ
り
と
付
い
て

い
た
鎖
を
更
め
て
集
め
て
取
っ
て
つ
け
よ
う
と
し
た
が
、
再
び
入
れ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
牢
獄
の
役
人
に
告
げ
た
。
建
康
の

役
人
は
そ
の
た
め
に
孝
武
帝
に
申
し
上
げ
た
。
孝
武
帝
は
、
永
祖
が
前

は
太
っ
て
い
た
の
が
、
今
は
痩
せ
た
の
だ
と
思
い
、
さ
ら
に
き
つ
く
鎖
で

縛
る
よ
う
に
命
じ
た
。
永
祖
は
既
に
観
世
音
の
し
る
し
を
見
て
い
た
た

め
、
益
々
信
仰
の
心
を
極
め
た
。
再
び
三
日
後
、
夜
中
に
牢
獄
に
光
が

放
た
れ
、
脚
に
付
い
て
い
た
鎖
が
一
挙
に
ズ
タ
ズ
タ
に
切
れ
た
、
と
言
っ

た
。
牢
獄
内
の
人
は
大
い
に
驚
い
た
。
建
康
の
役
人
は
こ
の
事
を
孝
武

帝
に
申
し
上
げ
る
と
、
孝
武
帝
は
嘆
い
て
「
私
は
盗
人
を
殺
し
た
い
と

願
っ
た
が
、
仏
は
な
ぜ
か
わ
か
ら
な
い
が
、
彼
に
思
い
を
か
け
て
い
る
。

今
も
し
彼
を
傷
つ
け
れ
ば
、
仏
に
背
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
言
っ

た
。
そ
こ
で
、
永
祖
を
解
き
放
つ
よ
う
に
命
じ
た
。
永
祖
は
、
獄
か
ら

出
た
あ
と
、
す
ぐ
に
自
宅
を
寺
に
寄
進
し
て
、
僧
に
頼
ん
で
斎
会
を
し

た
。
郢
州
（
湖
北
省
武
昌
県
）
出
身
の
僧
統
で
あ
る
釈
僧
顕
は
、
当
時
自

ら
そ
の
頼
み
を
受
け
た
こ
と
で
、
詳
し
く
こ
の
出
来
事
を
知
り
、
陸
杲

の
た
め
に
話
し
て
く
れ
た
。
陸
杲
の
舅
で
あ
る
左
長
史
の
張
融
や
、
母

方
の
い
と
こ
で
あ
る
中
書
の
張
緒
も
同
じ
よ
う
に
そ
の
話
を
聞
い
た
。

【
語
注
】

　

⋆
唐
永
祖
＝
人
名
。
詳
細
不
詳
。

⋆

孝
武
帝
＝
劉
宋
の
第
四
代
皇
帝
劉
駿
。
字
は
子
龍
。
諡
は
孝
武
。

『
宋
書
』
巻
六
に
本
紀
あ
り
。
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⋆
大
市
令
＝
官
名
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
不
詳
。
大
規
模
な
市
場
の

管
理
を
つ
か
さ
ど
っ
た
か
。

⋆

盗
＝
ひ
そ
か
に
。『
捜
神
記
』
巻
十
六
「
夜
伺
其
寝
後
、
盗
照
視
之

（
夜
其
の
寝
る
後
を
伺
ひ
、
盗
か
に
照
ら
し
て
之
を
視
る
）」。

⋆

最
＝
集
め
る
。
董
書
は
「
最
」
字
を
「
㝡
」（
最
の
異
体
字
）
と
し

た
上
で
、「
取
」
字
に
訂
正
し
て
い
る
。

⋆

推
＝
ゆ
ず
る
。『
南
史
』
巻
二
十
五
垣
護
之
伝
景
賓
伝
「
鎮
之
又
推

齋
屋
三
間
與
之
、
亦
不
肯
受
（
鎮
之
又
た
斎
屋
の
三
間
を
推
し
て

之
に
与
へ
ん
と
す
る
も
、
亦
た
肯
へ
て
受
け
ず
）」。

⋆

僧
統
＝
僧
侶
の
位
称
。『
大
宋
僧
史
略
』
巻
中
に
あ
る
「
僧
統
」
の

項
目
に
は
「
秦
制
關
中
、
立
僧
正
爲
宗
首
。
魏
尊
北
土
、
改
僧
統

領
緇
徒
（
秦
関
中
を
制
し
、
僧
正
を
立
て
宗
首
と
為
す
。
魏
北

土
を
尊
び
、
僧
統
に
改
め
て
緇
徒
を
領
べ
し
む
）」
と
し
る
さ
れ
て

い
る
。

⋆

僧
顯
＝
僧
侶
の
名
。『
広
弘
明
集
』
巻
二
十
四
元
魏
孝
文
帝
「
帝
以

僧
顯
爲
沙
門
都
統
詔
」
に
「
今
以
思
遠
寺
主
法
師
僧
顕
（
今
思
遠

寺
の
主
法
師
僧
顕
を
以
て
す
）」
と
の
記
述
が
あ
る
。
補
説
参
照
。

⋆

司
徒
左
長
史
＝
官
名
。
魏
晋
南
北
朝
に
置
か
れ
る
。
司
徒
右
長
史

よ
り
位
は
上
。
魏
・
晋
・
宋
の
と
き
は
六
品
。

⋆

張
融
＝
人
名
。
南
斉
、
呉
郡
の
人
。
字
は
思
光
。
四
四
四
―
四
九

七
。『
南
斉
書
』
巻
四
十
一
、『
南
史
』
巻
三
十
二
に
伝
あ
り
。
陸

杲
の
妻
の
父
親
に
あ
た
る
。

⋆

從
舅
＝
『
爾
雅
』
釈
親
に
「
母
之
從
父
晜
弟
爲
從
舅
（
母
の
従
父

け
い晜
て
い弟

を
従
舅
と
為
す
）」
と
あ
る
よ
う
に
母
方
の
い
と
こ
の
意
味
で

あ
る
が
、
実
際
は
、
張
緒
は
、
舅
張
融
の
父
方
の
は
と
こ
に
あ
た

る
。
補
説
参
照
。

⋆

張
緒
＝
人
名
。
南
斉
、
呉
郡
の
人
。
字
は
思
曼
。
諡
は
簡
。
四
二

三
―
四
八
九
。『
南
斉
書
』
巻
三
十
三
、『
南
史
』
巻
三
十
一
に
伝

あ
り
。
父
の
張
演
は
『
続
光
世
音
応
験
記
』
の
著
者
。

（
中
国
文
学
専
攻
　
修
士
二
年
　
岩
田
麻
愛
）

【
補
説
】

僧
顕
は
現
在
残
さ
れ
る
他
の
記
録
で
は
、
北
朝
で
僧
統
の
職
に
つ
い

た
こ
と
が
情
報
の
ほ
ぼ
す
べ
て
で
あ
る
。
同
一
人
物
で
あ
る
と
す
る
な

ら
ば
、
本
話
で
出
身
が
郢
州
（
湖
北
省
武
昌
県
）
で
あ
り
、
南
朝
に
も

い
た
こ
と
が
判
明
す
る
こ
と
、
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。
ち
な
み
に
、

山
崎
宏
『
支
那
中
世
仏
教
の
展
開
』（
法
蔵
館
一
九
七
一
、
も
と
清
水
書

店
一
九
四
二
）
第
二
部
第
一
章
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
僧
官
の
検
討
や
、

塚
本
善
隆
『
魏
書
釈
老
志
の
研
究
』（『
塚
本
善
隆
著
作
集
』
第
一
巻
、
大

東
出
版
社
一
九
七
四
、
原
著
一
九
六
一
）
な
ど
で
、
僧
顕
の
僧
統
に
な
っ
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た
年
に
つ
い
て
の
検
討
が
な
さ
れ
、
史
書
の
年
号
記
述
に
矛
盾
が
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
山
崎
書
で
は
僧
顕
が
僧
統
に
な
っ
た
の
は
、

太
和
三
年
（
四
七
九
）
以
降
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
話
の
事
件
が
起
き

た
年
代
は
こ
れ
よ
り
も
前
で
あ
る
た
め
、
僧
顕
は
、
は
じ
め
南
朝
で
活

動
し
た
の
ち
に
、
北
魏
に
移
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
僧
顕
が
陸
杲
や
張
融
、
張
緒
に
こ
の
話
を
し
た
時
期
も
南
朝

に
い
た
と
き
の
こ
と
な
の
か
、
北
朝
に
移
っ
た
あ
と
も
南
に
来
る
こ
と

が
あ
り
、
そ
の
際
に
話
し
た
こ
と
で
あ
る
の
か
な
ど
が
気
に
な
る
が
、
特

定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
も
し
、
北
朝
に
移
る
前
で
あ
れ
ば
、
四
五

九
年
生
ま
れ
の
陸
杲
が
か
な
り
若
い
こ
ろ
に
聞
い
た
こ
と
と
な
る
。

こ
の
話
は
〔
33
〕
に
引
き
続
き
、
陸
杲
と
姻
戚
関
係
の
あ
る
呉
郡
張

氏
の
一
族
の
名
前
が
登
場
す
る
。
呉
郡
張
氏
と
仏
教
信
仰
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
〔
33
〕
補
説
に
お
い
て
解
説
し
た
。
張
融
の
祖
父
張

禕
と
張
緒
の
祖
父
張
裕
が
兄
弟
で
あ
り
、
融
と
緒
が
同
一
世
代
で
あ
る
。

（
佐
野
誠
子
）

〔
39
〕

【
本
文
】

韓
幼
宗

（
1
）

兄
子
、
名
徽
、
客
居
枝

（
2
）

江
。
宋
末

（
3
）

、
幼
宗
作
湘
州
府
中
兵

（
4
）

。

昇
明
元
年
、
荊
州
刺
史
沈
攸

（
5
）

之
下
代
朝
庭
、
湘
府
長
史
庾
珮

（
6
）

玉
據
州
中

立
。
庾
遂
疑
殺
幼
宗
、
收
徽
、
付
長
沙
獄
、
重
鎖
械
、
又
將
殺
之
。
徽

本
事
佛
、
能
誦
『
觀
世
音
經
』。
於
是
晝
夜
誦
經
、
至
數
百
遍
、
忽
然
鎖

械
大
鳴
、
如
燒
瓦
石
㶴
咤
。
發
衣
見
之
、
盡
解
在
床
上
。
徽
恐
獄
家
言

己
毀
、
遽
喚
告
之
。
吏
雖
驚
異
、
而
加
釘
鎖
。
又
諷
誦
得
一
日
、
鎖
械

復
鳴
㶴
自
解
。
吏
乃
具
告
佩
玉
、
佩
玉
取
鎖
視
之
、
服
其
誠
感
。
即
日

見
放
。

【
参
考
資
料
】

　

⋆

『
法
苑
珠
林
』
巻
二
十
七
所
引
『
冥
祥
記
』

⋄

『
冥
祥
記
』
第
一
一
九
話

【
校
注
】

(

1)
底
本
は
「
幻
宋
」
に
作
る
。
史
実
に
よ
り
改
め
る
。
以
下
同
。

(

2)

底
本
は
「
枚
」
に
作
る
。『
法
苑
珠
林
』
が
「
支
」
に
作
る
こ
と
及

び
実
在
の
地
名
に
よ
り
改
め
る
。
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(

3)
底
本
は
「
未
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(

4)

底
本
は
「
丘
〻
」
に
作
る
。
史
実
に
よ
り
改
め
る
。『
続
光
世
音
応

験
記
』
六
話
に
も
「
兵
」
字
を
「
五
〻
」
に
作
る
例
あ
り
。
衣
川

賢
二
「
張
演
『
續
光
世
音
応
験
記
』
訳
注
（
下
）」（『
花
園
大
学
文

学
部
研
究
紀
要
』
三
三
、
二
〇
〇
一
）
九
七
頁
参
照
。

(

5)

底
本
は
「
修
」
に
作
る
。
史
実
に
よ
り
改
め
る
。

(

6)

底
本
は
「
偑
」
に
作
る
。
史
実
に
よ
り
改
め
る
。

　【
書
き
下
し
】

韓
幼
宗
の
兄
子
、
名
は
徽
、
枝
江
に
客
居
す
。
宋
末
、
幼
宗
湘
州
府

中
兵
と
作
る
。
昇
明
元
年
、
荊
州
刺
史
沈
攸
之
下
り
て
朝
庭
に
代
は
ら

ん
と
す
る
も
、
湘
府
長
史
庾
佩
玉
州
に
據
り
て
中
立
す
。
庾
遂
に
疑
ひ

て
幼
宗
を
殺
し
、
徽
も
収
め
、
長
沙
の
獄
に
付
し
、
鎖
械
を
重
ね
、
又
た

将
に
之
を
殺
さ
ん
と
す
。
徽
本
よ
り
仏
に
事
へ
、
能
く
『
観
世
音
経
』

を
誦
ず
。
是
に
於
い
て
昼
夜
誦
経
し
、
数
百
遍
に
至
る
に
、
忽
然
と
し

て
鎖
械
大
い
に
鳴
り
、
瓦
石
を
焼
く
が
如
く

し㶴
た咤

す
。
衣
を
発
し
て
之

を
見
る
に
、
尽
く
解
か
れ
て
床
上
に
在
り
。
徽
獄
家
の
己
が

こ
ぼ毀

つ
と
言

ふ
を
恐
れ
、
遽
に
喚
び
て
之
を
告
ぐ
。
吏
驚
異
す
る
と
雖
も
、
加
へ
て

鎖
を
釘
う
つ
。
又
た
諷
誦
し
て
一
日
を
得
る
に
、
鎖
械
復
た
鳴

し㶴
し
て

自
ら
解
け
る
。
吏
乃
ち
具
さ
に
佩
玉
に
告
ぐ
。
佩
玉
鎖
を
取
り
之
を

視
て
、
其
の
誠
感
に
服
す
。
即
日
に
放
た
る
。

【
訳
】

韓
幼
宗
の
兄
の
子
で
名
は
徽
と
い
う
者
が
い
た
。
枝
江
（
湖
北
省
江

陵
県
の
西
）
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
宋
の
末
、
韓
幼
宗
は
湘
州

（
湖
南
省
湖
北
省
一
帯
）
府
の
中
兵
と
な
っ
た
。
昇
明
元
年
（
四
七
七
）、

荊
州
刺
史
の
沈
攸
之
が
東
下
し
て
朝
廷
（
建
康
）
に
取
っ
て
代
ろ
う
と

し
た
が
、
湘
府
長
史
の
庾
佩
玉
は
湘
州
に
い
た
ま
ま
で
、
朝
廷
、
沈
攸

之
の
ど
ち
ら
に
も
つ
か
な
か
っ
た
。
庾
佩
玉
は
そ
し
て
韓
幼
宗
を
疑
っ

て
彼
を
殺
し
、
さ
ら
に
兄
の
子
で
あ
る
韓
徽
も
捕
ら
え
て
、
長
沙
（
湖

南
省
長
沙
県
）
の
牢
獄
に
託
し
、
鎖
と
手
枷
を
重
ね
て
つ
け
、
さ
ら
に

韓
徽
を
殺
そ
う
と
し
た
。
韓
徽
は
も
と
も
と
仏
に
帰
依
し
て
い
て
、『
観

世
音
経
』
を
そ
ら
ん
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
昼
も
夜
も
『
観
世

音
経
』
を
唱
え
て
、
数
百
回
に
達
し
た
時
、
突
然
、
手
枷
が
盛
ん
に
鳴
り

始
め
、
瓦
や
石
を
焼
い
て
い
る
時
の
よ
う
に
大
き
な
音
が
し
た
。
服
を

除
け
て
露
わ
に
さ
せ
て
手
枷
を
見
て
み
る
と
、
全
て
ば
ら
ば
ら
に
な
っ

て
寝
台
の
上
に
あ
っ
た
。
韓
徽
は
、
牢
獄
の
役
人
に
自
分
で
手
枷
を
壊

し
た
と
言
わ
れ
る
の
を
恐
れ
て
、
す
ぐ
に
役
人
を
呼
び
寄
せ
て
手
枷
が

壊
れ
た
こ
と
を
知
ら
せ
た
。
役
人
は
驚
き
怪
し
ん
だ
が
、
さ
ら
に
鎖
を
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釘
う
ち
つ
け
た
。
さ
ら
に
、『
観
音
世
経
』
を
声
に
出
し
て
読
ん
で
一
日

経
っ
た
と
こ
ろ
、
鎖
と
手
枷
が
再
び
盛
ん
に
鳴
り
出
し
て
自
然
に
と
れ

て
し
ま
っ
た
。
役
人
は
そ
こ
で
庾
佩
玉
に
詳
し
く
こ
の
こ
と
を
知
ら
せ

た
。
庾
佩
玉
は
鎖
を
手
に
取
っ
て
よ
く
見
、
彼
の
観
世
音
へ
の
真
心
の

通
じ
た
こ
と
に
よ
る
霊
験
に
恐
れ
入
っ
た
。
そ
の
た
め
韓
徽
は
、
そ
の

日
の
う
ち
に
釈
放
さ
れ
た
。

【
語
注
】

　

⋆

韓
幼
宗
＝
中
兵
参
軍
・
臨
湘
令
の
職
に
あ
り
、
湘
州
を
守
っ
て
い

た
。『
宋
書
』
巻
八
十
三
黄
回
伝
に
記
述
が
み
え
る
。

⋆

韓
徽
＝
人
名
。
こ
の
話
で
「
韓
幼
宗
の
兄
の
子
」
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
以
外
、
詳
細
不
詳
。

⋆

客
居
＝
故
郷
で
な
い
土
地
に
い
る
。『
史
記
』
巻
九
十
二
淮
陰
侯
列

伝
「
漢
兵
二
千
里
客
居
（
漢
兵
二
千
里
客
居
す
）」。

⋆

中
兵
＝
中
兵
参
軍
の
こ
と
か
。
両
晋
・
南
北
朝
の
諸
侯
、
軍
府
僚

属
の
一
つ
。
府
の
中
兵
曹
の
職
務
も
つ
か
さ
ど
り
、
戦
略
な
ど
の

相
談
役
を
兼
ね
て
い
た
。
韓
幼
宗
が
中
兵
参
軍
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

補
説
参
照
。

⋆

沈
攸
之
＝
人
名
。
宋
、
呉
興
武
康
の
人
。
字
は
仲
達
。
戦
功
を
重

ね
て
四
方
を
平
定
し
、
朝
廷
に
対
し
て
何
度
も
謀
反
を
起
こ
し
た
。

『
宋
書
』
巻
七
十
四
、『
南
史
』
巻
三
十
七
に
伝
あ
り
。
荊
州
刺
史

に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
宋
書
』
の
伝
に
よ
る
と
、
泰
豫
元

年
（
四
七
二
）
に
荊
州
刺
史
と
な
っ
て
お
り
、
続
い
て
元
徽
四
年

（
四
七
六
）
に
車
騎
大
将
軍
に
抜
擢
さ
れ
て
お
り
、
荊
州
刺
史
を
そ

の
ま
ま
兼
任
し
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

⋆

庾
佩
玉
＝
人
名
。『
南
史
』
巻
七
十
三
李
義
伝
上
の
中
の
記
述
で

は
、
庾
沙
彌
の
父
で
、
南
朝
宋
に
仕
え
、
長
沙
内
史
の
職
に
い
た

と
あ
る
。『
宋
書
』
巻
八
十
三
黄
回
伝
中
に
も
記
述
が
み
え
る
。
湘

州
長
史
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
補
説
参
照
。

⋆

㶴
咤
＝
盛
ん
に
鳴
る
。「
㶴
」
は
盛
ん
な
火
の
様
子
の
意
が
あ
り
、

「
咤
」
に
は
怒
っ
て
大
声
で
ど
な
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
本
文
で

後
に
「
鳴
㶴
」
の
表
現
も
あ
る
。

⋆

獄
家
＝
牢
獄
の
役
人
。『
法
苑
珠
林
』
巻
二
十
七
に
「
子
喬
雖
知
必

已
、
尚
慮
獄
家
疑
其
欲
叛
（〔
彭
〕
子
喬
必
ず
已
む
を
知
る
と
雖

も
、
尚
ほ
獄
家
の
其
の
叛
か
ん
と
欲
す
る
を
疑
ふ
を
慮
る
）」
と
み

え
る
。
こ
の
話
は
、
次
の
〔
40
〕
の
彭
子
喬
と
同
話
。

⋆
誠
感
＝
真
心
が
通
じ
た
こ
と
に
よ
る
霊
験
。『
南
史
』
巻
四
十
九
劉

歊
伝
「
母
毎
疾
病
、
夢
歊
進
藥
、
及
翌
日
、
轉
有
間
効
、
其
誠
感

如
此
（
母
疾
病
す
る
毎
に
、〔
劉
〕
歊
の
薬
を
進
む
る
を
夢
み
て
、

翌
日
に
及
び
有
間
に
転
じ
効
あ
り
、
其
の
誠
感
此
く
の
如
し
）」。
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【
補
説
】

こ
の
事
件
の
顛
末
に
つ
い
て
は
、『
宋
書
』
巻
八
十
三
黄
回
伝
に
も
記

述
が
あ
る
。「
先
是
、
王
蘊
爲
湘
州
、
潁
川
庾
佩
玉
爲
蘊
寧
朔
府
長
史
、

長
沙
内
史
。
蘊
去
職
、
南
中
郎
將
、
湘
州
刺
史
。
南
陽
王
翽
未
之
任
、
權

以
佩
玉
行
府
州
事
。
先
遣
中
兵
參
軍
、
臨
湘
令
韓
幼
宗
領
軍
戍
防
湘
州
、

與
佩
玉
共
事
、
不
美
。
及
沈
攸
之
爲
逆
、
佩
玉
、
幼
宗
各
不
相
信
、
幼
宗

密
圖
、
佩
玉
知
其
謀
、
襲
殺
幼
宗
（
先
に
是
れ
、
王
蘊
湘
州
と
為
り
、
潁

川
の
庾
佩
玉
蘊
の
寧
朔
府
長
史
、
長
沙
内
史
と
為
る
。
蘊
職
を
去
り
、

南
中
郎
将
、
湘
州
刺
史
南
陽
王
翽
未
だ
任
に

ゆ之
か
ず
、

か
り権

に
佩
玉
を
以

て
府
州
の
事
を
行
は
し
む
。
先
に
中
兵
參
軍
、
臨
湘
令
韓
幼
宗
を
遣
り

軍
を
領
し
湘
州
を
戍
防
せ
し
め
、
佩
玉
と
共
に
事
ふ
る
も
、

よ美
か
ら
ず
。

沈
収
之
の
逆
を
為
す
に
及
び
、
佩
玉
、
幼
宗
各
の
相
信
ぜ
ず
、
幼
宗
密

か
に
図
り
、
佩
玉
其
の
謀
を
知
り
、
幼
宗
を
襲
殺
す
）」。
こ
の
よ
う
に

庾
佩
玉
と
韓
幼
宗
の
反
目
、
そ
し
て
庾
佩
玉
が
韓
幼
宗
を
殺
害
し
た
こ

と
が
し
る
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
、
庾
佩
玉
は
湘
州
刺
史
の
代
行

を
行
っ
て
は
い
る
が
、
湘
州
長
史
で
は
な
い
。

『
法
苑
珠
林
』
に
引
用
さ
れ
る
『
冥
祥
記
』
の
同
話
で
は
、「
湘
府
長

史
庾
佩
玉
阻
甲
自
守
。
未
知
所
赴
。
以
幼
宗
猜
貳
殺
之
。
戮
及
妻
孥
。

徽
以
兄
子
繫
于
郡
獄
（
湘
府
長
史
庾
佩
玉
甲
に

よ阻
り
て
自
ら
守
る
。
未

だ
赴
く
所
を
知
ら
ず
。
幼
宗
以
て
猜
貳
し
て
之
を
殺
す
。
戮
妻
孥
に
及

び
、
徽
兄
の
子
な
る
を
以
て
郡
獄
に
繫
が
る
）」
と
あ
る
。

（
中
国
文
学
専
攻
　
修
士
一
年
　
林
美
江
）

〔
40
〕

【
本
文
】

彭
子
喬

（
1
）

者
、
益
陽
人
也
。
作
本
郡
主
簿

（
2
）

、
觸
迕
太
守
沈
文
龍
、
見
執

付
獄
、
欲
遂

（
3
）

殺
之
。
子
喬
少
時
出
家
還
俗
、
故
恒

（
4
）

誦
『
觀
世
音
經
』。
于

時
文
龍
必
欲
殺
子
喬
、
判
無
復
冀
、
唯
至
心
誦
經
。
得
百
有
餘
遍
。
既

大
疲
極
、
暫
晝
得
眠
、
同
繫
者
有
十
餘
人
亦
復
睡
臥
。
有
湘

（
5
）

西
縣
吏

（
6
）

杜

道
榮
亦
在
獄
中
、
時
如
眠
非
眠
、
不
甚
得
熟
。
因
恍
惚
中
、
見
有
兩

（
7
）

白

鶴
集
子
喬
屏
風
上
。
須
臾
、
一
鶴
下
子
喬
邊
、
或
復
如
似
人

（
8
）

、
形
容
至

好
。
道
榮
心
怪
之
、
起
視
子
喬
、
見
其
雙
械
脱
在
脚
、
復
械
雍

（
9
）

猶
尚
著

脚
。
道
榮
大
驚
喚
、
子
喬
覺
、
道
榮
問
「
向
得
夢
不
」。
子
喬
答
曰

（
10
）「

不

夢
」。
道
榮
爲
説
其
所
見
、
歡
喜
不
可
言
。
自
還
著
械
不
使
人
知
。
得
四

五
日
、
遂
非
意
放
散
。
義
安
太
守

（
11
）

太
原
王
琰
、
與

（
12
）

杲
有
舊
、
作
『
冥
祥

記
』。
道
其
族
兄
璉
識
子
喬
及
道
榮
、
聞
二
人
説
、
皆
同
如
此
。

右
廿
二
絛
、『
普
問
品
』
云
「
檢
繫
其
身
」。

【
参
考
資
料
】
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⋆
『
法
苑
珠
林
』
巻
二
十
七
所
引
『
冥
祥
記
』

⋆

『
法
華
伝
記
』
巻
六
引
『
法
苑
珠
林
』

⋆

『
太
平
広
記
』
巻
一
百
十
一
「
彭
子
喬
」
出
『
法
苑
珠
林
』

⋄

『
冥
報
記
』
第
一
二
五
話

【
校
注
】

(

1)

底
本
は
「
高
」
に
作
る
。
目
録
及
び
そ
の
他
参
考
資
料
す
べ
て
が

「
喬
」
に
作
る
こ
と
か
ら
、「
喬
」
に
改
め
る
。
以
下
同
。

(

2)

底
本
は
「
薄
」
に
作
る
『
法
苑
珠
林
』
等
に
よ
り
改
め
る
。

(

3)

底
本
で
は
「
遂
」
字
は
右
に
書
か
れ
、
挿
入
記
号
「
＜
」
あ
り
。

(

4)

底
本
は
「
垣
」
に
作
る
。『
法
苑
珠
林
』『
太
平
広
記
』
は
「
常
」
に
、

『
法
華
伝
記
』
は
「
恒
」
に
作
る
。『
法
華
伝
記
』
に
よ
り
改
め
る
。

(

5)

底
本
は
「
湘
」
字
を
欠
く
。『
法
苑
珠
林
』
等
に
よ
り
補
う
。

(

6)

底
本
は
「
史
」
に
作
る
。『
法
苑
珠
林
』
等
に
よ
り
改
め
る
。

(

7)

底
本
は
「
雨
」
に
作
る
。『
法
華
伝
記
』
に
よ
り
改
め
る
。『
法
苑

珠
林
』『
太
平
広
記
』
は
「
雙
」
に
作
る
。

(

8)

底
本
は
「
似
是
人
」
に
作
る
。「
是
」
を
衍
字
と
し
て
と
る
。

(

9)

底
本
は
「
雍
」
に
作
る
。『
法
苑
珠
林
』
は
「
癰
」、『
太
平
広
記
』

は
「
痕
」
に
作
る
。『
法
苑
珠
林
』
に
よ
り
改
め
る
。

(

10)

底
本
は
「
答
曰
云
」
に
作
る
。
文
意
か
ら
し
て
「
曰
云
」
の
二
字

の
う
ち
一
字
は
衍
字
で
あ
る
。『
法
華
伝
記
』
等
に
よ
り
改
め
る
。

(

11)

底
本
は
「
義
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(

12)

底
本
は
「
與
」
字
を
欠
く
。『
法
華
伝
記
』
に
よ
り
補
う
。

　【
書
き
下
し
】

彭
子
喬
は
、
益
陽
の
人
な
り
。
本
郡
主
簿
と
作
る
。
太
守
沈
文
龍
に

し
よ
く
ご

触
迕
し
、
執
ら
へ
ら
れ
獄
に
付
さ
れ
、
之
を
殺
す
こ
と
を
遂
げ
ん
と
欲

す
。
子
喬
少
時
に
出
家
し
還
俗
し
、
故
に
恒
に
『
観
世
音
経
』
を
誦
す
。

時
に
于
て
文
龍
必
ず
子
喬
を
殺
さ
ん
と
欲
し
、
復
た
冀
ふ
無
き
を
判
か

り
、
唯
だ
至
心
に
し
て
誦
経
す
。
百
有
餘
遍
を
得
。
既
に
大
い
に
疲
れ

極
ま
り
、
暫
く
昼
眠
る
を
得
、
同
に
繋
が
る
る
十
餘
人
も
有
り

ま
亦
復
た
睡

臥
す
。
湘
西
県
吏
杜
道
栄
有
り
て
亦
た
獄
中
に
在
り
、
時
に
眠
る
が
如

く
し
て
眠
る
に
非
ず
、
甚
だ
し
く
は
熟
す
る
を
得
ず
。
因
り
て
恍
惚
の

中
に
両
白
鶴
有
り
て
子
喬
の
屏
風
の
上
に

と
ど集

ま
る
を
見
る
。
須
臾
に
し

て
、
一
鶴
子
喬
の
辺
り
に
下
り
、
或
い
は
復
た
人
に
似
る
が
如
く
、
形

容
至
っ
て
好
し
。
道
栄
の
心
之
を
怪
し
み
、
起
き
て
子
喬
を
視
れ
ば
、

其
の
双
械
脱
し
て
脚
に
在
り
、
復
た

か
い械
よ
う癰

の
な

猶
尚
ほ
脚
に

つ著
く
を
見
る
。

道
栄
大
い
に
驚
き
喚
め
き
、
子
喬
覚
め
、
道
栄
問
ふ
「
向
に
夢
を
得
る

や
い
な不

や
」
と
。
子
喬
答
へ
て
曰
く
「
夢
み
ず
」
と
。
道
栄
為
に
其
の
見
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る
所
を
説
け
ば
、
歓
喜
す
る
こ
と
言
ふ
べ
か
ら
ず
。
自
ら
還
た
械
を
著

け
人
を
し
て
知
ら
し
め
ず
。
四
五
日
を
得
、
遂
に
意
に
非
ざ
り
て
放
散

せ
ら
る
。
義
安
太
守
太
原
の
王
琰
、
杲
と
旧
有
り
、『
冥
祥
記
』
を
作
る
。

其
の
族
兄
の
璉
子
喬
及
び
道
栄
を
識
り
、
二
人
の
説
く
を
聞
け
ば
、
皆

同
じ
き
こ
と
此
く
の
如
し
と
道
ふ
。

右
廿
二
条
、『
普
門
品
』
に
云
ふ
「
其
の
身
を
検
繋
す
」。

【
訳
】

彭
子
喬
は
、
益
陽
（
湖
南
省
益
陽
県
）
の
人
だ
っ
た
。
こ
の
郡
の
主
簿

と
な
っ
た
。
太
守
沈
文
竜
に
直
言
し
て
逆
ら
っ
た
た
め
、
捕
ま
っ
て
投

獄
さ
れ
、
沈
文
竜
は
子
喬
を
殺
し
て
し
ま
お
う
と
思
っ
た
。
子
喬
は
若

い
頃
出
家
し
て
そ
の
後
還
俗
し
た
た
め
、
い
つ
も
『
観
世
音
経
』
を
唱

え
て
い
た
。
当
時
文
竜
は
、
必
ず
子
喬
を
思
っ
て
お
り
、
子
喬
は
他
に

希
望
が
無
い
こ
と
が
わ
か
り
、
た
だ
一
心
に
誦
経
し
た
。
百
回
余
り
に

及
ぶ
と
、
既
に
非
常
に
疲
れ
が
限
界
に
達
し
、
急
に
真
っ
昼
間
に
眠
っ

て
し
ま
い
、
共
に
獄
に
繋
が
れ
て
い
た
十
数
人
が
い
た
が
彼
ら
も
ま
た

眠
り
横
た
わ
っ
た
。
湘
西
県
（
湖
南
省
株
州
南
）
の
役
人
杜
道
栄
と
い

う
人
が
い
て
、
こ
の
人
も
ま
た
獄
中
に
お
り
、
そ
の
時
う
つ
ら
う
つ
ら

と
し
て
き
ち
ん
と
熟
睡
で
き
ず
に
い
た
。
そ
の
た
め
、
意
識
が
は
っ
き

り
し
な
い
中
で
二
羽
の
白
い
鶴
が
現
れ
子
喬
の
屏
風
の
上
に
と
ど
ま
る

の
を
見
た
。
す
ぐ
に
片
方
の
鶴
が
子
喬
の
そ
ば
に
降
り
、
さ
ら
に
そ
の

姿
は
人
に
そ
っ
く
り
で
、
顔
か
た
ち
は
こ
の
上
な
く
美
し
い
。
道
栄
は

心
の
中
で
こ
れ
を
不
思
議
に
思
い
、
起
き
て
子
喬
の
方
を
見
る
と
、
そ

の
両
足
に
つ
い
て
い
た
一
双
の
足
枷
が
外
れ
て
脚
の
下
に
あ
り
、
足
枷

で
腫
れ
た
痕
は
変
わ
ら
ず
脚
に
つ
い
て
い
た
。
道
栄
は
非
常
に
驚
い
て

叫
び
、
子
喬
が
目
覚
め
、
道
栄
が
「
た
っ
た
今
、
夢
を
み
た
か
」
と
質
問

す
る
と
、
子
喬
は
「
見
て
い
な
い
」
と
答
え
た
の
で
、
道
栄
が
子
喬
に

夢
で
み
た
こ
と
を
話
す
と
、
子
喬
は
歓
喜
の
あ
ま
り
何
も
言
う
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
子
喬
は
自
ら
足
枷
を
も
と
の
状
態
に
戻
し
付
け
、
周

り
の
人
に
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
し
た
。
四
五
日
が
経
っ
て
、
思
い
か

け
ず
釈
放
さ
れ
た
。
義
安
郡
（
湖
北
省
襄
陽
一
帯
）
太
守
で
あ
る
太
原

（
山
西
省
太
原
市
）
の
王
琰
は
、
杲
と
旧
交
が
あ
り
、『
冥
祥
記
』
を
著
し

た
。
王
琰
が
言
う
に
は
、
そ
の
族
兄
の
王
璉
は
子
喬
と
道
栄
を
見
知
っ

て
お
り
、
二
人
の
言
う
こ
と
を
聞
け
ば
、
そ
の
内
容
は
二
人
と
も
同
じ

で
こ
の
と
お
り
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。

以
上
二
十
二
条
の
話
は
、
観
世
音
菩
薩
『
普
門
品
』
で
い
う
「
そ
の

身
を
検
繋
す
る
」
こ
と
に
つ
い
て
の
応
験
で
あ
る
。

【
語
注
】

　

⋆

彭
子
喬
＝
人
名
。
詳
細
不
詳
。
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⋆
触
迕
＝
直
言
し
て
相
手
の
気
持
ち
に
逆
ら
う
こ
と
。『
晋
書
』
巻
四

十
二
唐
彬
伝
「
順
從
者
謂
爲
見
事
、
直
言
者
謂
之
觸
迕
（
順
従
な

る
者
は
事
を
見
る
を
為
す
と
謂
ひ
、
直
言
な
る
者
は
之
を
觸
迕
と

謂
ふ
）」。

⋆

沈
文
龍
＝
人
名
。
詳
細
不
詳
。

⋆

杜
道
栄
＝
人
名
。
詳
細
不
詳
。

⋆

集
＝
と
ど
ま
る
。
と
ま
る
。
三
国
魏
・
曹
植
「
棄
婦
詩
」「
有
鳥
飛

來
集
、
拊
翼
以
悲
鳴
（
鳥
の
飛
び
来
た
り
て

と
ど集

ま
り
、
翼
を
拊
し

て
以
て
悲
鳴
す
）」。

⋆

或
＝
「
或
復
如
似
人
」
の
「
或
」
は
、
さ
ら
に
、
か
さ
ね
て
、
の
意
。

⋆

癰
＝
は
れ
も
の
。

⋆

王
琰
＝
人
名
。『
隋
書
』
経
籍
志
史
部
古
史
類
に
『
宋
春
秋
』
二
十

巻
梁
呉
興
令
王
琰
撰
と
あ
り
、
ま
た
史
部
雑
伝
類
に
『
冥
祥
記
』
十

巻
王
琰
撰
と
あ
る
。
そ
の
他
正
史
に
は
『
南
史
』
巻
五
十
七
范
縝

伝
に
太
原
王
琰
と
み
え
る
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
名
門
太
原
王

氏
の
一
員
で
あ
り
、
呉
興
令
に
な
っ
た
こ
と
は
わ
か
る
も
の
の
、
そ

の
他
の
情
報
は
『
冥
祥
記
』
序
文
に
し
る
さ
れ
た
内
容
と
こ
の
話

の
情
報
が
す
べ
て
で
あ
る
。
王
琰
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
張
季
琳

「
王
琰
の
生
涯
」（『
竹
田
晃
先
生
退
官
記
念
東
ア
ジ
ア
論
集
』
汲
古

書
院
一
九
九
一
）
が
あ
る
。

⋆

王
璉
＝
人
名
。
王
琰
の
一
族
で
あ
り
同
一
世
代
で
あ
る
こ
と
は
確

か
だ
が
、
他
に
記
録
を
み
な
い
。

⋆

普
門
品
＝
〔
3
〕
語
注
参
照
。

（
中
国
文
学
専
攻
　
学
部
三
年
　
加
藤
薫
）

【
補
説
】

『
法
苑
珠
林
』
に
よ
る
と
、
こ
の
事
件
は
斉
の
建
国
元
年
（
四
七
九
）

に
起
こ
っ
た
と
い
う
。

末
尾
の
文
章
は
、
陸
杲
と
『
冥
祥
記
』
の
著
者
王
琰
に
直
接
つ
な
が

り
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
重
要
な
も
の
で
あ
る
。『
法
苑
珠
林
』
が
引
用

す
る
『
冥
祥
記
』
も
末
尾
は
「
琰
族
兄
璉
親
識
子
喬
及
道
榮
。
聞
二
人

説
皆
同
如
此
（
琰
の
族
兄
璉
親
し
く
子
喬
及
び
道
栄
を
識
る
。
二
人
の

説
く
を
聞
く
に
皆
同
に
此
く
の
如
し
）」
と
類
似
し
た
情
報
を
載
せ
る
。

『
繋
観
世
音
応
験
記
』
と
『
冥
祥
記
』
に
は
、
多
く
の
重
複
条
が
あ
る
。

そ
の
う
ち
の
一
部
は
大
き
く
文
章
が
こ
と
な
る
。
こ
れ
は
、
片
方
が
片

方
を
写
し
た
、
と
い
う
関
係
で
は
な
く
、
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
よ
う

な
話
を
共
有
で
き
る
と
こ
ろ
に
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
記
録
を
し
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
小
南
一
郎
「
六
朝
隋
唐
小
説
史
の
展
開
と
仏
教
信
仰
」

（
福
永
光
司
編
『
中
国
中
世
の
宗
教
と
文
化
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究

所
一
九
八
二
所
収
）
及
び
佐
野
誠
子
「
研
究
ノ
ー
ト
―
王
琰
『
冥
祥
記
』
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と
陸
杲
『
繋
観
世
音
応
験
記
』」（『
和
光
大
学
表
現
学
部
紀
要
』
一
〇
、

二
〇
一
〇
）
を
参
照
。

（
佐
野
誠
子
）

〔
41
〕

【
本
文
】

益
（
1
）

州
有
一
道
人
。
從
來
山
居
。
後
忽
遭
賊
、
欲
逃
走
。
勢
不
得
去
、

因
還
住
坐
、
至
心
稱
觀
世
音
。
賊
向
已
見
在
屋
裏
、
而
入
屋
自
迷
或
不

見
之
。
自
相
謂
曰
「
此
是
神
、
必
能
殺
我
」。
各
競
走
去
、
道
人
得
全

（
2
）

。

【
参
考
資
料
】

　

⋆

金
剛
寺
本
「
佚
名
諸
菩
薩
感
応
抄
」（
18
）

【
校
注
】

(

1)

底
本
は
答
の
異
体
字
「
荅
」
に
作
る
。
目
録
及
び
金
剛
寺
本
に
よ

り
改
め
る
。

(

2)

底
本
は
「
令
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。
な
お
、
金
剛
寺

本
に
お
い
て
は
、
こ
の
「
道
人
得
全
」
の
四
字
そ
の
も
の
が
脱
落

し
て
い
る
。

　

【
書
き
下
し
】

益
州
に
一
道
人
有
り
。
従
来
山
居
す
。
後
忽
ち
賊
に
遭
ひ
、
逃
走
せ

ん
と
欲
す
。
勢
ひ
去
る
を
得
ず
、
因
り
て
還
り
て
住
し
て
坐
し
、
至
心

に
観
世
音
を
称
ふ
。
賊

さ
き向

に
已
に
屋
の
裏
に
在
る
を
見
る
も
、
屋
に
入

る
に
自
ら
迷
或
し
て
之
を
見
ず
。
自
ら
相
謂
ひ
て
曰
く
「
此
れ
は
是
れ

神
な
り
、
必
ず
能
く
我
を
殺
さ
ん
」
と
。
各
の
競
ひ
て
走
り
去
り
、
道

人
全
き
を
得
た
り
。

【
訳
】

益
州
（
四
川
省
成
都
県
）
に
一
人
の
道
人
が
お
り
、
今
ま
で
ず
っ
と

山
に
住
ん
で
い
た
。
後
に
な
っ
て
、
突
然
山
賊
に
遭
遇
し
、
逃
げ
去
ろ

う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
時
の
状
況
は
逃
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
そ
れ
で
道
人
は
自
分
の
家
に
戻
っ
て
と
ど
ま
っ
て
座
り
こ
み
、
真

心
を
尽
く
し
て
観
世
音
を
称
え
た
の
で
あ
る
。
山
賊
は
観
世
音
を
唱
え

る
前
に
す
で
に
家
の
中
に
道
人
が
い
る
の
を
見
つ
け
て
い
た
が
、
い
ざ

入
る
と
、
目
ま
い
が
し
て
く
ら
く
ら
と
な
り
、
家
の
中
の
道
人
を
見
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
山
賊
た
ち
み
ず
か
ら
が
お
互
い
に
言
っ
た
、

「
こ
れ
は
神
さ
ま
だ
、
俺
た
ち
を
殺
し
て
し
ま
う
ぞ
」
と
。
山
賊
た
ち
は

そ
れ
ぞ
れ
先
を
争
っ
て
走
っ
て
逃
げ
て
い
き
、
道
人
は
事
な
き
を
得
た

の
で
あ
る
。
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【
語
注
】

　

⋆

勢
＝
状
況
。
な
り
ゆ
き
。

⋆

迷
惑
＝
ぼ
ん
や
り
。「
或
」
は
「
惑
」
の
古
字
。『
後
漢
書
』
巻
五

十
九
張
衡
伝
思
玄
賦
「
彼
無
合
其
何
傷
兮
、
患
衆
僞
之
冒
眞
。
旦

獲
讟
于
羣
弟
兮
、
啓
『
金
縢
』
而
乃
信
。
覽
烝
民
之
多
僻
兮
、
畏

立
辟
以
危
身
。
曾
煩
毒
以
迷
或
兮
、
羌
孰
可
與
言
己
（
彼
合
ふ
無

け
れ
ど
も
其
れ
何
ぞ

や
ぶ傷

れ
ん
、
衆
の
之
を
偽
り
て
真
を
冒
す
を
患

ふ
。〔
周
公
〕
旦
羣
弟
に
　

そ
し
り

讟　
を
獲
る
も
、『
金
縢
』
を
啓
き
て
乃
ち

信
ず
。
烝
民
の
多
く
僻
な
る
を
覧
ず
る
に
、
立
辟
し
て
以
て
身
を

危
ふ
く
す
る
を
畏
る
。
煩
毒
を

か
さ曾

ね
て
以
て
迷
或
す
、

あ
あ羌

孰
か
与

に
己
を
言
ふ
べ
け
ん
や
）」。

（
中
国
文
学
専
攻
　
学
部
三
年
　
長
谷
川
浩
平
）

〔
42
〕

【
本
文
】

河
北
有
老
尼
、
薄
有
資
材
、
爲
賊
所
掠
。
尼
既
無
他
計
、
仰
天
絶
喚

觀
世
音
。
忽
聞
空
中
有
「
噫

（
1
）

」
聲
、
響
振
遠
近
。
群
盗
驚
怖
、
一
時
散

走
。
諸
物
皆
得
不
失
。

【
参
考
資
料
】

　

⋆

金
剛
寺
本
「
佚
名
諸
菩
薩
感
応
抄
」（
19
）

【
校
注
】

(

1)

底
本
は
「
億
噫
」
に
作
る
。「
億
」
字
右
脇
に
ミ
セ
ケ
チ
が
あ
る
こ

と
、
ま
た
金
剛
寺
本
に
よ
り
「
億
」
字
を
削
除
す
る
。

　【
書
き
下
し
】

河
北
に
老
尼
有
り
、

わ
づ薄

か
に
資
材
有
り
、
賊
の
掠
め
る
所
と
為
る
。
尼

既
に
他
計
無
く
、
天
を
仰
ぎ
て
絶
し
て
観
世
音
を
喚
ぶ
。
忽
と
し
て
空

中
に
「
噫
」
の
声
有
る
を
聞
き
、
遠
近
に
響
振
す
。
群
盗
驚
怖
し
、
一

時
に
散
走
す
。
諸
物
皆
失
は
ざ
る
を
得
た
り
。

【
訳
】

河
北
（
山
西
省
芮
県
）
に
老
い
た
尼
が
い
た
。
わ
ず
か
に
財
産
を
持
っ

て
い
た
が
、
賊
に
奪
い
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
尼
は
す
で
に
何
も
す
る

こ
と
も
で
き
ず
、
天
を
仰
い
で
必
死
に
観
世
音
を
呼
ん
だ
。
す
る
と
、

ふ
っ
と
空
中
か
ら
「
噫
」
と
い
う
音
が
あ
り
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
響
き

渡
っ
た
。
盗
賊
の
群
れ
は
驚
き
恐
れ
、
す
ぐ
さ
ま
散
っ
て
逃
げ
て
行
っ
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た
。
尼
の
も
ろ
も
ろ
の
も
の
は
、
一
つ
と
し
て
失
わ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

【
語
注
】

　

⋆

薄
＝
わ
ず
か
。
少
な
い
。『
敦
煌
変
文
集
・
廬
山
遠
公
話
』「
賤
奴

身
雖
居
下
賤
、
佛
法
薄
會
些
些
、
緇
服
不
同
、
法
應
無
二
（
賤
奴
身

下
賤
に
居
る
と
雖
も
、
仏
法

わ
づ薄

か
に
会
す
る
こ
と

い
さ
さ
か

些
些
な
り
、
緇

服
同
じ
か
ら
ざ
れ
ど
も
、
法
は
応
に
二
無
か
る
べ
し
）」。

⋆

掠
＝
強
奪
す
る
。
奪
い
取
る
。『
後
漢
書
』
巻
四
十
三
朱
穆
伝
「
又

掠
奪
百
姓
、
皆
託
之
尊
府
（
又
百
姓
よ
り
掠
奪
し
、
皆
之
を
尊
府

に
託
す
）」。

⋆

絶
＝
精
力
を
そ
そ
ぐ
。
こ
の
よ
う
な
意
味
の
「
絶
」
は
〔
7
〕
に

既
出
。

⋆

噫
＝
応
答
す
る
と
き
の
声
。『
一
切
経
音
義
』
に
「
噫
噫
、
借
音
、

於
矜
反
。
相
答
應
聲
也
（
借
音
な
り
、
於
矜
の
反
。
相
答
応
す
る

の
声
な
り
）」
と
あ
る
。

⋆

響
振
＝
音
が
ふ
る
え
伝
わ
る
。『
高
僧
伝
』
巻
十
一
支
曇
蘭
伝
「
便

聞
鳴
笳
動
吹
響
振
山
谷
（
便
ち
笳
を
鳴
ら
し
吹
を
動
か
し
て
山
谷

に
響
振
す
る
を
聞
く
）」。

⋆

一
時
＝
す
ぐ
に
。

（
中
国
文
学
専
攻
　
学
部
三
年
　
長
谷
川
浩
平
）

〔
43
〕

【
本
文
】

劉
度
、
平
原
聊

（
1
）

城
人
也
。
郷
里
千
餘
家
並
事
佛
、
造
立
形
像
、
供
養

衆
僧
。
此
縣

（
2
）

嘗
有
逃
叛
。
虜
主
木

（
3
）

末
大
怒
、
盡
欲
殺
一
城
。
城
中
大
懼
、

分
見
誅
滅
。
度
乃
獎
率
衆
人
、
共
歸
命
觀
世
音
。
於
是
虜
主
忽
見
一
物

從
天
下
繞
其
屋
柱
。
驚
起
視
之
、
乃
『
觀
世
音
經

（
4
）

』
也
。
使
人
爲
讀
之
、

因
大
歡
喜
。
恩
省
刑
剹
、
一
城
無
他
。

【
参
考
資
料
】

　

⋆

『
法
苑
珠
林
』
巻
十
七
所
引
『
冥
祥
記
』

⋆

『
太
平
広
記
』
巻
一
百
一
十
「
劉
度
」
出
『
冥
祥
記
』

⋆

『
三
宝
感
応
要
略
録
』
巻
下

⋄
『
冥
祥
記
』
第
五
三
話

【
校
注
】

(

1)

底
本
は
「
遼
」
に
作
る
。『
太
平
広
記
』
に
よ
り
改
め
る
。

(

2)

底
本
は
「
懸
」
に
作
る
。『
法
苑
珠
林
』
等
に
よ
り
改
め
る
。
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(

3)
底
本
は
「
本
」
に
作
る
。『
法
苑
珠
林
』
等
に
よ
り
改
め
る
。

(

4)

底
本
は
「
經
」
字
を
欠
く
。『
法
苑
珠
林
』
等
に
よ
り
補
う
。

　【
書
き
下
し
】

劉
度
は
平
原
聊
城
の
人
な
り
。
郷
里
の
千
餘
家
並
び
に
仏
に
事
へ
、

形
像
を
造
立
し
、
衆
僧
を
供
養
す
。
此
の
県
嘗
て
逃
叛
有
り
。
虜
主
木

末
大
い
に
怒
り
、
尽
く
一
城
を
殺
さ
ん
と
欲
す
。
城
中
大
い
に
懼
れ
、

誅
滅
せ
ら
る
と
分
す
。
度
乃
ち
衆
人
を
奨
率
し
、
共
に
観
世
音
に
帰
命

す
。
是
に
於
い
て
虜
主
忽
ち
一
物
の
天
従
り
下
り
て
其
の
屋
柱
に
繞
ふ

を
見
る
。
驚
き
起
き
て
之
を
視
る
に
、
乃
ち
『
観
世
音
経
』
な
り
。
人

を
し
て
之
を
読
む
を
為
さ
し
め
、
因
り
て
大
い
に
歓
喜
す
。
恩
み
て
刑

剹
を
省
き
、
一
城
他
無
き
な
り
。

【
訳
】

劉
度
は
平
原
郡
聊
城
県
（
山
東
省
陽
谷
県
）
の
人
で
あ
る
。
郷
里
の

一
千
余
り
の
家
は
み
な
仏
に
仕
え
、
仏
像
を
造
っ
て
建
て
、
僧
を
供
養

し
て
い
た
。
こ
の
県
に
は
以
前
逃
亡
者
が
い
た
。
異
民
族
の
支
配
者
で

あ
っ
た
木
末
は
そ
れ
を
ひ
ど
く
怒
り
、
こ
の
県
城
の
人
々
全
て
を
殺
そ

う
と
し
た
。
県
城
内
の
人
々
は
ひ
ど
く
恐
れ
、
罪
に
処
さ
れ
て
殺
さ
れ

る
の
だ
と
思
っ
た
。
劉
度
は
そ
こ
で
人
々
を
励
ま
し
率
い
て
、
一
緒
に

観
世
音
に
帰
命
し
た
。
そ
の
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
木
末
は
、
突
然
あ

る
物
が
天
か
ら
落
ち
て
き
て
、
家
の
柱
に
巻
き
付
く
の
を
見
た
。
驚
き

立
ち
上
が
っ
て
こ
れ
を
見
る
と
、『
観
世
音
経
』
で
あ
っ
た
。
人
に
『
観

世
音
経
』
を
読
ま
せ
た
と
こ
ろ
、
木
末
は
大
い
に
歓
喜
し
た
。
恩
赦
を

実
行
し
て
刑
罰
を
と
り
や
め
、
こ
の
県
城
の
人
々
は
皆
無
事
で
あ
っ
た
。

【
語
注
】

　

⋆

劉
度
＝
人
名
。
詳
細
不
詳
。

⋆

木
末
＝
人
名
。
牧
田
書
、
董
書
は
、
西
秦
の
第
四
代
王
、
乞
伏
暮

末
（
在
位
四
二
八
―
四
三
一
）
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
す
る
が
、
北

魏
太
宗
明
元
帝
、
拓
跋
嗣
の
字
が
木
末
で
あ
り
、
こ
ち
ら
を
指
す

可
能
性
が
高
い
。
補
説
参
照
。

⋆

奨
率
＝
励
ま
し
て
率
い
る
。
諸
葛
亮
「
出
師
表
」（『
三
国
志
』
巻

三
十
五
諸
葛
亮
伝
所
引
）
に
「
當
獎
率
三
軍
、
北
定
中
原
（
当
に

三
軍
を
獎
率
し
て
、
北
の
か
た
中
原
を
定
む
べ
し
）」。

⋆
分
＝
考
え
る
。

⋆
歸
命
＝
心
か
ら
仏
を
信
仰
す
る
こ
と
。〔
23
〕
語
注
参
照
。

（
中
国
文
学
専
攻
　
修
士
二
年
　
岩
田
麻
愛
）
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【
補
説
】

街
全
体
が
危
機
に
陥
る
と
い
う
の
は
、〔
17
〕
に
類
似
す
る
。

木
末
に
つ
い
て
、
語
注
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
牧
田
書
及
び
董
書
は
、

西
秦
の
乞
伏
暮
末
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
が
、
西
秦
は
、
こ

の
話
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
平
原
聊
城
（
山
東
省
）
に
ま
で
勢
力
範
囲

を
広
げ
た
こ
と
は
な
い
。
北
魏
太
宗
明
元
帝
、
托
跋
嗣
（
在
位
四
〇
九

―
四
二
三
）
の
字
が
木
末
で
あ
り
（『
宋
書
』
索
虜
伝
「
安
帝
義
熙
五
年
、

開
次
子
齊
王
嗣
、
字
木
末
、
執
清
河
王
〔
安
帝
義
熙
五
年
（
四
〇
九
）、

開
（
托
跋
開
、
北
魏
太
祖
道
武
帝
）
の
次
子
斉
王
嗣
、
字
は
木
末
、
清
河

王
を
執
る
〕」
と
あ
る
）、
こ
ち
ら
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
拓
跋
嗣
の
統
治
時
代
、
山
東
省
に
攻
め
入
っ
た
記
述
が
残
る

か
ら
で
あ
る
。『
魏
書
』
巻
三
太
宗
本
紀
泰
常
七
年
（
四
二
二
）
十
二
月

の
記
事
に
、「
遣
壽
光
侯
叔
孫
建
等
率
衆
自
平
原
東
渡
、
徇
下
青
、
兗
諸

郡
。
劉
義
符
兗
州
刺
史
徐
琰
聞
渡
河
、
棄
守
走
、
叔
孫
建
遂
東
入
青
州
。

司
馬
愛
之
、
秀
之
先
聚
黨
濟
東
、
皆
率
衆
來
降
（〔
太
宗
〕
寿
光
侯
叔
孫

建
等
を
し
て
衆
を
率
ゐ
て
平
原
自
り
東
渡
し
、
青
、
兗
の
諸
郡
を
徇
下

せ
し
む
。
劉
義
符
〔
劉
宋
を
指
す
〕
の
兗
州
刺
史
徐
琰
聞
き
て
河
を
渡

り
、
守
を
棄
て
て
走
り
、
叔
孫
建
遂
に
東
し
て
青
州
に
入
る
。
司
馬
愛

之
、
秀
之
先
に
党
を
聚
め
て
東
に
済
り
、
皆
衆
を
率
ゐ
て
来
た
り
て
降

る
）」
と
あ
り
、
南
朝
の
王
朝
交
代
に
乗
じ
て
攻
め
入
っ
て
い
る
。
こ
の

事
件
も
こ
の
頃
の
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
北
魏
太
宗
は
、
初
代
太
祖
に
引
き
続
き
、
法
果
を
、
道
人

統
（
僧
統
。
詳
し
く
は
〔
38
〕
参
照
）
と
し
、
仏
教
の
振
興
に
力
を
入
れ

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
本
話
の
よ
う
な
奇
跡
が
起
き
て
喜
ん
だ
と
い
う

こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
。
た
だ
、
そ
の
仏
教
信
仰
に
つ
い
て
、
鎌
田

茂
雄
『
中
国
仏
教
史
』
第
三
巻
上
（
東
京
大
学
出
版
会
一
九
八
四
）
で

は
、「
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
」（
二
七
三

頁
）
と
す
る
。

（
佐
野
誠
子
）

〔
44
〕

【
本
文
】

釋
慧
標
、
長
安
人
。
十
八
出
家
、
隨
師
在
冀
州
遊
學
。
値
佛
佛
虜
、
後

破
州
境

（
1
）

、
百
姓

（
2
）

非
（
3
）

死
。
慧
標
怖
急
、
唯
歸
念
觀
世
音
、
以
血
塗
身
、
臥

死
下
。
見
有
一
小
兒
、
倚
在
其
邊
。
語
道
「
汝
但
至
心
、
我
當
相
助
」。

虜
主
疑
屍
下
有
生
人
、
使
更
亂
加
斫

（
4
）

刺
。
慧
標
身
毎
觸
刃

（
5
）

、
終
不
見
傷
。

虜
去
即
失
小
兒
所
在
。
云
「
急
以
得
免
」。『
宣
驗
記
』
又
載
會
普
賢
亦

入
屍
下
得
活
。
杲
謂
事
不
及
此
、
故
不
取
。
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【
参
考
資
料
】

　

⋆

『
弁
正
論
』
巻
七
注
所
引
『
宣
験
記
』（
補
説
参
照
）

【
校
注
】

(

1)

底
本
は
「
憶
」
に
作
る
。『
弁
正
論
』
及
び
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(

2)

底
本
は
「
性
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(

3)

底
本
は
「
飛
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。
古
字
に
お
い
て

両
字
は
通
じ
る
。

(

4)

底
本
は
「
研
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(

5)

底
本
は
「
丑
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

　【
書
き
下
し
】

釈
慧
標
は
、
長
安
の
人
な
り
。
十
八
に
し
て
出
家
し
、
師
に
随
ひ
冀

州
に
在
り
て
遊
学
す
。
仏
々
虜
に
値
り
、
後
に
州
境
を
破
り
、
百
姓
非

死
す
。
慧
標
急
を
怖
れ
て
、
唯
だ
観
世
音
を
帰
念
し
、
血
を
以
て
身
に

塗
り
、
死
下
に
臥
す
。
見
る
に
一
小
児
の
有
り
て
、
其
の
辺
に

き倚
在
す
。

語
り
て
道
ふ
に
「
汝
但
だ
至
心
す
れ
ば
、
我
当
に
相
ひ
助
け
ん
と
す
」

と
。
虜
主
屍
下
に
生
人
有
る
を
疑
ひ
て
、
更
に
乱
れ
加
へ
て

し
や
く

斫
刺
せ

し
む
。
慧
標
の
身
刃
に
触
る
る
毎
に
、
終
に
傷
つ
け
ら
れ
ず
。
虜
去
り

て
即
ち
小
児
の
在
る
所
を
失
ふ
。
云
ふ
「
急
あ
る
も
以
て
免
る
る
を
得

た
り
」
と
。『
宣
験
記
』
も
又
た
普
賢
に
会
ひ
て
亦
た
屍
下
に
入
る
の
み

に
し
て

い活
く
る
を
得
る
を
載
す
。
杲
謂
へ
ら
く
事
此
れ
に
及
ば
ず
、
故

に
取
ら
ず
。

【
訳
】

釈
慧
標
は
長
安
の
人
で
あ
る
。
十
八
歳
で
出
家
し
て
、
師
に
つ
き
従
っ

て
冀
州
に
い
て
学
問
を
し
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
仏
仏
虜
が
い
た
時
で
あ

り
、
後
に
仏
仏
虜
は
冀
州
を
攻
め
落
と
し
、
そ
の
地
域
の
民
衆
は
非
業

の
死
を
と
げ
た
。
釈
慧
標
は
こ
の
危
険
な
非
常
事
態
を
恐
れ
て
、
た
だ

た
だ
観
世
音
を
心
か
ら
思
念
し
、
血
を
自
分
の
身
体
に
塗
り
死
体
の
下

に
横
た
わ
っ
た
。
ふ
と
見
る
と
、
一
人
の
こ
ど
も
が
い
て
、
す
ぐ
近
く

に
立
っ
て
い
た
。
こ
ど
も
が
釈
慧
標
に
告
げ
て
言
う
こ
と
に
は
、「
あ
な

た
が
、
ひ
た
す
ら
真
心
を
尽
せ
ば
、
あ
な
た
に
救
い
の
手
を
さ
し
の
べ

ま
し
ょ
う
」
と
。
虜
主
は
死
体
の
下
に
ま
だ
生
き
て
い
る
人
が
い
る
の

で
は
な
い
か
と
怪
し
ん
で
、
死
体
を
さ
ら
に
か
き
乱
し
、
切
り
刻
ま
せ

た
。
釈
慧
標
の
身
体
は
何
度
刃
に
触
れ
て
も
、
と
う
と
う
傷
を
負
わ
な

か
っ
た
。
仏
仏
虜
が
立
ち
去
っ
て
、
す
ぐ
に
こ
ど
も
の
居
場
所
は
わ
か

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
話
を
「
危
険
な
事
態
に
あ
っ
て
も
脱
出
で
き
た
話
」
と
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い
う
。『
宣
験
記
』
は
ま
た
、
普
賢
菩
薩
に
め
ぐ
り
あ
っ
て
、
死
体
の
下

に
入
り
込
ん
だ
だ
け
で
生
き
な
が
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
話
を

載
せ
て
い
る
。
陸
杲
が
思
う
に
は
、『
宣
験
記
』
に
み
え
る
話
は
こ
の
釈

慧
標
の
話
に
は
及
ば
な
い
と
考
え
た
た
め
、
こ
こ
に
は
と
ら
な
か
っ
た
。

【
語
注
】

　

⋆

釋
慧
標
＝
人
名
。
詳
細
不
詳
。

⋆

冀
州
＝
劉
宋
が
済
南
郡
（
山
東
省
済
南
市
）
に
冀
州
を
置
い
て
い

る
が
、
釈
慧
標
は
長
安
（
陜
西
省
）
出
身
で
あ
り
、
ま
た
赫
連
勃

勃
の
後
秦
も
長
安
付
近
を
中
心
に
し
た
国
家
で
、
山
東
省
の
方
に

ま
で
攻
め
入
っ
た
と
い
う
記
録
は
な
く
、
こ
の
地
名
は
不
審
。

⋆

佛
々
虜
＝
五
胡
・
夏
の
王
、
赫
連
勃
勃
の
一
称
。
南
朝
で
は
仏
仏

と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
北
方
の
異
民
族
に
対
す
る
蔑
称
を
含
め
て

「
虜
」
を
用
い
て
い
る
か
。
仏
仏
は
、
長
安
に
い
て
攻
め
ら
れ
る
も
、

後
に
諸
将
軍
を
捕
虜
に
し
て
、
関
中
で
自
ら
天
子
を
名
乗
っ
た
こ

と
が
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
今
回
の
話
は
、
こ
の
史
実
と
関
わ

り
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。『
宋
書
』
巻
九
十
五
索
虜
伝
「
赫
連
氏
有

名
衛
臣
者
、
種
落
在
朔
方
塞
外
、
部
落
千
餘
戸
。（
中
略
）
衛
臣
死
、

子
佛
佛
驍
猛
有
謀
算
、
遠
近
雜
種
皆
附
之
。
姚
興
與
相
抗
、
興
覆

軍
喪
衆
、
前
後
非
一
、
關
中
爲
之
傷
殘
。
高
祖
入
長
安
、
佛
佛
震

懾
不
敢
動
。
高
祖
東
還
、
即
入
寇
北
地
。
安
西
將
軍
義
真
之
歸
也
、

佛
佛
遣
子
昌
破
之
青
泥
、
俘
囚
諸
將
帥
、
遂
有
關
中
、
自
稱
尊
號
、

號
年
曰
真
興
元
年
。〔
中
略
〕
元
嘉
二
年
、
佛
佛
死
（
赫
連
氏
に
名

を
衛
臣
と
い
ふ
者
有
り
、
種
落
朔
方
の
塞
外
に
在
り
て
、
部
落
千

餘
戸
あ
り
。〔
中
略
〕
衛
臣
死
し
て
、
子
の
仏
仏

ぎ
よ
う

驍
猛
に
し
て
謀

算
有
り
、
遠
近
雑
種
皆
之
に
附
す
。
姚
興
与
に
相
抗
ひ
、〔
姚
〕
興

軍
を
覆
へ
し
衆
を
喪
ふ
こ
と
、
前
後
一
に
非
ず
し
て
、
関
中
之
が

為
に
傷
残
す
。
高
祖
長
安
に
入
る
も
、
仏
仏
震

し
よ
う

懾
し
て
敢
て
動

か
ず
。
高
祖
東
還
し
、
即
ち
北
地
に
入
寇
す
。
安
西
将
軍
〔
劉
〕

義
真
の
帰
す
る
や
、
仏
仏
子
の
〔
赫
連
〕
昌
を
遣
り
て
之
を
青
泥

に
破
ら
し
め
、
諸
将
帥
を
俘
囚
に
し
、
遂
に
関
中
に
有
り
て
、
自
ら

尊
号
を
称
し
、
年
を
号
し
て
真
興
元
年
〔
四
一
九
〕
と
曰
ふ
。〔
中

略
〕
元
嘉
二
年
〔
四
二
五
〕、
仏
仏
死
す
）」。

⋆

非
死
＝
「
非
」
に
は
、
正
し
く
な
い
、
誤
っ
た
さ
ま
の
意
が
あ
る
。

董
書
は
非
業
の
死
と
注
釈
す
る
。

⋆

急
＝
危
険
な
事
態
。

⋆
死
＝
「
屍
」
に
通
じ
る
。
死
体
。

⋆
倚
在
＝
立
っ
て
い
る
。「
在
」
の
意
味
は
あ
ま
り
強
く
な
い
と
思
わ

れ
る
。『
世
説
新
語
』
険
嗇
「
郗
公
大
聚
斂
、
有
錢
數
千
萬
。
嘉
賓

意
甚
不
同
。
常
朝
旦
問
訊
、
郗
家
法
子
弟
不
坐
。
因
倚
語
移
時
、
遂
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及
財
貨
事
（
郗
公
大
い
に
聚
斂
し
て
、
銭
数
千
万
有
り
。〔
郗
〕
嘉

賓
の
意
甚
だ
同
じ
か
ら
ず
。

か
つ常

て
朝
旦
に
問
訊
す
る
に
、
郗
家
の

法
子
弟
坐
せ
ず
。
因
り
て
倚
語
し
て
時
を
移
し
、
遂
に
財
貨
の
事

に
及
ぶ
）」。

⋆

斫
刺
＝
切
り
殺
す
。『
後
漢
書
』
巻
五
十
八
臧
洪
伝
「
呂
奉
先
討
卓

來
奔
、
請
兵
不
獲
、
告
去
何
罪
、
復
見
斫
刺
（
呂
奉
先
に
〔
董
〕
卓

を
討
ち
て
来
た
り
奔
し
、
兵
に
請
ふ
も
獲
ず
、
告
ぐ
る
に
何
の
罪

を
去
る
、
復
た
斫
刺
せ
ら
る
）」。

⋆

亦
＝
た
だ
〜
な
だ
け
で
あ
る
。
行
為
や
事
情
が
、
あ
る
範
囲
に
限

ら
れ
る
こ
と
を
表
す
。

⋆

『
宣
験
記
』
＝
劉
義
慶
に
よ
る
仏
教
志
怪
。
劉
義
慶
に
つ
い
て
は

〔
6
〕
語
注
参
照
。
現
在
残
る
佚
文
に
陸
杲
が
い
う
普
賢
菩
薩
が

で
て
く
る
話
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
の
話
と
同
時
期
の
事

件
と
み
ら
れ
る
話
が
、『
宣
験
記
』
佚
文
に
あ
る
。
補
説
参
照
。

【
補
説
】

本
文
中
の
「
云
急
以
得
免
」
は
、
今
回
「（
こ
の
よ
う
な
話
を
）『
危

険
な
事
態
に
あ
っ
て
も
脱
出
で
き
た
話
』
と
い
う
」
と
訳
し
た
。
し
か

し
、
も
う
一
つ
別
の
訳
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
は
も
し
か
す
る
と
、
こ
ど

も
の
姿
は
見
え
な
く
な
っ
た
が
、「
急
以
得
免
（
急
す
れ
ば
以
て
免
る
る

を
得
＝
急
げ
ば
逃
げ
き
る
こ
と
が
で
き
る
ぞ
）」
と
こ
ど
も
が
言
っ
た
の

が
聞
こ
え
て
き
た
と
い
う
場
面
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、「
云
急
以
得

免
」
ま
で
話
が
続
い
て
い
て
、『
宣
験
記
』
以
降
が
話
の
ま
と
め
と
な
っ

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ど
ち
ら
と
も
決
め
が
た

い
が
、
今
回
は
「
云
」
＝
「
人
の
こ
と
ば
や
、
古
書
の
引
用
や
、
伝
聞
を

示
す
」
の
意
味
か
ら
「
伝
聞
」
で
と
り
訳
し
た
。
そ
う
す
る
と
、『
普
門

品
』
な
ど
の
ど
こ
か
に
「
急
以
得
免
」
と
い
う
題
目
が
あ
っ
た
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
目
下
の
と
こ
ろ
該
当
す
る
記
述
を
み
つ
け
ら
れ
な
い
。

（
中
国
文
学
専
攻
　
修
士
一
年
　
林
美
江
）

『
弁
正
論
』
巻
七
の
「
赫
連
兇
頑
。
被
像
衣
而
震
死
」
の
注
に
『
宣
験

記
』
云
と
し
て
、
以
下
の
文
を
引
用
す
る
。

「
佛
佛
虜
破
冀
州
境
内
。
道
俗
咸
被
殲
戮
兇
虐
暴
亂
、
殘
殺
無
厭
、
爰

及
關
中
、
死
者
過
半
。
婦
女
嬰
稚
積
骸
成
山
。
縱
其
害
心
以
爲
快
樂
。

仍
自
言
曰
。
佛
佛
是
人
中
之
佛
。
堪
受
禮
拜
。
便
畫
作
佛
像
。
背
上
佩

之
當
殿
而
坐
。
令
國
内
沙
門
向
背
禮
像
。
即
爲
拜
我
。
後
因
出
遊
。
風

雨
暴
至
四
面
暗
塞
。
不
知
所
歸
。
雷
電
震
吼
霹
靂
而
死
。
既
葬
之
後
就

塚
霹
靂
。
其
棺
烈
屍
出
外
題
背
爲
兇
虐
無
道
等
字
。
國
人
慶
快
嫌
其
死

晩
。
少
時
爲
索
頭
主
沙
圭
所
呑
妻
子
被
刑
戮
（
仏
仏
虜
冀
州
境
内
を
破

る
。
道
俗
咸
な
殲
戮
兇
虐
暴
乱
さ
れ
、
残
殺
す
る
に

い
と厭

ふ
無
く
、

こ
こ爰

に

関
中
に
及
び
、
死
者
半
を
過
ぐ
。
婦
女
嬰
稚
骸
を
積
み
て
山
と
成
る
。
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ほ
し
い
ま
ま

縦

に
其
れ
害
し
、
心
以
て
快
楽
と
為
す
。
仍
ほ
自
ら
言
ひ
て
曰
く
。

仏
仏
は
人
の
中
の
仏
な
り
。
礼
拝
を
受
く
に
堪
ふ
、
と
。
便
ち
画
き
て

仏
像
を
作
る
。
背
上
に
之
を
佩
び
て
殿
に
当
た
り
て
坐
す
。
国
内
の
沙

門
を
し
て
背
を
向
け
て
像
に
礼
せ
し
む
る
は
、
即
ち
我
を
拜
す
と
為
す
、

と
。
後
に
因
り
て
出
遊
す
。
風
雨
暴
な
り
て
四
面
暗
塞
に
至
る
。
帰
る

所
を
知
ら
ず
。
雷
電
震
吼
霹
靂
し
て
死
せ
り
。
既
に
之
を
葬
り
て
後
就

ち
塚
霹
靂
す
。
其
の
棺
の
烈
屍
外
に
出
で
背
に
題
し
て
兇
虐
無
道
等
の

字
を
為
す
。
国
人
慶
快
し
其
の
死
す
る
こ
と
の
晩
き
を
嫌
ふ
。
少
時
索

頭
主
の
沙
圭
の
呑
む
所
の
妻
子
刑
戮
せ
ら
る
）」

こ
の
話
は
、
本
話
と
同
じ
と
き
の
事
件
を
扱
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

陸
杲
の
い
う
普
賢
菩
薩
云
々
と
い
う
話
で
は
な
い
。
ま
た
、『
弁
正
論
』

で
は
、
こ
の
引
用
文
の
末
尾
に

マ
マ簫

子
顯
の
『
南
斉
書
』
と
あ
る
が
、
蕭

子
顕
『
南
斉
書
』
に
こ
の
話
は
な
い
。
彦
悰
『
集
沙
門
不
応
拝
俗
等
事
』

（『
大
蔵
経
』
史
伝
部
五
二
巻
）
は
、
こ
の
話
と
ほ
ぼ
同
内
容
に
言
及
し

て
、
赫
連
勃
勃
が
、
五
刑
の
虐
を
行
っ
た
と
す
る
。
鎌
田
茂
雄
『
中
国

仏
教
史
』
第
三
巻
で
は
、
こ
の
赫
連
勃
勃
の
暴
虐
に
よ
り
、
長
安
の
仏

教
徒
が
大
挙
し
て
寿
春
に
の
が
れ
、
さ
ら
に
建
康
に
行
き
、
南
朝
の
仏

教
の
隆
盛
に
貢
献
し
た
こ
と
を
述
べ
る
（
一
一
〇
頁
）。

（
佐
野
誠
子
）

〔
45
〕

【
本
文
】

欒
苟
亦
事
佛
、
嘗
作
富
平
令
。
先
征
廬
循

（
1
）

、
小
失
利
、
舫
被
火
燒
。
賊

又
見
逼
、
正
在
江
漲

（
2
）

、
風
浪
大

（
3
）

起
、
苟
自
分
必
死
、
猶
念

（
4
）

觀
世
音
。
須

臾
、
見
一
人
倚
江
中
央

（
5
）

、
水
裁
至
腰
。
苟
知
是
神
人
、
即
投
水
就
之
、
體

自
不
没
、
脚
如
蹹
地
。
大
軍

（
6
）

遣
船
迎
敗
者
、
又
即
先
與
相
逢
。
苟
本
肥

重
、
力
不
舉

（
7
）

體
。
得
更
見
四
人
捧
其
入
船
、
既
入
熟
視
、
定
都
無
人
。

【
参
考
資
料
】

　

⋆

『
法
苑
珠
林
』
巻
十
七
所
引
『
冥
祥
記
』

⋆

『
太
平
広
記
』
巻
一
百
一
十
「
欒
苟
」
出
『
冥
祥
記
』

⋄

『
冥
祥
記
』
第
一
四
二
話

【
校
注
】

(

1)

底
本
は
「
虜
脩
」
に
作
る
。『
法
苑
珠
林
』
等
に
よ
り
改
め
る
。

(
2)

底
本
は
「
江

」
に
作
る
。『
法
苑
珠
林
』『
太
平
広
記
』
は
「
中

江
」
に
作
る
。

は
、
存
在
し
な
い
文
字
の
た
め
、
文
意
に
よ
り

改
め
る
。

(

3)

底
本
は
「
火
」
に
作
る
。『
法
苑
珠
林
』『
太
平
広
記
』
は
「
風
浪

駭
目
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。
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(

4)
底
本
は
「
急
」
に
作
る
。『
法
苑
珠
林
』
等
に
よ
り
改
め
る
。

(

5)

底
本
は
「
失
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(

6)

底
本
は
「
軍
」
字
を
欠
く
。『
法
苑
珠
林
』
等
に
よ
り
補
う
。

(

7)

底
本
は
「
與
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

　【
書
き
下
し
】

ら
ん欒
こ
う苟

も
亦
た
仏
に
事
へ
、
嘗
て
富
平
の
令
と
作
る
。
先
に
廬
循
を
征

つ
に
、

や
や小

利
を
失
ひ
、
舫
火
に
焼
か
る
。
賊
に
又
た
逼
ら
れ
、
正
に
江

漲
に
在
り
、
風
浪
大
い
に
起
こ
る
。
苟
自
ら
必
ら
ず
死
す
と

ぶ
ん分

し
、
猶

ほ
観
世
音
を
念
ず
。
須
臾
に
し
て
、
一
人
の
江
の
中
央
に
倚
り
、
水

わ
づ裁

か
に
腰
に
至
る
を
見
る
。
苟
是
れ
神
人
な
る
を
知
り
、
即
ち
水
に
投
じ

て
之
に
就
き
、
体
自
ら
没
せ
ず
、
脚
地
を

ふ蹹
む
が
如
し
。
大
軍
船
を

し
て
敗
る
る
者
を
迎
へ
し
め
、
又
た
即
ち
先
ん
じ
て
与
に
相
逢
ふ
。
苟

本
よ
り
肥
え
重
く
、

つ
と力

む
れ
ど
も
体
を
挙
げ
ず
。
更
に
四
人
に
捧
げ
ら

れ
其
の
船
に
入
る
を
得
、
既
に
入
り
熟
視
す
れ
ど
も
、

は定
た
し
て

す
べ都

て

人
無
し
。

【
訳
】

欒
苟
も
ま
た
仏
に
奉
仕
し
、
嘗
て
富
平
県
（
陜
西
省
長
安
）
の
長
官
と

な
っ
た
。
以
前
盧
循
を
征
討
す
る
際
に
、
や
や
形
勢
不
利
と
な
り
、
船

は
火
に
焼
か
れ
た
。
敵
軍
に
さ
ら
に
迫
ら
れ
て
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き

河
の
広
い
所
に
お
り
、
風
と
波
が
激
し
く
起
こ
っ
た
。
苟
は
必
ず
や
死

ぬ
こ
と
が
わ
か
っ
て
も
、
そ
れ
で
も
な
お
観
世
音
を
念
じ
た
。
ほ
ど
な

く
、
ひ
と
り
の
人
が
河
の
中
央
に
立
っ
て
い
て
、
水
面
は
わ
ず
か
に
腰

に
達
す
る
だ
け
な
の
を
見
た
。
苟
は
こ
の
人
が
神
人
で
あ
る
と
わ
か
り
、

た
だ
ち
に
飛
び
込
ん
で
神
人
の
ほ
う
へ
近
づ
く
と
、
身
体
は
自
然
と
沈

ま
ず
、
脚
は
地
面
を
踏
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
味
方
の
大
部

隊
は
船
を
送
っ
て
敗
れ
た
兵
を
助
け
に
行
か
せ
て
お
り
、
苟
は
再
び
す

ぐ
に
前
進
し
彼
ら
と
出
会
っ
た
。
苟
は
も
と
も
と
体
が
肥
っ
て
い
て
重

た
く
、
力
を
尽
く
し
て
も
身
体
を
持
ち
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
再
び

四
人
の
も
の
に
支
え
ら
れ
味
方
の
船
に
乗
る
こ
と
が
で
き
た
。
船
に
乗

り
終
え
て
か
ら
注
意
し
て
よ
く
見
た
が
、
な
ん
と
そ
の
四
人
の
誰
も
見

当
た
ら
な
か
っ
た
。

【
語
注
】

　

⋆

欒
苟
＝
人
名
。
詳
細
不
詳
。『
冥
祥
記
』
は
「
欒
荀
」
に
作
る
。
欒

苟
、
欒
荀
と
も
他
に
記
録
が
な
い
た
め
、
ど
ち
ら
と
も
決
め
か
ね
る
。

⋆
盧
循
＝
晋
の
人
。
諶
の
曾
孫
。
字
は
于
先
。
草
書
、
隷
書
、
奕
棋

な
ど
に
巧
み
。
孫
恩
の
妹
を
娶
り
、
恩
の
死
後
衆
に
推
さ
れ
て
盟

主
と
な
り
、
た
び
た
び
晋
に
侵
攻
し
た
が
劉
裕
に
撃
退
さ
れ
て
死
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去
。
こ
の
事
件
は
元
興
二
年
（
四
〇
三
）
正
月
の
こ
と
か
。『
晋
書
』

巻
一
百
に
伝
あ
り
。
ま
た
牧
田
書
参
照
。

⋆

漲
＝
大
き
な
河
。『
広
韻
』
及
び
『
集
韻
』
に
「
漲
、
大
水
也
」
と

あ
る
。
大
水
と
は
、
大
き
な
海
、
河
、
湖
の
こ
と
を
い
う
。
こ
の

「
正
在
江
漲
」
の
部
分
を
、『
法
苑
珠
林
』
及
び
『
太
平
広
記
』
は

「
正
在
中
江
」
に
作
る
。〔
8
〕
に
は
「
半
漲
」
の
語
が
み
え
る
。

⋆

定
＝
な
ん
と
。
意
外
な
こ
と
を
あ
ら
わ
す
副
詞
。『
世
説
新
語
』
任

誕
「
初
云
當
留
婢
、
既
發
、
定
將
去
（
初
め
云
ふ
当
に
婢
を
留
む

べ
し
、
既
に
発
す
る
や
、

は定
た
し
て

ひ
き将

ゐ
去
る
）」。

（
中
国
文
学
専
攻
　
学
部
三
年
　
加
藤
薫
）

〔
46
〕

【
本
文
】

道
人
釋
開
達
、
以
晉
隆
安
二
年
北
上
壟
、
掘

（
1
）

甘
草
。
時
羌

（
2
）

中
大
餓
、
皆

捕
生
口
食
之
。
開
達
爲
羌
所
得
、
閉
置
柵
裏
。
以
擇
食
等
伴
肥
者
、
次

當
見
及
。
開
達
本
諳
『
觀
世
音
經
』。
既
急
、
一
心
歸
命
、
恒
潛
諷
誦
、

日
夜
不
息
。
羌

（
3
）

食
柵
人
漸
欲
就
盡
、
唯
餘
開
達
與
一
小
兒
、
以
擬
明
日

當
食
之
。
開
達
急
、
夜
誦
經
、
係
心
特

（
4
）

苦
、
垂
欲
成
曉
。
羌
來
取
之
。
開

達
臨
急
愈
至
、
猶
望
一
感
。
忽

（
5
）

然
見
有
大
虎
從
草
䞬
出
、
跳
距

（
6
）

大
叫
、

諸
羌
一
時
怖
走
。
虎
因
柵
作
一
小
穿
、
足
得
通
人
、
便
去
。
開
達
仍
將

小
兒
走
出
、
逃
叛
得
免
。

【
参
考
資
料
】

　

⋆

金
剛
寺
本
「
佚
名
諸
菩
薩
観
応
抄
」（
26
）

⋆

『
法
苑
珠
林
』
巻
十
七
所
引
『
冥
祥
記
』

⋆

『
観
音
義
疏
』
巻
上
出
『
応
験
伝
』

⋆

『
法
華
伝
記
』
巻
六

⋆

『
太
平
広
記
』
巻
一
百
一
十
「
釋
開
達
」
出
『
法
苑
珠
林
』

⋄

『
冥
祥
記
』
第
四
七
話

【
校
注
】

(

1)

底
本
は
「

」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(

2)

底
本
は
「
差
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。
以
下
同
。

(

3)

底
本
は
「
着
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(
4)

底
本
は
「
持
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(
5)
底
本
は
「
急
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(

6)
底
本
は
「

」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
「
距
」
に
改
め
る
。
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【
書
き
下
し
】

道
人
釈
開
達
、
晋
の
隆
安
二
年
を
以
て
北
し
て
壟
に
上
り
、
甘
草
を

掘
る
。
時
に
羌
中
大
い
に
餓
ゑ
、
皆
生
口
を
捕
へ
て
之
を
食
ら
ふ
。
開

達
羌
の
得
る
所
と
為
り
、
柵
の
裏
に
閉
置
せ
ら
る
。
等
伴
の
肥
ゆ
る
者

を
撰
食
す
る
を
以
て
、
次
当
に
及
ば
ん
と
す
る
を
見
る
。
開
達
本
よ
り

『
観
世
音
経
』
を
諳
ん
ず
。
既
に
急
な
り
て
、
一
心
に
帰
命
し
、
恒
に
潜

か
に
諷
誦
す
る
こ
と
、
日
夜
息
ま
ず
。
羌
柵
人
を
食
ら
ふ
こ
と
漸
く
就

ち
尽
き
ん
と
欲
し
、
唯
だ
開
達
と
一
小
児
を
餘
す
の
み
、
以
て
明
日
当

に
之
を
食
ら
ふ
べ
し
と
擬
す
。
開
達
急
に
し
て
、
夜
経
を
誦
じ
、
心

を
係
く
る
こ
と
特
に

ね
ん
ご
ろ

苦

な
り
。
暁
に
成
ら
ん
と
欲
し
て
垂
と
す
る
と

き
、
羌
来
た
り
て
之
を
取
ら
ん
と
す
。
開
達
急
に
臨
み
て
愈
よ
至
り
、

猶
ほ
一
感
を
望
む
。
忽
然
と
し
て
大
虎
の
草
従
り

お
ど䞬

り
出
づ
る
有
る
を

見
、
跳
距
し
て
大
い
に
叫
び
、
諸
羌
一
時
に
怖
れ
走
る
。
虎
因
り
て
柵

に
一
小
穿
を
作
り
、
人
を
通
す
を
得
る
に
足
り
、
便
ち
去
る
。
開
達

よ仍

り
て
小
児
を
将
ゐ
て
走
り
出
で
、
逃
叛
し
て
免
る
る
を
得
た
り
。

【
訳
】

道
人
の
釈
開
達
は
、
晋
の
隆
安
二
年
（
三
九
八
）、
北
に
行
き
、
高
い

丘
に
登
っ
て
甘
草
を
掘
っ
て
い
た
。
そ
の
当
時
、
北
方
の
異
民
族
で
あ

る
羌
の
中
で
大
飢
饉
が
あ
り
、
み
な
捕
虜
を
捕
ま
え
て
は
こ
れ
を
食
べ

て
い
た
。
開
達
た
ち
も
羌
に
捕
ま
っ
て
し
ま
い
、
柵
の
中
に
閉
じ
込
め

ら
れ
た
。
羌
が
開
達
の
仲
間
た
ち
の
う
ち
太
っ
た
者
を
選
ん
で
食
べ
て

お
り
、
順
番
が
ま
さ
に
回
っ
て
こ
よ
う
と
し
て
い
た
。
開
達
は
も
と
も

と
『
観
世
音
経
』
を
諳
ん
ず
る
こ
と
が
で
き
た
。
状
況
は
す
で
に
差
し

迫
っ
て
お
り
、
心
を
一
つ
に
し
て
帰
命
し
、
常
に
ひ
そ
か
に
経
を
諳
ん

じ
る
こ
と
は
、
昼
も
夜
も
止
む
こ
と
が
な
か
っ
た
。
羌
が
柵
の
中
の
人

を
食
べ
続
け
、
次
第
に
食
べ
尽
く
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
た
だ
開
達

と
一
人
の
こ
ど
も
が
残
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
羌
は
、
明
日

こ
の
二
人
を
食
べ
よ
う
と
決
め
た
。
開
達
は
焦
っ
て
、
夜
に
経
を
唱
え

て
、
心
を
か
け
て
唱
え
る
こ
と
は
特
に
懇
切
で
あ
っ
た
。
ま
も
な
く
夜

が
明
け
よ
う
と
す
る
と
き
、
羌
が
や
っ
て
き
て
二
人
を
連
れ
だ
そ
う
と

し
た
。
開
達
は
急
事
に
臨
む
に
あ
た
っ
て
い
よ
い
よ
心
を
尽
く
し
て
唱

え
、
そ
れ
で
も
な
お
菩
薩
が
霊
験
を
表
す
こ
と
を
待
ち
望
ん
で
い
た
。

そ
の
時
、
ふ
と
草
む
ら
の
中
か
ら
一
匹
の
大
き
な
虎
が
飛
び
出
て
く
る

の
を
見
、
躍
り
か
か
っ
て
大
い
に
叫
び
、
羌
た
ち
は
み
な
恐
れ
て
一
度

に
逃
げ
て
行
っ
た
。
虎
が
柵
に
人
が
通
る
の
に
充
分
な
大
き
さ
の
穴
を

つ
く
っ
て
く
れ
、
虎
は
去
っ
て
行
っ
た
。
そ
こ
で
開
達
は
一
人
の
こ
ど

も
を
連
れ
て
走
っ
て
脱
出
し
た
。
こ
う
し
て
、
逃
げ
び
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
る
。
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【
語
注
】

　

⋆

釋
開
達
＝
僧
侶
の
名
。
詳
細
不
詳
。『
法
苑
珠
林
』
で
は
「
晋
の
沙

門
」
と
し
て
い
る
。
な
お
、『
法
華
伝
記
』
で
は
「
釋
慧
達
」、『
観

音
義
疏
』
で
は
「
慧
達
」、『
佚
名
諸
菩
薩
感
応
抄
』
で
は
「
尺
開

達
」
に
作
る
。

⋆

壟
＝
隴
に
通
じ
、
こ
れ
は
現
在
の
甘
粛
省
の
略
称
で
あ
る
。
た
だ

し
こ
こ
で
は
特
別
な
地
名
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、『
法
苑
珠

林
』
な
ど
が
「
登
壟
採
甘
草
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
お

そ
ら
く
「
高
丘
」
の
意
で
あ
ろ
う
。

⋆

羌
＝
え
び
す
の
一
。
西
方
の
蛮
族
の
称
。
も
と
三
苗
の
子
孫
。
舜

の
時
、
三
危
に
流
さ
れ
た
。
後
漢
の
時
、
東
西
に
分
か
れ
、
晋
の

時
、
五
胡
の
一
と
な
っ
た
。
後
秦
を
作
っ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
族
。

⋆

生
口
＝
捕
虜
。『
漢
書
』
巻
五
十
二
韓
安
国
伝
「
安
國
爲
材
官
將
軍
、

屯
漁
陽
、
捕
生
口
虜
、
言
匈
奴
遠
去
（〔
韓
〕
安
国
材
官
将
軍
と

為
り
、
漁
陽
に
屯
し
、
生
口
の
虜
を
捕
へ
、
匈
奴
遠
く
に
去
れ
り

と
言
ふ
）」。

⋆

等
伴
＝
な
か
ま
。

⋆

擬
＝
〜
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
〜
し
よ
う
と
す
る
。〔
28
〕
語
注

も
参
照
。『
世
説
新
語
』
賞
誉
「
蕭
中
郎
、
孫
丞
公
婦
父
。
劉
尹
在

撫
軍
坐
、
時
擬
爲
太
常
。
劉
尹
云
『
蕭
祖
周
不
知
便
可
作
三
公
不
。

自
此
以
還
、
無
所
不
堪
』（
蕭
中
郎
は
、
孫
丞
公
の
婦
の
父
な
り
。

劉
尹
撫
軍
の
坐
に
在
り
、
時
に
太
常
に
為
さ
ん
と
擬
す
。
劉
尹
云

ふ
『
蕭
祖
周
は
便
ち
三
公
と
作
す
べ
き
や
不
や
を
知
ら
ず
。
此
れ

自
り
以
還
は
、
堪
へ
ざ
る
所
無
し
』
と
）」。

⋆

係
心
＝
心
を
か
け
る
。
心
を
よ
せ
る
。
た
の
み
と
す
る
。

⋆

苦
＝
ね
ん
ご
ろ
。
懇
到
。『
世
説
新
語
』
規
箴
「
執
經
登
坐
、
諷
諳

朗
暢
、
詞
色
甚
苦
。
高
足
之
徒
、
皆
肅
然
増
敬
（
経
を
執
り
て
坐

に
登
り
、
諷
諳
は
朗
暢
と
し
て
、
詞
色
甚
だ
苦
な
り
。
高
足
の
徒
、

皆
肅
然
と
し
て
敬
を
増
す
）」。

⋆

䞬
＝
「
透
」
に
同
じ
。『
集
韻
』
に
は
、「
透
、
䞬
、
他
候
切
。
説

文
、
跳
也
、
過
也
、
或
從
走
（
透
、
䞬
な
り
、
他
候
の
切
。
説
文
、

跳
な
り
、
過
な
り
、
或
い
は
走
に
従
ふ
）」。「
透
」
字
に
は
、
お
ど

る
、
す
ぎ
る
、
こ
え
る
の
意
が
あ
る
。

⋆

距
＝
お
ど
り
あ
が
る
。
飛
び
越
え
る
。『
楚
辞
』
九
思
・
遭
厄
「
將

升
兮
高
山
、
上
有
兮
猴
猿
。
欲
入
兮
深
谷
、
下
有
兮
虺
蛇
。
左
見

兮
鳴
鵙
、
右
睹
兮
呼
梟
。
惶
悸
兮
失
氣
、
踊
躍
兮
距
跳
（
将
に
高

山
に
升
ら
ん
と
す
る
も
、
上
に
猴
猿
有
り
。
深
谷
に
入
ら
ん
と
欲

す
る
も
、
下
に
虺
蛇
有
り
。
左
に
鳴
鵙
を
見
、
右
に
呼
梟
を
睹
る
。

惶
悸
し
て
気
を
失
ひ
、
踊
躍
し
て
距
跳
す
）」。

⋆

穿
＝
洞
。
穴
。
あ
な
。『
宋
書
』
巻
八
十
一
劉
秀
之
伝
「
廳
事
柱
有
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一
穿
、
穆
之
謂
子
弟
及
秀
之
曰
『
汝
等
試
以
栗
遙
擲
此
柱
、
若
能
入

穿
、
後
必
得
此
郡
』。
穆
之
諸
子
並
不
能
中
、
唯
秀
之
獨
入
焉
（
庁

事
の
柱
に
一
穿
有
り
、
穆
之
子
弟
及
び
秀
之
に
謂
ひ
て
曰
く
『
汝

等
試
み
に
栗
を
以
て
遥
か
に
此
の
柱
に
擲
ち
、
若
し
能
く
穿
に
入

る
れ
ば
、
後
必
ず
此
の
郡
を
得
せ
し
め
ん
』
と
。
穆
之
の
諸
子
並

び
に
中
つ
る
能
は
ず
、
唯
秀
之
の
み
独
り
入
る
）」。

⋆

仍
＝
そ
こ
で
。
よ
っ
て
。

（
中
国
文
学
専
攻
　
学
部
三
年
　
長
谷
川
浩
平
）

〔
47
〕

【
本
文
】

裴
安
起

（
1
）

河
東
人
也
。
從
虜
中
叛
歸
、
至
河
邊
、
不
得
過
。
望
見
追
騎

在
後
。
便

（
2
）

死
在
須
臾
、
於
是
喚
觀
世
音
。
始
得
數
聲
、
仍
見
一
白
狼
從

草
中
出
。
仰

（
3
）

視
安
起
、
回
還
繞
之
。
安
起
目
不
暇
視
、
狼
還
入
草
。
斯

須
追
至
、
安
起
心
悟
、
復
喚
狼
、「
若
是
觀
世
音
、
更
來
救
我
」。
道
此

未
竟

（
4
）

、
應
聲
即
出
。
安
起
跳
往
抱
之
、
狼
一
擲
便
過
南
岸
。
集
止
之
間
、

奄
失
狼
所
在
。
追
騎
共
在
北
岸
、
望
之
嘆
惋

（
5
）

無
極
。
宋

（
6
）

孝
建
初
、
劉
瑀

（
7
）

作
益
州
、
爾
時
、
安
起
爲
成
都
縣
堺
起
一
塔

（
8
）

。
既
嘗
荷
神
力
、
殊
大
精

進
。
蔣
山
上
定
林
寺
阿
練
道
人
釋

（
9
）

道
僊
、
在
蜀
識
裴
、
恒
聞
其
自
序
此

事
、
爲
杲
具
説
。
安
起
即
齊
州
刺
史
裴
叔
業
父
也
。

【
参
考
資
料
】

　

⋆

金
剛
寺
本
『
佚
名
諸
菩
薩
感
応
抄
』（
27
）

⋆

『
観
音
義
疏
』
巻
上
引
『
感
応
伝
』

【
校
注
】

(

1)

底
本
は
「
斐
」
に
作
る
。
金
剛
寺
本
等
に
よ
り
改
め
る
。
以
下
同
。

(

2)

「
便
」
字
は
脇
か
ら
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

(

3)

底
本
は
「
佈
」
に
作
る
。
金
剛
寺
本
に
よ
り
改
め
る
。

(

4)

底
本
は
「
忘
」
に
作
る
。
金
剛
寺
本
に
よ
る
改
め
る
。

(

5)

底
本
は
「
琬
」
に
作
る
。
金
剛
寺
本
等
に
よ
り
改
め
る
。

(

6)

底
本
は
「
宗
」
に
作
る
。
史
実
に
よ
り
改
め
る
。

(

7)

底
本
は
「
璃
」
に
作
る
。
史
実
に
よ
り
改
め
る
。

(

8)

底
本
は
「
増
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(
9)

底
本
は
「
尺
」
に
作
る
。「
釋
」
を
略
し
て
書
い
た
も
の
。

　【
書
き
下
し
】

裴
安
起
は
河
東
の
人
な
り
。
虜
中
従
り
叛
き
て
帰
し
、
河
辺
に
至
る

も
、
過
ぐ
る
を
得
ず
。
望
み
て
追
騎
後
に
在
る
を
見
る
。
便
ち
死
須
臾
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に
在
り
、
是
に
於
て
観
世
音
を
喚
ぶ
。
始
め
数
声
を
得
て
、

よ仍
り
て
一

白
狼
の
草
中
従
り
出
づ
る
を
見
、
安
起
を
仰
視
し
、
回
還
し
て
之
を
繞

る
。
安
起
目
す
る
も
視
る
暇
あ
ら
ず
、
狼
還
り
て
草
に
入
る
。
斯
須
に

し
て
追
至
り
、
安
起
心
悟
し
、
復
た
狼
を
喚
ぶ
に
「
若
し
是
れ
観
世
音

な
ら
ば
、
更
め
て
来
た
り
て
我
を
救
へ
」
と
。
此
を
道
ふ
こ
と
未
だ
竟

へ
ず
し
て
、
声
に
応
へ
て
即
ち
出
づ
。
安
起
跳
び
往
き
て
之
に
抱
き
、

狼
一
た
び

な
げ
う

擲
ち
て
便
ち
南
岸
を
過
ぐ
。
集
止
の
間
、

た
ち
ま

奄
ち
狼
の
所
在

を
失
ふ
。
追
騎
共
に
北
岸
に
在
る
も
、
之
を
望
み
て
嘆
惋
す
る
こ
と
極

ま
り
無
し
。
宋
の
孝
建
の
初
め
、
劉
瑀
益
州
と
作
り
、
爾
の
時
、
安
起

成
都
県
堺
に
一
塔
を
起
つ
る
を
為
す
。
既
に
嘗
て
神
力
を

う荷
け
、
殊
に

大
い
に
精
進
す
。
蒋
山
の
上
定
林
寺
の
阿
練
道
人
釈
道
仙
、
蜀
に
在
り

て
裴
を
識
り
、
恒
に
其
の
自
ら
此
の
事
を
序
す
る
を
聞
き
、
杲
の
為
に

具
さ
に
説
く
。
安
起
は
即
ち
斉
州
刺
史
裴
叔
業
の
父
な
り
。

【
訳
】

裴
安
起
は
河
東
郡
（
山
西
省
）
の
人
で
あ
る
。
異
民
族
か
ら
逃
げ
戻

り
、
河
の
ほ
と
り
に
着
い
た
が
、
渡
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
遠
く

を
眺
め
て
追
手
の
騎
兵
が
後
ろ
に
迫
っ
て
い
る
の
を
見
た
。
死
が
す
ぐ

そ
こ
に
迫
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
観
世
音
を
叫
ん
だ
。
最
初
に
数
声
を
発

し
、
そ
う
し
た
と
こ
ろ
一
匹
の
白
狼
が
草
の
中
か
ら
出
て
き
て
、
安
起
を

仰
ぎ
見
て
、
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
彼
を
と
り
ま
い
た
。
安
起
は
狼
を

目
で
と
ら
え
る
も
見
る
暇
が
な
く
、
狼
は
引
き
返
し
て
草
の
中
に
入
っ

た
。
す
ぐ
に
追
手
が
や
っ
て
き
て
、
安
起
は
心
に
悟
り
、
再
び
狼
を
呼

ん
で
「
も
し
観
世
音
な
ら
ば
、
改
め
て
や
っ
て
来
て
私
を
救
っ
て
く
れ
」

と
言
っ
た
。
こ
れ
が
ま
だ
言
い
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
、
声
に
こ
た
え
て

す
ぐ
に
狼
が
出
て
き
た
。
安
起
は
跳
び
は
ね
て
狼
に
抱
き
つ
く
と
、
狼

は
一
け
り
躍
り
上
が
っ
て
す
ぐ
に
南
岸
に
渡
っ
た
。
降
り
た
っ
た
瞬
間
、

急
に
狼
が
い
な
く
な
っ
た
。
追
手
の
騎
兵
は
共
に
北
岸
に
い
た
が
、
こ

れ
を
見
て
嘆
き
悔
や
む
こ
と
が
尽
き
な
か
っ
た
。
宋
の
孝
建
年
間
（
四

五
四
―
四
六
四
）
の
は
じ
め
、
劉
瑀
が
益
州
（
四
川
省
成
都
県
）
を
治

め
て
い
た
頃
、
安
起
は
成
都
県
の
県
境
の
地
域
に
一
つ
の
塔
を
建
て
た
。

既
に
か
つ
て
不
思
議
な
力
を
身
に
受
け
た
た
め
、
と
り
わ
け
非
常
に
尽

力
し
た
。
鍾
山
（
江
蘇
省
江
寧
県
）
の
上
定
林
寺
の
修
行
僧
で
あ
る
釈

道
仙
は
、
蜀
に
い
て
裴
安
起
と
知
り
合
い
、
い
つ
も
彼
自
身
が
こ
の
事

を
述
べ
る
の
を
聞
き
、
陸
杲
の
た
め
に
詳
し
く
語
っ
て
く
れ
た
。
裴
安

起
は
斉
州
刺
史
で
あ
る
裴
叔
業
の
父
で
あ
る
。

【
語
注
】

　

⋆

裴
安
起
＝
人
名
。
本
文
で
は
裴
叔
業
の
父
と
さ
れ
て
い
る
が
、
詳

細
不
詳
。『
魏
書
』
巻
七
十
一
、『
北
史
』
巻
四
十
五
の
裴
叔
業
伝
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に
は
、「
父
順
宗
」
と
し
る
さ
れ
て
お
り
、
本
当
に
裴
叔
業
の
父
で

あ
っ
た
の
か
も
不
明
。

⋆

斯
須
＝
「
須
臾
」
に
同
じ
。『
礼
記
』
祭
義
「
禮
樂
不
可
斯
須
去
身

（
礼
楽
は
斯
須
も
身
を
去
る
べ
か
ら
ず
）」
鄭
玄
注
「
斯
須
、
猶
須

臾
也
（
斯
須
は
、
猶
ほ
須
臾
の
ご
と
き
な
り
）」。

⋆

擲
＝
跳
び
上
が
る
、
お
ど
り
あ
が
る
。『
世
説
新
語
』
仮
譎
「
紹
遑

迫
自
擲
出
、
遂
以
俱
免
（
紹
は
遑
迫
し
て
自
ら
擲
出
し
、
遂
に
以

て
俱
に
免
る
）」。

⋆

集
＝
（
雨
な
ど
が
）
降
る
。『
淮
南
子
』
説
山
訓
「
雨
之
集
、
無
能

霑
（
雨
の
集
ま
る
や
、
能
く
霑
ら
す
こ
と
無
し
）」。

⋆

奄
＝
突
然
に
。

⋆

嘆
惋
＝
驚
き
嘆
く
こ
と
。
陶
淵
明
「
桃
花
源
記
」「
此
人
一
一
爲
具

言
所
聞
、
皆
歎
惋
（
此
の
人
一
一
為
に
具
さ
に
聞
く
所
を
言
ひ
、
皆

歎
惋
す
）」。

⋆

宋
孝
建
＝
孝
武
帝
の
在
位
は
、
孝
建
年
間
（
四
五
四
―
四
五
六
）
と

大
明
年
間
（
四
五
七
―
四
六
四
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
劉
瑀
が
益

州
刺
史
に
再
度
任
命
さ
れ
た
の
は
孝
建
三
年
（
四
五
六
）
の
こ
と

で
あ
り
、「
孝
建
初
」
と
い
う
本
文
の
記
述
と
や
や
異
な
る
。「
宋

孝
武
初
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
皇
帝
の
名
と
年
隨
衆
口
号
の
称

が
混
ざ
り
、
誤
っ
て
「
宋
孝
建
初
」
と
し
る
さ
れ
た
可
能
性
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

⋆

劉
瑀
＝
人
名
。
字
は
茂
琳
。『
宋
書
』
巻
四
十
二
に
伝
あ
り
。
伝
に

よ
れ
ば
、
元
嘉
二
十
九
年
（
四
五
二
）
と
孝
建
三
年
（
四
五
六
）
に

益
州
刺
史
と
な
っ
て
い
る
。

⋆

堺
＝
「
地
域
の
境
界
」
を
指
す
。『
南
斉
書
』
巻
五
十
一
裴
叔
業
伝

「
北
人
不
樂
遠
行
、
唯
樂
侵
伐
虜
堺
（
北
人
は
遠
行
を
楽
し
ま
ず
、

唯
だ
虜
堺
を
侵
伐
す
る
を
楽
し
む
の
み
）」。

⋆

荷
＝
恩
恵
な
ど
を
こ
う
む
る
。
曹
操
「
請
爵
荀
彧
表
」（『
全
三
国

文
』
巻
一
、
袁
宏
『
後
漢
紀
』
巻
二
十
九
所
引
部
分
）
に
「
而
臣

前
後
、
獨
荷
異
寵
、
心
所
不
安
（
而
し
て
臣
の
前
後
に
し
て
、
獨

り
異
寵
を
荷
け
る
の
み
な
る
は
、
心
の
安
ん
ぜ
ざ
る
所
な
り
）」。

⋆

蔣
山
＝
鍾
山
。
建
康
に
あ
る
山
の
名
。
現
在
の
紫
金
山
。

⋆

上
定
林
寺
＝
寺
院
の
称
。『
高
僧
伝
』
巻
三
曇
摩
蜜
多
伝
に
上
定
林

寺
造
営
の
経
緯
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。

⋆

阿
練
道
人
＝
阿
練
は
〔
31
〕
語
注
に
し
め
し
た
よ
う
に
、
僧
侶
に
対

す
る
親
し
み
を
込
め
た
呼
び
方
。
阿
練
道
人
の
語
は
、
他
に
用
例

を
み
な
い
。
阿
練
若
と
阿
蘭
若
は
通
じ
る
た
め
、
阿
蘭
若
行
（
人

里
離
れ
た
と
こ
ろ
に
止
住
す
る
）
に
は
げ
む
僧
侶
の
意
か
。

⋆

道
僊
＝
僧
侶
の
名
。〔
53
〕
に
道
汪
の
弟
子
と
し
て
名
が
出
て
く

る
。
そ
の
他
の
書
に
は
み
ら
れ
ず
、
詳
細
不
詳
。
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⋆
序
＝
述
べ
る
。「
叙
」
に
通
じ
る
。『
三
国
志
』
巻
四
十
八
孫
休
伝

「
布
得
詔
陳
謝
、
重
自
序
述
、
又
言
懼
妨
政
事
（〔
呂
〕
布
詔
を
得

て
陳
謝
し
、
重
ね
て
自
ら
序
述
し
、
又
た
政
事
を
妨
ぐ
る
を
懼
る

と
言
ふ
）」。

⋆

裴
叔
業
＝
人
名
。
後
魏
、
聞
喜
（
山
西
省
絳
県
）
の
人
。
諡
は
忠

武
。『
南
斉
書
』
巻
五
十
一
、『
魏
書
』
巻
七
十
一
、『
北
史
』
巻
四

十
五
に
伝
あ
り
。
南
斉
に
仕
え
、
黄
門
侍
郎
、
徐
州
刺
史
を
歴
任

し
た
後
に
豫
州
刺
史
と
な
る
が
、「
斉
州
刺
史
」
に
な
っ
た
と
い
う

記
録
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
中
国
文
学
専
攻
　
修
士
二
年
　
岩
田
麻
愛
）

〔
48
〕

【
本
文
】

毛
女
、
秦
郡
人
也
。
少
即
出
家
。
有
姚
氏
、
娉
之
不
許
。
氏
大
怒
欲

殺
之
、
便
結
十
餘
伴
、
劫
娶
去
。
縣
遣

（
1
）

監
司
追
討
、
不
知

（
2
）

所
在
。
女
既

被
執
、
唯
念
觀
世
音
。
心
誓
。
若
得
脱
者
、
即
便
入
道
。
作
此
念
已
、
忽

然
山
頭
有
小
火

（
3
）

光
。
追
者
疑
異
、
即
往
圍
之
、
姚
氏
伴
悉
得
走
、
唯
提

得
姚
氏
還
、
依
法
。
女
即
出
家
精
進
。

【
参
考
資
料
】

　

⋆

な
し
。

【
校
注
】

(

1)

底
本
は
「
造
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(

2)

「
知
」
字
、
脇
か
ら
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

(

3)

「
火
」
字
、
脇
か
ら
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

　【
書
き
下
し
】

毛
女
は
、
秦
郡
の
人
な
り
。
少
く
し
て
即
ち
出
家
す
。
姚
氏
有
り
、
之

を
め
と娉

ら
ん
と
す
る
も
許
さ
れ
ず
。
氏
大
い
に
怒
り
て
之
を
殺
さ
ん
と
欲

し
、
便
ち
十
餘
伴
を
結
び
、

お
び
や

劫
か
し
て
娶
り
去
る
。
県
は
監
司
を
遣
は

し
て
追
討
せ
し
む
れ
ど
も
、
所
在
を
知
ら
ず
。
女
既
に
執
は
れ
、
唯
だ
観

世
音
を
念
ず
。
心
に
誓
ふ
。
若
し
脱
す
る
を
得
れ
ば
、

す
な
は

即
便
ち
道
に
入

ら
ん
、
と
。
此
れ
を

な作
し
て
念
じ
已
め
ば
、
忽
然
と
し
て
山
頭
に
小
さ

き
火
光
有
り
。
追
ふ
者
異
な
る
を
疑
ひ
、
即
ち
往
き
て
之
を
囲
む
。
姚

氏
の
伴
悉
く
走
る
を
得
、
唯
だ
提
す
る
に
姚
氏
を
得
て
還
り
、
法
に
依

ら
し
む
。
女
即
ち
出
家
し
精
進
す
。
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【
訳
】

毛
姓
の
女
子
は
、
秦
郡
（
陜
西
省
）
の
人
で
あ
る
。
幼
い
頃
す
ぐ
に
出

家
を
し
た
。
当
時
、
姚
氏
と
い
う
人
が
こ
の
女
子
を
妻
に
む
か
え
よ
う

と
し
た
が
、
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
姚
氏
は
大
変
怒
っ
て
こ
の
女

子
を
殺
そ
う
と
思
い
、
十
人
餘
り
の
仲
間
を
集
め
て
女
を
脅
迫
し
、
自

分
の
妻
に
し
て
逃
げ
去
っ
た
。
県
は
監
司
を
送
っ
て
後
を
追
わ
せ
た
が
、

行
方
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
女
子
は
捕
ら
わ
れ
て
か
ら
た
だ
た
だ
観
世

音
を
念
じ
て
い
た
。
心
の
中
で
、「
も
し
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、

す
ぐ
に
出
家
し
ま
し
ょ
う
」
と
誓
い
、
念
じ
終
わ
る
と
、
突
然
捕
ら
わ

れ
て
い
た
山
の
頂
上
に
小
さ
い
火
の
光
が
現
れ
た
。
追
っ
手
は
不
思
議

に
思
い
、
そ
こ
に
向
か
い
こ
れ
を
包
囲
し
た
。
姚
氏
の
仲
間
は
み
な
逃

れ
た
が
、
姚
氏
だ
け
を
捕
ま
え
て
帰
り
、
法
に
従
っ
て
処
罰
し
た
。
女

は
す
ぐ
に
出
家
し
て
仏
道
に
精
進
し
た
。

【
語
注
】

　

⋆

毛
女
＝
毛
家
の
女
子
。
詳
細
不
詳
。

⋆

監
司
＝
監
督
の
責
務
を
負
う
役
人
。〔
30
〕
語
注
参
照
。

⋆

提
＝
罪
人
を
捕
ま
え
る
こ
と
。

（
中
国
文
学
専
攻
　
学
部
三
年
　
加
藤
薫
）

〔
49
〕

【
本
文
】

張
崇
、
京
兆

（
1
）

杜
陵

（
2
）

人
也
。
本
信
佛
法
。
晉
太
元
中
、
苻
堅
敗
時
、
關

（
3
）

中
人
千
餘
家
歸
晉
。
中
路
爲
方
鎮
所
録
、
盡
殺
虜
女
。
崇
與
五
伴
並
械

手
脚
、
埋
地
没
腰

（
4
）

、
相
去
各
廿
歩

（
5
）

。
明
日
欲
走
馬
射
之
。
崇
無
後
計
、

唯
歸
念
觀
世
音
。
中
夜
械
忽
自
破

（
6
）

、
身
得
出
土
。
因
此
便
走
、
遂
以
得

免
。
崇
深
痛
諸
存
亡
遭
此
無
道
。
乃
喚
觀
世
音
、
又
禮
十
方
佛
。
以
一

大
石
置
前
、
致
願

（
7
）

曰
「
我
今
欲
過
江
、
訴

（
8
）

晉
帝
、
理
此
怨

（
9
）

魂
及
其
妻
息

（
10
）

、

若
心
願
獲
果
、
此
石
當
破

（
11
）

爲
二
」。
行
旋
一
匝
、
石
即
成
兩
。
崇
遂
至
江

東
、
發
白
虎
樽
具
列
冤
状
。
孝
武
即
勅
、
凡
歸
晉
人
被
略
賣
者
、
皆
得

爲
民
。
智
生
道
人
目
所
親
見
。

【
参
考
資
料
】

　

⋆

『
法
苑
珠
林
』
巻
六
十
五
所
引
『
冥
祥
記
』

⋆

『
太
平
広
記
』
巻
一
百
一
十
「
張
崇
」
出
『
法
苑
珠
林
』

⋄
『
冥
祥
記
』
第
四
二
話

【
校
注
】

(

1)

底
本
は
「
別
」
に
作
る
。『
法
苑
珠
林
』
等
に
よ
り
改
め
る
。
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(

2)
底
本
は
「
陵
」
字
を
欠
く
。『
法
苑
珠
林
』
等
に
よ
り
補
う
。

(

3)

底
本
は
「
開
中
」
に
作
る
。『
法
苑
珠
林
』
と
『
太
平
広
記
』
に
「
長

安
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
改
め
る
。

(

4)

底
本
は
「
腕
」
に
作
る
。『
法
苑
珠
林
』
等
に
よ
り
改
め
る
。

(

5)

底
本
は
「
出
」
に
作
る
。「
歩
」
の
く
ず
し
字
に
類
似
し
て
い
る
た

め
改
め
る
。

(

6)

底
本
は
「
故
」
に
作
る
。『
法
苑
珠
林
』
等
に
よ
り
改
め
る
。

(

7)

底
本
は
「
即
」
に
作
る
。『
法
苑
珠
林
』
等
に
よ
り
改
め
る
。
以
下
同
。

(

8)

底
本
は
「
誰
」
に
作
る
。『
法
苑
珠
林
』
等
に
よ
り
改
め
る
。

(

9)

底
本
は
「

」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。『
法
苑
珠
林
』
と

『
太
平
広
記
』
は
「
冤
魂
」
に
作
る
。

(

10)

底
本
は
「
自
」
に
作
る
。『
法
苑
珠
林
』
等
に
よ
り
改
め
る
。

(

11)

底
本
は
「
故
」
に
作
る
。『
法
苑
珠
林
』
等
に
よ
り
改
め
る
。

　【
書
き
下
し
】

張
崇
は
、
京
兆
杜
陵
の
人
な
り
。
本
よ
り
仏
法
を
信
ず
。
晋
の
太
元

中
苻
堅
の
敗
る
る
時
、
関
中
の
人
千
餘
家
晋
に
帰
せ
ん
と
す
。
中
路
方

鎮
の
録
す
る
所
と
為
り
、
尽
く
殺
さ
れ
女
を
虜
に
さ
る
。
崇
と
五
伴
と

並
び
に
手
脚
に
械
さ
れ
、
地
に
埋
め
ら
る
る
こ
と
腰
を
没
し
、
相
ひ
去

る
こ
と
各
の
廿
歩
。
明
日
馬
を
走
ら
せ
之
を
射
ん
と
欲
す
。
崇
後
計
無

く
唯
だ
観
世
音
を
帰
念
す
る
の
み
。
中
夜
械
忽
ち
自
ら
破
れ
、
身
土
よ

り
出
づ
る
を
得
。
此
れ
に
因
り
て
便
ち
走
り
、
遂
に
以
て
免
る
る
を
得
。

崇
深
く
諸
の
存
亡
此
の
無
道
に
遭
ふ
を
痛
む
。
乃
ち
観
世
音
を
喚
び
、

又
た
十
方
仏
に
礼
す
。
一
大
石
を
以
て
前
に
置
き
、
願
を
致
し
て
曰
く

「
我
今
江
を
過
り
、
晋
帝
に
訴
へ
、
此
の
怨
魂
及
び
其
の
妻
息
を

を
さ理

め

ん
と
欲
す
。
若
し
心
願
し
て
果
を
獲
れ
ば
、
此
の
石
当
に
破
れ
て
二
と

為
る
べ
し
」
と
。
行
旋
し
て
一
た
び

め
ぐ匝

れ
ば
、
石
即
ち
両
と
成
る
。
崇

遂
に
江
東
に
至
り
、
白
虎
樽
を
発
き
て
具
さ
に
冤
状
を
列
す
。
孝
武
即

ち
勅
し
、
凡
そ
晋
に
帰
す
る
人
の
略
売
せ
ら
る
る
者
、
皆
民
と
為
る
を

得
た
り
。
智
生
道
人
の
目
に
親
見
す
る
所
な
り
。

【
訳
】

張
崇
は
、
京
兆
杜
陵
（
陝
西
省
長
安
県
）
の
人
で
あ
る
。
も
と
も
と
仏

の
道
を
信
じ
て
い
た
。
晋
の
太
元
年
間
（
三
七
六
―
三
九
六
）
に
、
苻
堅

が
敗
れ
た
時
、
関
中
（
陝
西
省
）
の
千
余
り
の
家
の
人
々
は
晋
王
朝
に
帰

属
し
よ
う
と
し
た
。
途
中
で
軍
事
長
官
に
捕
ら
え
ら
れ
、
み
な
男
は
殺

さ
れ
女
は
捕
虜
に
さ
れ
た
。
張
崇
と
五
人
の
仲
間
は
共
に
手
足
に
枷
を

は
め
ら
れ
、
地
面
に
埋
め
ら
れ
る
の
は
腰
を
う
ず
め
る
ほ
ど
で
、
彼
ら

は
そ
れ
ぞ
れ
二
十
歩
（
お
よ
そ
二
八
メ
ー
ト
ル
）
ず
つ
互
い
に
離
れ
て
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い
た
。
翌
日
に
馬
を
走
ら
せ
て
彼
ら
を
射
よ
う
と
し
て
い
た
。
張
崇
は

こ
の
後
の
策
は
な
く
、
た
だ
た
だ
観
世
音
を
心
か
ら
思
念
し
た
。
真
夜

中
に
枷
が
突
然
壊
れ
、
身
体
も
地
中
か
ら
出
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ

で
張
崇
は
す
ぐ
に
逃
げ
て
、
そ
の
ま
ま
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
張

崇
は
多
く
の
生
者
・
死
者
が
こ
ん
な
ひ
ど
い
事
に
遭
遇
し
た
の
を
甚
だ

悲
し
み
な
げ
い
た
。
そ
こ
で
観
世
音
の
名
を
唱
え
、
さ
ら
に
十
方
の
諸

仏
に
も
礼
拝
し
た
。
そ
こ
で
一
つ
の
大
き
な
石
を
目
の
前
に
置
き
、
誓

願
を
述
べ
て
張
崇
が
言
う
こ
と
に
は
「
私
は
今
長
江
を
渡
っ
て
、
晋
の

孝
武
帝
に
訴
え
、
彼
ら
の
怨
み
の
残
る
魂
の
こ
と
や
、
彼
ら
の
妻
・
こ

ど
も
の
こ
と
を
申
し
上
げ
た
い
の
で
す
。
も
し
こ
の
よ
う
な
願
を
た
て

て
報
い
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
ば
、
こ
の
石
は
二
つ
に
割
れ
る

で
し
ょ
う
」
と
。
ぐ
る
り
と
石
の
周
り
を
一
周
す
る
と
、
石
は
す
ぐ
に

割
れ
て
二
つ
に
な
っ
た
。
張
崇
は
そ
れ
で
江
東
（
江
蘇
省
建
康
）
に
到

着
し
、
白
虎
樽
を
開
け
て
詳
し
く
無
実
の
罪
の
実
情
を
述
べ
た
。
孝
武

帝
が
す
ぐ
に
命
令
し
た
た
め
、
晋
王
朝
に
帰
属
し
よ
う
と
し
て
い
た
人

の
う
ち
で
売
ら
れ
た
す
べ
て
の
者
は
、
皆
奴
隷
と
な
る
こ
と
な
く
平
民

と
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
出
来
事
は
智
生
道
人
が
目
の
前
で
実
際

に
見
た
こ
と
で
あ
る
。

【
語
注
】

　
⋆

張
崇
＝
人
名
。
詳
細
不
詳
。『
晋
書
』
に
名
前
が
み
え
る
苻
堅
や
慕

容
垂
に
仕
え
た
張
崇
と
は
別
人
だ
と
思
わ
れ
る
。
補
説
参
照
。

⋆

苻
堅
＝
前
秦
の
人
。
字
は
永
固
、
諡
は
宣
昭
帝
。
在
位
は
二
十
七

年
。
五
胡
中
最
も
強
盛
と
称
さ
れ
た
。
の
ち
に
晋
に
攻
め
入
り
、

三
八
三
年
に
謝
玄
等
と
淝
水
で
戦
い
、
大
敗
し
て
還
る
。『
晋
書
』

巻
一
百
一
十
三
、
一
百
一
十
四
に
載
記
あ
り
。

⋆

中
路
＝
道
半
ば
、
途
中
で
。『
楚
辞
』「
九
弁
」
第
五
段
「
然
中
路

而
迷
惑
兮
（

し
か然

く
中
路
に
迷
惑
す
）」。

⋆

方
鎮
＝
あ
る
地
域
の
軍
政
を
掌
る
軍
事
長
官
を
い
う
。『
晋
書
』
巻

一
百
二
十
三
慕
容
垂
戴
記
「
垂
之
在
燕
、
破
國
亂
家
、
及
投
命
聖

朝
、
蒙
超
常
之
遇
、
忽
敢
輕
侮
方
鎮
、
殺
吏
焚
亭
、
反
形
已
露
、
終

爲
亂
階
（〔
慕
容
〕
垂
之
き
て
燕
に
在
り
、
国
を
破
り
家
を
乱
し
、

聖
朝
に
投
命
す
る
に
及
び
、
超
常
の
遇
を

こ
う
む

蒙
る
も
、
忽
と
し
て
敢

て
方
鎮
を
軽
侮
し
、
吏
を
殺
し
亭
を

や焚
き
、
形
に
反
す
る
こ
と
已

に
露
は
れ
、
終
に
乱
階
を
為
す
）」。

⋆

録
＝
拘
禁
す
る
。
な
お
「
為
○
○
所
録
」
と
い
う
言
い
方
は
、『
宋

書
』『
南
史
』
に
多
く
み
え
る
。『
宋
書
』
巻
八
十
三
黄
回
伝
に
「
隨

質
於
梁
山
敗
走
向
豫
章
、
為
臺
軍
主
謝
承
祖
所
錄
（〔
蔵
〕
質
を
梁

山
に
随
へ
敗
走
し
て
豫
章
に
向
か
ひ
、
台
の
軍
主
謝
承
祖
の
録
す

る
所
と
為
る
）」
と
あ
り
、
陸
杲
が
生
き
た
時
代
の
近
い
時
期
に
よ
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く
使
わ
れ
た
用
法
と
考
え
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

⋆

伴
＝
仲
間
の
意
か
。『
法
苑
珠
林
』
及
び
『
太
平
広
記
』
は
「
崇
與

同
等
五
人
」
に
作
る
。
そ
れ
を
参
考
に
し
、
底
本
は
「
五
伴
」
に

作
る
た
め
「
五
人
の
仲
間
」
と
訳
し
た
。

⋆

二
十
歩
＝
一
歩
＝
六
尺
で
あ
り
、
魏
・
晋
で
は
、
一
尺
は
約
二
四

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
た
め
、
約
二
九
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。

⋆

中
夜
＝
真
夜
中
。

⋆

存
亡
＝
生
き
て
い
る
者
と
亡
く
な
っ
た
者
。

⋆

十
方
佛
＝
十
方
世
界
に
あ
る
諸
仏
。「
十
方
」
と
は
東
西
南
北
と
乾

坤
こ
ん艮
そ
ん巽

の
四
隅
と
上
下
の
総
称
。「
禮
十
方
佛
」
の
語
句
は
『
法
苑

珠
林
』
や
『
太
平
広
記
』
と
も
に
み
え
な
い
。
通
常
は
、
観
世
音

一
筋
で
あ
る
の
に
、
今
回
は
観
世
音
だ
け
で
は
足
り
ず
諸
仏
に
も

礼
拝
し
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
の
悪
行
に
見
舞
わ
れ
た

と
い
う
こ
と
を
、
陸
杲
は
し
る
し
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

⋆

理
＝
申
し
上
げ
る
。『
後
漢
書
』
巻
三
十
八
馮
緄
伝
「
應
奉
上
疏
理

緄
等
、
得
免
（
応
奉
上
疏
し
〔
馮
〕
緄
等
を
理
め
、
免
る
る
を
得
）」。

⋆

行
旋
＝
他
に
用
例
を
み
な
い
語
。「
旋
」
に
は
「
ま
わ
る
」
の
意
味

が
あ
り
、
次
に
「
一
匝
」（
匝
＝
ぐ
る
り
と
一
周
す
る
）
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
こ
で
は
似
た
よ
う
な
意
味
の
表
現
が
続
い
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

⋆

白
虎
樽
＝
蓋
に
虎
の
画
が
描
か
れ
た
酒
樽
。『
宋
書
』
巻
十
四
礼
志

に
「
正
旦
元
會
、
設
白
虎
樽
於
殿
庭
。
樽
蓋
上
施
白
虎
、
若
有
能

獻
直
言
者
、
則
發
此
樽
飲
酒
（
正
旦
の
元
会
に
、
白
虎
樽
を
殿
庭

に
設
く
。
樽
蓋
の
上
に
白
虎
を
施
し
、
若
し
能
く
直
言
を
献
ず
る

者
有
ら
ば
、
則
ち
此
の
樽
を
発
し
て
酒
を
飲
む
）」
と
あ
る
。
こ
れ

は
、
春
秋
・
晋
の
杜

か
い蕢

が
、

か
り
も
が
り

殯

中
の
君
主
平
公
の
非
を
暗
に
示

す
た
め
に
、
侍
臣
と
と
も
に
罰
杯
を
飲
ん
だ
と
い
う
「
杜
挙
」
の

故
事
か
ら
き
て
い
る
。「
白
虎
樽
」
は
劉
宋
時
代
以
前
の
正
史
に
は

み
え
な
い
が
、
本
話
か
ら
晋
代
に
も
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

⋆

冤
状
＝
無
実
の
罪
の
実
情
。
時
代
が
下
る
た
め
適
切
な
用
例
で
は

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、『
周
書
』
巻
四
十
六
杜
叔
毗
伝
に
「
叔
毗

朝
夕
號
泣
、
具
申
冤
狀
（〔
杜
〕
叔
毗
朝
夕
に
号
泣
し
、
具
さ
に
冤

状
を
申
す
）」
と
あ
り
、
こ
こ
の
表
現
と
類
似
し
て
い
る
。

⋆

智
生
道
人
＝
僧
侶
の
名
。『
高
僧
伝
』
巻
五
釈
曇
戒
伝
に
「
弟
子
智

生
侍
疾
（
弟
子
智
生
疾
に
侍
し
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
釈
曇
戒
の

弟
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
以
外
の
詳
細
は
不
明
。
釈
曇

戒
の
生
没
年
が
わ
か
ら
な
い
た
め
断
言
は
で
き
な
い
が
、
釈
曇
戒

の
師
で
あ
る
釈
道
安
が
苻
堅
の
政
治
顧
問
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
智
生
道
人
が
生
き
て
い
た
時
代
も
太
元
年
間
か
ら
大
き
く
ず
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れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

【
補
説
】

ま
ず
、『
晋
書
』
に
載
る
張
崇
の
記
述
を
以
下
に
示
し
て
い
く
。
三
八

三
年
の
淝
水
の
戦
い
で
は
、
襄
陽
郡
の
近
く
の
武
当
に
い
て
、
そ
こ
で

敗
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
晋
書
』
巻
一
百
一
十
四
苻
堅
載
記
下
「
晉
車
騎
將
軍
桓
沖
率
衆
十

万
伐
堅
、
遂
攻
襄
陽
。（
中
略
）
堅
大
怒
、
遣
其
子
征
南
叡
及
冠
軍
慕
容

垂
・
左
衛
毛
當
率
歩
騎
五
万
救
襄
陽
、
揚
武
張
崇
救
武
當
。
後
將
軍
張

蚝
・
歩
兵
校
尉
姚
萇
救
涪
城
。
叡
次
新
野
、
垂
次
鄧
城
。
王
師
敗
張
崇

於
武
當
、
掠
二
千
餘
戸
而
歸
（
晋
の
車
騎
将
軍
桓
沖
衆
十
万
を
率
ゐ
て

〔
苻
〕
堅
を
伐
ち
、
遂
に
襄
陽
を
攻
む
。〔
中
略
〕〔
苻
〕
堅
大
い
に
怒

り
、
其
の
子
征
南
の
叡
及
び
冠
軍
の
慕
容
垂
・
左
衛
の
毛
当
を
し
て
歩

騎
五
万
を
率
ゐ
襄
陽
を
救
は
し
め
、
武
の
張
崇
を
揚
げ
て
武
当
を
救
は

し
む
。
後
に
将
軍
張
蚝
・
歩
兵
校
尉
姚
萇
涪
城
を
救
ふ
。
叡
は
新
野
に

や
ど次

り
、〔
慕
容
〕
垂
は
鄧
城
に
次
る
。
王
師
張
崇
を
武
当
に
敗
り
、
二
千

餘
戸
を
掠
め
て
帰
る
）」。

そ
の
後
、
三
八
四
年
に
鄄
城
（
山
東
省
）
で
謝
玄
に
敗
れ
て
い
る
。

『
晋
書
』
巻
九
帝
紀
第
九
孝
武
帝
「（
太
元
九
年
）
九
月
辛
卯
、
前
鋒

都
督
謝
玄
攻
苻
堅
將
兗
州
刺
史
張
崇
于
鄄
城
、
克
之
（
太
元
九
年
〔
三

八
四
〕
九
月
辛
卯
、
前
鋒
都
督
謝
玄
苻
堅
の
將
兗
州
刺
史
張
崇
を
鄄
城

に
攻
め
、
之
に
克
つ
）」。

次
に
、
中
山
郡
（
河
北
省
）
を
都
と
し
た
と
い
う
慕
容
垂
に
仕
え
た

の
か
、
三
八
六
年
に
は
彼
の
も
と
で
吏
部
尚
書
と
な
っ
て
い
る
。

『
晋
書
』
巻
一
百
二
十
三
慕
容
垂
載
記
「
垂
定
都
中
山
、
羣
僚
勧
即
尊

號
、
具
典
儀
、
修
郊
燎
之
禮
。
垂
從
之
、
以
太
元
十
一
年
僭
即
位
、（
中

略
）
以
其
左
長
史
庫
辱
官
偉
・
右
長
史
段
崇
・
龍
驤
張
崇
・
中
山
尹
封

衡
爲
吏
部
尚
書
（〔
慕
容
〕
垂
都
を
中
山
に
定
め
、
羣
僚
勧
め
て
即
ち
尊

号
し
、
典
儀
を
具
へ
、
郊
燎
の
礼
を
修
む
。〔
慕
容
〕
垂
之
に
従
ひ
、
太

元
十
一
年
〔
三
八
六
〕
を
以
て
僭
し
て
即
位
す
、〔
中
略
〕
其
の
左
長
史

の
庫
辱
官
偉
、
右
長
史
の
段
崇
、
龍
驤
の
張
崇
、
中
山
尹
の
封
衡
を
以

て
吏
部
尚
書
と
爲
す
）」

こ
の
よ
う
に
北
に
ず
っ
と
仕
え
て
い
た
経
歴
を
持
つ
張
崇
が
、
果
た

し
て
晋
に
帰
属
し
よ
う
と
し
て
長
江
を
渡
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
疑
問

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
話
で
は
「
関
中
」
の
人
々
が
晋
に
帰
属
し
よ
う

と
し
て
い
る
が
、『
晋
書
』
の
張
崇
が
淝
水
の
戦
い
の
時
期
に
長
安
に
い

た
か
は
確
認
で
き
ず
、「
関
中
」
に
い
た
人
々
と
行
動
を
と
も
に
で
き
た

人
物
だ
っ
た
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
今
回
の
話
の
張
崇
と

史
書
に
名
前
が
残
っ
て
い
る
張
崇
は
別
人
の
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。

（
中
国
文
学
専
攻
　
修
士
一
年
　
林
美
江
）
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〔
50
〕

【
本
文
】

西
海
太
守
呉
乾
鍾
者
、
本
奉
佛
法
精
進
、
恒
誦
『
觀
世
音
經
』。
嘗
爲

虜
所
鈔
得
、
縛
胛

（
1
）

埋
腰
、
欲

（
2
）

走
馬
射
之
、
以
爲
覩
戲
。
呉
因
歸
命
觀
世

音
、
特

（
3
）

自
苦
至
。
於
是
天
忽
大
雨
、
至
暝

（
4
）

不
息

（
5
）

。
虜
不
能
出
、
悉
以
氈

自
覆
。
呉
爾
時
縛
甚
急
、
兼
埋
在
土
中
、
不
覺
忽
自
得
脱
、
因
爾
而
走
、

虜
軍
覺
之
、
馬
騎
亂
逐

（
6
）

。
相
去
少
許
、
而
策
馬
終
不
能
及
、
遂
得
脱
去
。

【
参
考
資
料
】

　

⋆

『
佚
名
諸
菩
薩
感
応
抄
』（
25
）

【
校
注
】

(

1)

底
本
は
「
脾
」
に
作
る
。
金
剛
寺
本
に
よ
り
改
め
る
。

(

2)

底
本
は
「
歎
」
に
作
る
。
金
剛
寺
本
に
よ
り
改
め
る
。

(

3)

底
本
は
「
持
」
に
作
る
。
金
剛
寺
本
に
よ
り
改
め
る
。

(

4)

原
本
は
「

」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(

5)

底
本
は
「
自
」
に
作
る
。
文
意
に
よ
り
改
め
る
。

(

6)

底
本
は
「
遂
」
に
作
る
。
金
剛
寺
本
に
よ
り
改
め
る
。

　

【
書
き
下
し
】

西
海
太
守
呉
乾
鍾
は
、
本
よ
り
仏
法
を
奉
じ
て
精
進
し
、
恒
に
『
観

世
音
経
』
を
誦
ず
。
嘗
て
虜
の
鈔
め
得
る
所
と
為
り
、
胛
を
縛
り
腰
を

埋
め
、
馬
を
走
ら
せ
て
之
を
射
て
、
以
て
覩
戯
と
為
さ
ん
と
欲
す
。
呉

因
り
て
観
世
音
に
帰
命
し
、
特
に
自
ず
か
ら
苦
だ
至
る
。
是
に
於
い
て

天
忽
ち
大
い
に
雨
ふ
り
、
暝
に
至
る
も
息
ま
ず
。
虜
出
づ
る
こ
と
能
は

ず
、
悉
く
氈
を
以
て
自
ら
覆
ふ
。
呉
爾
時
に
縛
ら
る
る
こ
と
甚
だ
急
に

し
て
、
兼
ね
て
埋
め
ら
れ
て
土
中
に
在
り
、
覚
え
ず
忽
と
し
て
自
ず
か

ら
脱
す
る
を
得
た
り
、
爾
れ
に
因
り
て
走
る
。
虜
軍
之
を
覚
え
、
馬
騎

乱
れ
逐
ふ
。
相
去
る
こ
と
少
し
許
り
、
馬
を

む
ち策

う
つ
に
終
に
及
ぶ
能
は

ず
、
遂
に
脱
し
去
る
を
得
た
り
。

【
訳
】

西
海
郡
（
江
蘇
省
淮
安
海
州
）
太
守
で
あ
る
呉
乾
鍾
は
、
も
と
も
と
仏

法
に
つ
と
め
て
精
進
し
、
い
つ
も
『
観
世
音
経
』
を
誦
じ
て
い
た
。
か

つ
て
、
異
民
族
に
捕
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
異
民
族
た
ち
は
呉
乾

鍾
の
か
い
が
ら
骨
を
縛
り
腰
も
土
に
埋
め
、
馬
を
走
ら
せ
て
か
れ
の
上

半
身
を
矢
で
打
ち
抜
い
て
、
見
世
物
に
し
て
し
ま
お
う
と
し
た
。
呉
は

そ
こ
で
観
世
音
に
帰
命
し
、
特
に
懇
ろ
で
あ
る
こ
と
こ
の
上
な
か
っ
た
、

す
る
と
空
か
ら
突
然
大
雨
が
降
っ
て
き
て
、
暗
く
な
っ
て
も
や
む
こ
と
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が
な
か
っ
た
。
異
民
族
は
外
に
出
る
こ
と
が
で
き
ず
、
み
な
氈
を
被
っ

た
。
呉
は
そ
の
と
き
、
と
く
に
固
く
縛
ら
れ
、
さ
ら
に
土
の
中
に
埋
め

ら
れ
て
い
た
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
突
然
縛
ら
れ
て
埋
め
ら
れ

て
い
る
状
況
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
で
逃
げ

て
い
っ
た
。
異
民
族
の
軍
は
こ
れ
に
気
づ
い
て
、
騎
兵
が
入
り
乱
れ
つ

つ
追
っ
て
き
た
。
お
互
い
の
距
離
は
ほ
と
ん
ど
少
し
し
か
離
れ
て
は
い

な
か
っ
た
が
、
馬
を
む
ち
打
っ
て
も
つ
い
に
呉
乾
鍾
に
追
い
つ
く
こ
と

は
で
き
ず
、
呉
乾
鍾
は
脱
出
し
逃
げ
去
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

【
語
注
】

　

⋆

西
海
＝
西
海
は
一
般
に
現
在
の
青
海
省
を
指
す
が
、
董
書
は
「
劉

宋
の
時
代
は
西
海
と
は
江
蘇
省
淮
安
海
州
を
指
す
」
と
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
、『
宋
書
』
巻
八
明
帝
本
紀
七
年
（
四
七
二
）
秋
七
月
の

「
乙
酉
、
於
冀
州
置
西
海
郡
」
と
い
う
記
述
に
基
づ
い
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
董
氏
が
指
摘
し
た
海
州
は
現
在
の
連
雲
港
市
の
あ
た

り
で
あ
り
、『
中
国
歴
史
地
図
集
』
第
四
冊
（
中
国
地
図
出
版
社
一

九
八
二
）
で
も
連
雲
港
市
の
近
く
に
冀
州
と
い
う
地
名
が
確
認
で

き
る
。

⋆

呉
乾
鍾
＝
人
名
。
詳
細
不
詳
。

⋆

鈔
＝
略
奪
す
る
、
と
る
。『
方
言
』
巻
十
二
「
虜
、
鈔
強
也
。
皆
強

取
者
也
（
慮
、
鈔
は
強
な
り
。
皆
強
ひ
て
物
を
取
る
な
り
）」。

⋆

胛
＝
背
中
の
上
部
に
あ
っ
て
腕
の
骨
と
の
連
結
部
に
あ
る
幅
広
の

骨
。
か
い
が
ら
ぼ
ね
。

⋆

覩
戯
＝
「
覩
」
は
「
見
る
」、「
戯
」
は
「
た
わ
む
れ
。
お
ど
け
。
遊

び
。
冗
談
」
の
意
。
こ
こ
で
は
「
見
世
物
」
と
解
釈
し
た
。

⋆

氈
＝
け
む
し
ろ
。
も
う
せ
ん
。
毛
お
り
の
敷
物
。

（
中
国
文
学
専
攻
　
学
部
三
年
　
長
谷
川
浩
平
）

〔
附
記
〕
本
稿
は
、
公
益
財
団
法
人
豊
秋
奨
学
会
及
び
科
学
研
究
費
助

成
事
業
基
盤
研
究
（
B
）（
一
般
）「
前
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
術

数
文
化
の
形
成
と
伝
播
・
展
開
に
関
す
る
学
際
的
研
究
」（
課
題
番
号

16H
03466

　
研
究
代
表
者
水
口
幹
記
）
の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。
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